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　さて、前置きも挨あい拶さつもなく、いきなり訊きいてみよう。

　前回の宿題に対する答えを導き出せただろうか。

　もちろん出せた。

　そう言う人は先へ進んでもらってかまわない。

　わからないという人は、頁ページを捲めくる前にもう一度、考えてみてはもらえないだろうか。

　何な故ぜなら歴史は思考する学問であって、ただ記き憶おく力りよくを競きそう学問ではないからだ。

　よく見て。

　よく読んで。

　よく考える。

　そうすることによって、歴史は楽しい学問になる。

　では、考えてみよう。

　このままでは騎き馬ば民族を支えきれなくなると判断したリリィエンテルリオナーシュブラフィシュカは、内側の防ぼう壁へきまで退たい却きやくする時間をどのように稼かせごうとしたのか。




　相手は騎馬民族だ。

　騎馬民族の特性を考こう慮りよした──というより、つけ込んだと言うべきか──その策とは、どんなものだったのだろうか。




　あのときの騎馬民族が置かれた状じよう況きようを考えてみよう。

　騎馬民族は基本的に略りやく奪だつする民族だ。

　荒あらして、奪うばって、去っていく。

　今回も例外ではない。

　ということは。

　リリィが何度も触ふれているように、騎馬民族は遠えん征せいのために多量の輜し重ちようを用意することをしない。

　彼らが長期間の軍事行動をしようとすれば、現地での略奪行こう為いが不可欠なのだ。

　だからこそサイファカールはリリィたちに命じて長大な防壁を造らせた。




　防壁を盾たてにして防ぼう御ぎよ戦を行えば──いや、行う構えを見せれば──五万の大軍とはいえ、しょせん偵てい察さつ部隊、手持ちの兵ひよう糧ろうが少ない以上、早々に引き揚あげざるを得なくなる。

　それがサイファカールの読みだった。

　ところが今回の騎馬民族は、執しつ拗ように突とつ破ぱを狙ねらってきた。

　偵察ではなく突破が目的なのかと思うほど、執拗に、激しく、攻せめ立ててきた。

　それまでの騎馬民族には見られなかった臨機応変な戦いくさぶりも見せた。

　戦いの経けい緯いはサイファカールの読みとは違ちがう展開を見せつつあった。

　リリィは難しい決断を迫せまられた。

　あくまで外側の防壁に固こ執しつすれば、味方に大きな被ひ害がいを出した挙げ句に突破される虞おそれがある。

　援えん軍ぐんとして呼んだペリージア州軍団二万が大損害を出すようなことになれば、サイファカールの戦略は大きく狂くるってしまうだろう。

　リリィは皇子の戦略すべてを理解しているわけではないが、その程度のことはわかる。

　であれば、可能な限り損害を出さずに騎馬民族を食い止め、撃げき退たいしなくてはならない。

　リリィは外側の防壁を放ほう棄きし、内側の防壁で新たな防御戦を行うと決断した。

　しかし、内側の防壁まで撤てつ退たいする時間をどう稼ぐかが難問だった。

　相手は騎き兵へい。

　防御側は大半が歩兵。

　駆かけっこになれば追いつかれる。

　撤退していく兵が背中を襲おそわれれば、抵てい抗こうする間もなく討うち取られるだろう。

　二万もの軍勢が、内側の防壁まで整然と下がる時間をどうやって稼ぐか。

　というのがリリィに与あたえられた課題だった。




　リリィはある物に着目した。

　それを使えば、騎馬民族の追撃の足を鈍にぶらせることが可能ではないかと考えた。

　そのある物とは。




　騎馬民族が無視できない物だ。

　基本的に略奪する民族である彼らが本能的に食いついてしまう物だ。

　文字通り、食いついてしまう物だ。

　それが何かは……もうおわかりだろう。




　では頁を捲って確かく認にんしてもらうとしよう。

　騎馬民族の足を止めるためにリリィが用意した物とは。




　結果的に彼女のこの機転が、アル＝アラ攻こう防ぼう戦の帰き趨すうを分けた。

　戦せん闘とうに勝利したというわけではないが、ここでの戦術目標が騎馬民族の撃退であるなら、リリィたちは見事に戦術目標を達成したのである。

　それは同時に、サイファカールの戦略が破は綻たんしなかったということでもある。




　あとから振ふり返ってみれば、サイファカールの長く厳しい戦いの道程には、あのときのあの戦いこそが大きな分ぶん岐き点という場面が何度も現れた。

　そしてこのアル＝アラの戦いも、それら大きな分岐点の一つだったということは、誰だれからも異論は出ないだろうと思う。

　だからこそサイファカールは舞ぶ台たいの中央へと進み出ることができたのだ。




　では、確認していただこう。

　頁を捲っていただこう。

　リリィが用意した物とは。

　彼女はそれをどう使って騎馬民族の足を止めたのか。
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「あれを使う。まぁ、使うというより捨てるわけじゃが、無事に第二防壁まで下がるにはそれしか方法はない」




　　　　２




　決断してからのリリィの動きは早かった。

　エルミネと二名の部下を引き連れ、陣じん取どっていた望ぼう楼ろうを駆け下りると、ドゥールドォール将軍のいる望楼へと一いち目もく散さんに駆けた。

「将軍！」

　望楼を登ったリリィが小さな体に似合わぬ大きな声で呼びかけると、望楼の上で戦闘の指揮を執とっていた将軍が振り返った。

　もちろんドゥールドォールは完全武装の出いで立ちだ。

　周りの兵より立派な鎧よろい甲かぶとに身を包んでいる上、背が高いから、かなり目立っている。

「どうした、リリィ!?　何か問題が!?」

「問題だらけですじゃよ！　もはやここを保もち堪こたえるのは不可能、後ろの防壁まで下がりましょうぞ！」

「む、むうう」

　将軍は無ぶ骨こつな作りの顔を顰しかめて低く唸うなった。

「たしかに、このままでは突破されるやもしれん。そしてどこか一いつ箇か所しよでも突破されれば、奴やつらの侵しん入にゆうを食い止めるのは不可能になるだろう」

「さようですじゃ。堤てい防ぼうも蟻ありの一いつ穴けつから決けつ壊かいすると言いますからの」

　将軍は副官に暫しばし指揮を任せるとリリィの下もとへ駆け寄ってきた。

「だが、それでいいのか!?」

　険しい顔で迫るドゥールドォールに向かって、いいも悪いも、と言ってリリィは小さく肩かたをすくめてみせた。

「下へ手たに頑がん張ばりすぎれば大勢の兵を失いかねませんぞ。兵数は敵のほうが多いですじゃ。突破されれば、部隊毎ごとにばらけて守備をしている我らは各個撃破されてしまうのは必ひつ定じよう。いったん退ひいて態勢を立て直すべきかと」

「アル＝アラ軍団長のおぬしがそう言うなら我らに是ぜ非ひもないが、しかし、二万もの兵が後ろの防ぼう壁へきまで無事に下がれるかが大問題だぞ。我らが防壁を離はなれた直後に奴らがここを乗り越こえたら、下がるところを襲われる。それこそ多くの兵を失うことになる」

「それについては儂わしに考えがあるのですじゃ」

「どんな考えだ!?」

　リリィは将軍に体を寄せると、手を口くち許もとに当てて爪つま先さき立った。

　それで彼女が内ない緒しよの話をしようとしているのだと悟さとった将軍が膝ひざを曲げ腰こしを屈かがめると、リリィは背せ伸のびしたまま将軍の耳許に顔を寄せ、何やら早口で囁ささやいた。

「な、なんだとぉ!?」

　将軍は驚おどろきに顔を歪ゆがめて膝と腰を伸ばし、まじまじとリリィの顔を見下ろした。

　初めて軍団長の策を聞かされたエルミネ以下も、驚きよう愕がくに顔を歪めている。

「い……いいのか、そんなことをして!?」

　とドゥールドォール将軍に訊きかれ、リリィはまたもや小さく肩をすくめ、いいも悪いもと言った。

「もはやそれしか手立てはないと思いましてな」

　将軍は腕うで組ぐみをして低く唸った。

「おぬしがいいと言うなら、我らに是非もないが……しかし、サイファカール殿でん下かは承知しておるのか？」

「いやいや、さすがにここまでは殿下も指示されなかったですじゃよ」

「つまり、おぬしの独断か」

「そうなりますな」

「大だい丈じよう夫ぶか？　あとで問題にならんか？」

「副長官殿どの辺りなら目を吊つり上げて怒ど鳴なりそうな気はしますがの、殿下は許してくださると思いますぞ。仮に万一、殿下もお怒いかりになったとしても、これは儂の独断なのですから、首が飛ぶのは儂一人ですじゃよ。将軍が責任を追つい及きゆうされることなどありません故ゆえ、ご心配召めされるな」

「配はい慮りよは感謝するが、しかし……しかし本当にいいのだな、それで!?」

　ドゥールドォールに念押しされ、リリィは大きく頷うなずいた。

「兵の犠ぎ牲せいを最少に抑おさえ、かつ敵を退しりぞけるためには、これしか方法はありますまい」

「よし、わかった。背後の防壁まで下がるとしよう」

「その前に、砦とりでに詰つめている部隊に命令を出しておかねばなりません」

「おお、そうだな」

「あと四し半はん時ときほどはここを支え、その間かんにあれを用意させまする。急いで退たい却きやくするために捨て置いていったと見えるようにあれを放ほう棄きした後、全軍まとまって背後の防壁まで走る……ということでよろしいですかな？」

「了りよう解かいした」

　将軍は直ちに副官と幹部を呼び寄せた。

「では、儂はこちらの兵どもに指示を伝えておきますでな。用意が調ととのったら狼煙のろしを上げて知らせましょうぞ。それを合図に撤てつ収しゆうを開始するということで」

「委細、承知」

「行くぞ、エルミネ」

　部下に声をかけるとリリィは身を翻ひるがえし、飛び降りるような勢いで望楼を駆かけ下った。
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　自分が受け持つ望楼へ駆け戻もどる途と中ちゆうでリリィは周辺に控ひかえていた伝令の騎き兵へいを望楼直下に集めた。

「よいか、今から大事な命令を言い渡わたす。ぬしらは各砦へと走り、詰めている兵に命令を伝えよ。だが伝えるだけでは駄だ目めだ。一刻も早く行動に移すように促うながせ。兵たちが命令を実行するのを確かく認にんしたら戻ってこい。よいな!?」

「はっ！」

「質問は無用じゃ。よいな!?」

「はっ！」

「では命令を下す。砦詰めの兵は砦に集めた兵ひよう糧ろうを倉庫から出して砦内の空き地に積んでおけ。さらに一部は砦の外に出しておけ。積み方は適当でかまわん。その際、一いつ緒しよに荷車も置いておけ。以上じゃ」

　集められた伝令兵は、みな、ぽかんとした顔でリリィを見やっている。

「あ、あのリリィエンテル様……」

「質問は無用と言ったはずじゃが？」

　リリィに睨ねめつけられ、口を開きかけた兵は気け圧おされたように頭を引いて口を閉じた。

「復唱、どうした!?」

　リリィの甲かん高だかい声が響ひびき、伝令兵たちは雷かみなりに打たれたように身み震ぶるいした。

「とっ、砦に集めた兵糧を倉庫から出して砦内の空き地に積んでおくこと。さらに一部は砦の外に出しておくこと。積み方は適当でかまわない。その際、一緒に荷車も置いておくこと。以上の命令を砦に詰めている兵に伝えます。伝えた後、一刻も早く行動に移すよう兵たちに促します」

「よし、急げ！　命令の意図を訊かれても答える必要はない。ともかく急いで実行に移させるのじゃ！」

「ははっっ！」

　伝令兵はリリィに追い立てられるように急いで馬に跨またがった。

　副軍団長のシュメイルが詰めている望楼へ向かってリリィが走り出したので、エルミネ以下も慌あわてて彼女のあとを追って走った。
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「どうしました、軍団長？　何か緊きん急きゆう事態が？」

　望楼に上がってきた軍団長を認め、弓を射る手を止めたシュメイルが駆け寄ってきた。

「ここの空から堀ぼりは遠からず埋うまってしまうじゃろう」

　というリリィの言葉に、シュメイルは渋しぶい表情で頷いた。

「ですね。まさか連中が石を投げ込んで空堀を埋めようとするとは驚きました」

「堀が埋まれば防壁を乗り越えられる危険が増す。いや、いつかは乗り越えられてしまうじゃろう。そうなると、防壁の守備に就ついていた部隊が全ぜん滅めつするやもしれん」

　シュメイルの表情がますます渋くなる。

（リリィがわざわざそれを言いに来たということは……）

「我々はここを捨てて下がるのですか？」

（さすがにシュメイル、飲み込みが早いわ）

「そうじゃ。殿下の戦略を成じよう就じゆさせるためには、ここで大きな犠牲を出すわけにはいかんからの」

「しかし」

　リリィの言うことはもっともだと思うものの、ただ下がるだけではやはり大きな犠牲が出るのではないかとシュメイルは思ったので、そこを問い質ただしてみる。

「我らがこの防壁の守備を放棄したら、それこそ連中はすぐに乗り越えてくるのではありませんか？　持ち運べる程度の板橋くらいなら、堀を渡るために用意してあるでしょう？　それを堀の向こうから防壁の上に斜ななめに渡されたら、馬で簡単に乗り越えられます。堀を埋める必要すらない」

「じゃろうな」

「それでは内側の防壁に下がる時間的な余よ裕ゆうがないのでは？　下がっている途中で背後を襲おそわれたら、それこそ大きな犠牲が出ます。どころか、それだと内側の防壁まで突とつ破ぱされる虞おそれが……」

「まぁ待て」

　リリィの表情や態度に意外と余裕があるのを見て取ったシュメイルにはピンときた。

（何か考えがあるんだな、軍団長は）

　それでシュメイルも少し落ち着きを取り戻す。

「軍団長の策は、どんなものです？」

（うむうむ、此こ奴やつもヨーコも飲み込みが早くて助かる。これで二人とも、もう少し愛あい想そがよければ、もっと出世できたじゃろうにな）

　と思ったものの、愛想がよくても傍ぼう若じやく無ぶ人じんにすぎて左さ遷せんさせられた自分のような前例があるので、それ以上の追及は止やめておこうと思うリリィだった。

「それはの、砦の兵糧を餌えさにして奴らの足を止めるという策じゃよ」

　シュメイルは驚愕に目を見開いた。

「な!?」

「集めておいた兵糧をその辺に放ほうり出しておけば、連中、集めにかかるじゃろう？　何せ手持ちの兵糧が少ないのだからの」

　リリィの言葉に、シュメイルは度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

（そんなことを……いや？　これは意外と理に適かなっているのかもしれないな）

　防壁を越えて雪な崩だれ込んできた騎馬民族が、攻こう撃げきしようと砦に向かったとき、砦の外に積まれた箱や荷に袋ぶくろを見たら、中を確かめずにはいられないだろう。

　そして中身が兵糧だと知ったら。

　間ま違ちがいなく集めにかかる。

　そして無人の砦に入り込む。

　そこにはさらに大量の箱や荷袋が積まれているわけだ。

（連中は大喜びで兵糧の確保に精を出すことだろう。そうなれば追撃してこない。我々が内側の防壁に駆け込んで防ぼう御ぎよ態勢を整えるだけの時間的な余裕はできる。問題は）

　シュメイルは情けなさそうな顔になってリリィに訊いた。

「その策、確かに騎馬民族相手には有効かと思いますが……ザネッティ様のほうは大丈夫なんですか？」

　リリィはあっさりと首を横に振ふった。

「いや。大丈夫ではなかろうよ」

「やはり怒おこりますよね」

「怒るというより、激げき怒どするじゃろう。我を忘れて儂わしに殴なぐりかかってくるやもしれん」

　シュメイルは嫌いやな想像に身を震ふるわせる。

「あなたが殴り返したら、あの人、死んでしまいますが？」

「はっはっはっ、案ずるな。殴り返したりはせんよ」

「本当ですか？」

「今回は事が事だからの。あれだけ兵糧を集めるのにどのくらいの金がかかるか、儂にもわかっておる。じゃから、おとなしく殴られてもいいと思っておるわ」

　シュメイルは安あん堵どの息を吐はいた。

「なら、いいのですが」

「儂ももう大人じゃからの。そのくらいの分別はできておる」

（上官を殴り飛ばしたせいで東辺境州へ左遷になったという過去から彼女も反省し学んだ……ということか）

「なんぞ言いたいことがあるのかや？」

　シュメイルは、ふるふると首を横に振る。

「いいえ、何も」

「まぁ、殴るくらいでは気が済まんとザネッティ様が仰おつしやるのなら、儂の乳ちちと尻しりを揉もませてやってもいいとさえ思っておる。それなら副長官様も怒いかりを鎮しずめるじゃろ？」

（え、え～～？）

　それはどうなんだろうという疑問がシュメイルの内心に湧わき出てきた。

（軍団長のあるかないかわからないような尻や乳を揉んで、ザネッティ様が喜ぶとも思えないんだが）

「なんぞ言いたいことがあるのかや？」

「いいえ。何も、微み塵じんも、欠片かけらもありませんが」

「さようか？」

「さようですよ」

「副長官様が儂のだけでは物足りんと言うのなら、エルミネの乳と尻も揉ませてやってもよいがの」

　エルミネが吃驚びつくりした顔でツッコんだ。

「よくはありませんけどっ？」

「なんじゃと!?　軍団長の儂が敢あえて乳と尻を差し出すと言うておるのに、貴様は拒きよ否ひすると言うのかや？」

「え……え～～」

　リリィの無茶ぶりには慣れているエルミネも、さすがに思いきり渋い顔だ。

「貴様は服の上からではなく直じか揉みさせるぞ？」

　エルミネが泣きそうになっているのを見かねてシュメイルは助け船を出してやった。

「まぁまぁ軍団長、ザネッティ様、ああ見えて意外と愛妻家ですから、軍団長やエルミネの乳や尻がどれほど魅み力りよく的だとしても、触さわろうとはしないのでは？」

「そうじゃったのう。というか。愛妻家と言うよりは恐きよう妻さい家かと言うべきじゃな、彼あ奴やつは。儂の乳や尻を揉める機会など、もう二度と訪おとずれんというに。ほんに肝きもっ玉たまの小さい男よ。いや、この場合、肝っ玉だけでなく金玉も小さいと言うべきか？」

「いえ、それは知りませんが、それよりも」

　シュメイルはそろそろ本題に戻もどらないと不ま味ずいことに気がついた。

　ことは一刻を争うのだ。

　リリィやエルミネの乳や尻を副長官が揉むかどうかを、あるいは副長官の肝っ玉や金玉が小さいかどうかを論じている場合ではなかった。

「軍団長の策、一刻も早く実行に移さないと！」

「すでに伝令を砦とりでに走らせておる。今ごろ兵どもは、躍やつ起きになって兵糧を運び出しておるじゃろう」

[image: ]

　またもシュメイルは安堵の息を吐いた。

「それを聞いて安心しました」

「砦のほうはそれでいいのじゃがな。問題は防ぼう壁へきの守備に就いている兵たちが上う手まく逃にげられるかどうかよ」

　たちまち彼の表情が引き締しまる。

「はい。で、手て筈はずはどのように？」

「四し半はん時ときだけ支え、その後、徐じよ々じよに兵を抜いて下がらせることにする。儂は長なが弓ゆみ隊を率いて最後まで粘ねばる。おぬしにも殿しんがりを頼たのみたい」

　シュメイルは初めて不敵な笑えみを浮うかべた。

「お任せください」

「弓の腕うでに覚えがある者を選んでおいてくれ。其そ奴やつらが最後まで城壁を支える部隊になる。逃げるときは一目散に走らねばならんからな、弓の腕がいいだけでなく、走力にも自信のある者がいいの」

「承知しました」

「今の指示をほかの場所の部下どもに周知徹てつ底ていさせてくれ」

「それも承知です」

「では、儂は持ち場に戻る。頼んだぞ」

「軍団長もお気をつけて」

　リリィはにやりと笑って応こたえた。

「お互たがい無事に後ろの防壁で会えるとよいの」

「ですね」

　小さく頷うなずいたリリィは身を翻ひるがえし、望ぼう楼ろうを駆かけ下りていった。

　その後ろ姿を見送ったシュメイルは、改めて彼女の能力に感じ入った。

（戦せん闘とう力りよくも高いし、指揮官としても優ゆう秀しゆう、おまけに頭も切れる。あの尊大な態度さえなければ中央で出世できた逸いつ材ざいだろうに。惜おしいな）

　どっちもどっちの人物評ではあった。

　もっとも東辺境州には、どこかに問題を抱かかえている逸材が集まっているわけで、リリィやシュメイルが特別というわけではない。

（その筆頭はサイファカール殿でん下か……なのかもしれないな。もっとも、あのお方の場合、その立場自体が大問題なだけで、人格的にはあまり問題なさそうなんだが）

　とはいえ、自分もその一人だと思えば、他人を論あげつらっている場合ではない。

　シュメイルは早々に意識を切り替かえることにする。

（まずは兵を後方へ下がらせなくてはならないが、一度に引き抜くと敵に気づかれる虞がある。そうなると敵は一いつ気き呵か成せいに突とつ進しんしてくるだろうから、殿しんがり部隊が押し包まれて全ぜん滅めつしかねない。少しずつ抜いて、こちらが防壁を捨てて後ろに下がることをなるべく気づかれないようにしなくては。しかし、悠ゆう長ちように時間をかけていては防壁を乗り越こえられてしまうかもしれないわけで、くそ、案配が難しいな）

　ここでの犠ぎ牲せいを最小限に抑おさえることは、サイファカールの戦略にとって必ひつ須すの条件だと思われる。

　シュメイルにはサイファカールがどのような絵を描えがいているのかわからないが、少なくともここに集めた兵員を、この先、彼が自分の手勢として運用しようと思っていることは明白だ。

　アル＝アラ軍団兵は千しかいないから、万が一、全滅したとしても、痛いことは痛いが取り返しがつかないというほど致ち命めい的ではない。

　だが、ペリージア州軍団の二万が壊かい滅めつしたら、おそらくサイファカールの戦略は根底から覆くつがえってしまうだろう。

（それだけはなんとしてでも避さけなくては。もっとも我が軍団も、ここで全滅する気などさらさらないが）

　シュメイルは不敵な笑みを浮かべたまま周りにいる部下を集め、矢や継つぎ早ばやに指示を送るのだった。
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　シュメイルが詰つめていた望楼から足早に戻りつつ、リリィはエルミネに語りかけた。

「というわけで、ぬしにも最後まで矢を撃うってもらうぞ」

「はい、もちろんお供いたします。が。それにしても兵ひよう糧ろうを餌えさとして使うとは、ずいぶん思い切ったものでありますね」

「ふん、最後の手段という奴やつよ。あるいは窮きゆう余よの一策か？　いずれにせよ、奴らが尋じん常じようならざる手段を使って攻せめてきたのじゃから、こちらも尋常ではない手段で対たい抗こうするしかあるまいよ」

「ザネッティ様、本気で怒りそうですね」

　というエルミネの言葉に、リリィは、くくくっ、と笑った。

「本気で怒ったら、こちらも本気で乳と尻を差し出さねばならんの」

「勘かん弁べんしてください。だいいち、リリィエンテル様の策略には、わたし、これっぽっちも関かかわっていないではないですか」

「そこはそれ、連帯責任という奴じゃろ？」

「ですから。何も関わっていないのに連帯もないと思うのですが！」

「揉ませるだけじゃ。舐なめたり吸ったりはさせんから安心せえ」

　エルミネが目を剝むいた。

「それのどこに安心できる要素が!?」

「まぁどうしても揉ませるのが嫌いやじゃと言うなら、そうじゃな、裸はだかになって土下座でもするか？　美女ふたりが裸で土下座をすれば、副長官様がどれほど怒いかり心しん頭とうに発していたとしても、許してくれるのではないか？」

　今度はエルミネが辟へき易えきした顔になった。

「それ、揉ませるのと大して変わっていませんよね。というか、あくまでわたしもおつきあいさせられるのですか？」

「儂わしとおぬしは一心同体じゃろ？」

「わたしは、いつリリィエンテル様と一心同体になったのでしょうかっ!?」

　望楼の梯はし子ごの下まで来ると、リリィはぽんぽんとエルミネの腹を叩たたいた。

「あとのことはあとのことじゃ。今は兵の犠牲を少なくして敵を撃げき退たいすることを考えねばならん。頼んだぞ、エルミネ」

「あ、はい、それは承知しております」

「ならば、まずは部下に命じて、防壁の守備に就ついている兵を段階的に下がらせよ。そうじゃな、中隊単位がよいかの。防壁の後ろに控ひかえている予備隊を下がらせ、それが済んだら足場に乗って矢を撃っている部隊を下ろして下がらせるのじゃ。繰くり返すが、少しずつ、段階的に、じゃぞ。一度に引き抜ぬくと敵が気づくやもしれんからな」

「承知いたしました」

「手配を終えたら戻ってこい。儂とおぬしがいれば、とりあえずこの望楼はなんとかなるじゃろ」

「はい」

「よし、行け」

「撤てつ収しゆうの手配を済ませてきます！」

　敬礼をしたエルミネは、回れ右をして、控えていた自分の部下を連れて駆け出した。

　さて、と言って、リリィは望楼を見上げた。

「果たして上う手まくいくものかどうか。いや」

　リリィは厳しい顔つきになって梯子に手を伸のばす。

「なんとしても上手くいかせなくてはならん。でなくては、サイファカール殿下の戦略が根底から崩くずれてしまうわ」

　リリィは身軽な様子で梯子を駆け上がっていった。
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　押し寄せる騎き馬ば民族が空から堀ぼりに投げ入れる石の数が増えている。

　その理由は防ぼう御ぎよ側から飛んでくる矢の数が減ったからだ。

　騎馬民族の隊長たちは、それの意味することに気づいた。

「敵の反撃が薄うすくなっている場所がある？」

「もしかして犠ぎ牲せい者しやが増えているのか？」

　しかし、自分たちがそこまで激しい攻こう撃げきを加えた自覚はない。

　攻撃するより空堀を埋うめることに傾けい注ちゆうしていたからだ。

　敵からの反撃が薄くなった理由はわからないが、いずれにせよ、これは好機だと彼らは思った。

「今こそ寄せ手の数を増やして一気に空堀を埋めにかかるべし」

　それが第だい一いち陣じんの先せん鋒ぽうを受け持つ部隊長が下した決断だった。




　これまで頑がん強きように抵てい抗こうしていた守備兵が、まだ一いつ箇か所しよも防壁を突破されていないこの段階で防壁を捨てて下がろうとしているとは攻撃側も思わなかった。

　峠とうげの砦とりでが空からだったのを見たときは、もしや皇こう帝ていが死んだという噂うわさは本当で、その影えい響きようで帝国の屋台骨は揺ゆらいでいるのではないか？　弱体化しているのではないか？　と疑った幹部たちだが、アル＝アラの街の手前で頑強な抵抗を受けてその考えを改めていた。

　やはり帝国は弱体化などしていない。

　それどころか、まるで自分たちが攻め寄せることを予想していたかのように長大な防壁と空堀を造って待ち受けていた。

　騎馬民族も帝国の内情は気になっているから、高原と帝国領を行き来する商人たちから帝国内の様子を聞いたりしていた。

　だが、少し前に通過した商人たちから話を聞いたとき、彼らはアル＝アラの手前にこんな防ぼう御ぎよ施し設せつがあるとは言っていなかった。

　ということは、これらの防壁と空堀は短時日のあいだに造られたことになるわけだから、帝国が自分たちに対して少しも油断していないことを示す材料だった。

　本来ならそれを確かく認にんした時点で引いてもよかったのだが、第一陣の指揮官は族長から、

「一度は帝国領内へ侵しん入にゆうせよ」

　という命令を受けている。

　峠を越えたものの、防ぼう壁へきと空堀を前にして引き返しては、帝国領内に侵入したことにはならない。

　第一陣五万を率いる指揮官としては、なんとかして侵入してみせる必要があった。

　とはいえ、長大な防壁と空堀に向かって遮しや二に無む二に突とつ撃げきするのは徒いたずらに犠牲を増やすだけと思われた。

　実際に試ためしてみたが、予想どおり、先鋒の犠牲が大きい割に敵には大して損害を与あたえられなかった。

　そこで戦闘報告を受けた指揮官は知ち恵えを絞しぼり、石を投げ込んで空堀を埋めるという手段を採るに至ったのだった。

　部隊一つでも防壁を乗り越えれば、たとえその部隊が防壁の向こうで全滅したとしても、侵入したことにはなる。

　そして侵入部隊が全滅したということは、兵を引く理由にもなる。

　第一陣の部隊長としては族長の命令を実行しないわけにはいかないが、あまり兵の犠牲を増やしたくはなかった。

　何な故ぜなら、先鋒の五万のうちの過半は彼の部族で構成されているからだ。




　騎馬民族は基本的に部族連合であり、各部族（支族）が集まって一つの大きな集団を作っている。

　それら各部族の族長（支族長）の上に立って集まった部族を束ねるのが総族長とか大族長と呼ばれる存在だった。

　ロムニエゥス一世によって手痛い敗戦を蒙こうむった騎馬民族は、大族長を失い、各部族毎ごとに分かれて相争うようになっていた。

　最近になって幾いくつかの部族を束ねる大族長が出現し、かつてのようにまとまろうという機運が民族全体に出始めたところだった。

　先鋒部隊五万の指揮官クァンガンも、ここのところ急速に勢力を伸ばしているキッシュイリの傘さん下かに入ったばかりだった。

　キッシュイリはクァンガンに「五万を率いて帝国領内へと侵入せよ」と命じてきた。

　新参者に先鋒を命じるのは当たり前のことなので、先鋒を命じられても、クァンガンに不満はなかった。

　クァンガンは自分の一族の支族長であるカンジェンガに第一陣を務めるよう命じた。

　カンジェンガは勇ゆう猛もう果か敢かんで鳴らす男で、先陣を切るのに相応ふさわしいとクァンガンは判断したのである。

　先陣を切っての突とつ撃げきともなれば、部隊に大きな犠ぎ牲せいが出るかもしれない。

　だがカンジェンガは、二つ返事で引き受けた。

　もし侵入に成功すれば一番乗りの栄えい誉よに浴することができる。

　一族の名は高まり、同族の中で、また部族連合の中でも、発言権が増す。

　一番乗りを果たせば略りやく奪だつし放題だから、大きな実利を得ることもできる。

　そこでカンジェンガは勇んで配下の兵を率いて先陣を切ったのだが、このままでは敵に撃退された軟なん弱じやく者ものとして嘲ちよう笑しようされるだけだ。

　発言権が増すどころか、誰だれも彼の言うことに耳を傾かたむけなくなるだろう。

　一族の戦せん闘とう員いんが減れば、部族連合内だけでなく、同族の中での地位も下がってしまう。

　第一陣を引き受けたからには、それなりの戦果を出さないとならない。

　カンジェンガとしても、いま引くわけにはいかないという切実な理由があった。




　当たれば即そく死し、よくても致ち命めい傷しようという威い力りよくの上、射程が長い敵の長弓は相変わらず厄やつ介かいな存在だったが、通常の弓での攻撃は薄くなってきたから、味方の犠牲は減っている。

　ここが押し時と思ったカンジェンガが配下の騎兵を[image: しつ]しつ咤たして回っていると、やがて飛んでくる矢がぱたりと止やんだ。
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　味方の騎兵の誰もが啞あ然ぜんとした顔で、自分たちの前に立ち塞ふさがっている防壁を見つめている。

　小石を籠かごに入れて突撃していった騎兵すら思わず馬を止めてしまうほど、それは唐とう突とつな出来事だった。

　カンジェンガも疑念に満ちた目を防壁に向けた。

　最初に思ったのは、帝国兵お得意の欺ぎ瞞まんではないのか？　ということだった。

　矢が飛んでこなくなったのをこれ幸いと、のこのこと近づいていったところを一いつ斉せい射撃で狙ねらい撃うつ。

　カンジェンガはそう考えたのだ。

（ならば、のこのこと近づかなければいい）

　空から堀ぼりはもう埋うまりかけているのだ。

　もう少し石を投げ続ければ堀を埋めてなお石は積み上がり、防壁の高さは実質的に半減するはずだった。

　そうなれば乗り越こえるのが可能になる。

　とにもかくにも向こうへ騎兵を送り込んで一番乗りを果たしたという戦果がほしかったカンジェンガは、かまわず小石の投とう擲てきを続けるようにと命令を下した。

　もし敵が一斉射撃を目もく論ろんでいたとしても、これまでどおりに石を投げ入れていれば、犠牲の数もこれまでどおりだ。

　大損害というほどの犠牲者は出ないはず。

　もっとも、これまでにかなりの数の犠牲者を出しているのだが、だからこそカンジェンガは戦果がほしかった。

　犠牲だけを出して何も得られないまま退しりぞくことだけは避さけたかった。

　彼の[image: しつ]咤に応こたえ、配下の騎兵は再び空堀めがけて走り出した。

　空堀は完全に埋まり、溢あふれた石が防壁の間ま際ぎわに積み上がっていく。

　それでも敵からの反撃はないままだった。

　反撃がなくなったのに、今までどおり石を投げ入れたことが、防衛側に時間的な余よ裕ゆうを与えた。

　仮に矢が止んだ直後にカンジェンガが総突入を命じていたら、リリィたちの撤収は間まに合わなかったかもしれない。

　兵ひよう糧ろうを砦の倉庫から出して積んでおくという細工が間に合わなかったかもしれない。

　しかし、ロムニエゥス一世に痛い目に遭あっている騎馬民族は、帝国兵の罠わなではないかと疑った。

　それが、リリィの策の成否を分ける僅わずかな時間を生み出したのだった。




　　　　８




「渡わたし板を持ってこい」

　カンジェンガは部下にそう命じた。

　当初はアル＝アラの街を攻せめることになるかもしれないと思っていたから、攻こう城じよう兵器はなくても梯はし子ごだけは多数を持ってきていた。

　空堀と防壁を乗り越えなくてはならないことがわかったとき、彼は梯子二つを横に並べて結ばせ、さらに板を打ちつけて即そく席せきの渡し板を作らせておいた。

　石を積んで堀を埋めた後、防壁を乗り越えた突入部隊がその付近を制圧したら、すかさずその渡し板を防壁に立てかけ、後続部隊はそれを渡って乗り越えるという作戦だった。

　が、敵から矢が飛んでこないなら、今すぐ渡し板を立てかけることができるのではないかとカンジェンガは踏ふんだのである。

　四人の騎兵が横にした渡し板を抱かかえて馬を走らせ、防壁に近づいていく。

　もし矢が飛んできても渡し板が矢や避よけの盾たて代わりになるから、矢が騎兵に命中する可能性は低い。

　とはいえ、馬を狙われたらひとたまりもない。

　防壁の上から敵が狙い撃とうとするのを邪じや魔まするために、弓矢と盾を構えた騎兵の集団が続いていく。

　カンジェンガ以下、幹部や兵が息を潜ひそめて見つめていると。

　渡し板を持った騎兵はなんの抵抗も反撃も受けないまま、あっさりと空堀の手前にまで達した。

　彼らは急いで馬から下り、空堀の手前に渡し板を真まっ直すぐ立てると、それを防壁のほうへと倒たおした。

　この瞬しゆん間かんが無防備になるから、矢で狙い撃たれたら避けようがない。

　馬から下りているので逃にげようもない。

　騎馬民族にとって大地は馬で駆かけるところで、二本の足で歩く場所ではないのだ。

　作業を進める兵たちは心細さに手が震ふるえ、恐きよう怖ふに足が竦すくんだ。

　けれど矢は飛んでこなかった。

　渡し板の先せん端たんが防壁に載のった。

　地上から防壁の上に達する橋が斜ななめに架かかった。

（この瞬間に敵がどう出るか）

　ふつうに考えれば、渡し板を外そうとするだろう。

　城壁の上に載っている渡し板の端はしを持ち上げ、放ほうり投げる。

　あるいは斧おのか何かで渡し板の端を叩たたき壊こわす。

　このままでは騎兵の突入を許すから、防ぼう御ぎよ側としてはそうするしかない。

　けれど、防御側の兵は誰一人として姿を現さなかった。

　渡し板は斜めに架かったままだ。

　相変わらず矢は飛んでこないままだ。




「あれに続け！　二本、三本と板の橋を架けるのだ！」

「別の渡し板を向こう側に架けよ！　それであちらまで馬が走って行ける！」

「キリンガとカガリムの部隊は橋を越えよ！　向こうに下りたら辺り一帯を制圧せよ！」

「奴やつらは抵てい抗こうを諦あきらめた！　今が好機ぞ！　一番乗りの名めい誉よが欲しくば勇め！」

「乗り越えたら手当たり次し第だい殺せ！　殺して奪うばえ！　好きなだけ奪えぇぇ！」




　カンジェンガと幹部の絶ぜつ叫きようが辺りに轟とどろき、騎兵たちは奮い立った。




　防ぼう壁へきに届く渡し板が増えていく。

　馬から下りて渡し板を登った兵が、運んだ渡し板を城壁の向こう側に向けて下ろした。

　一本の矢も飛んでこないので、悠ゆう々ゆうと作業を進められる。

　斜めに渡された渡し板を踏んで、次々に騎兵が防壁を乗り越えていった。

　反対側──防壁の内側へと渡し板を駆け下りた騎兵が見たものは。

　遥はるか前方に左右に伸のびているもう一つの防壁と、一人の守備兵もいない無人の荒あれ地だった。

　カンジェンガは意外な報告に首を捻ひねるが、今は考えている場合ではなかった。

　彼は自分も防壁の向こうへと乗り込むことを決断する。

　守備兵がいないのなら、乗り込むこと自体は造ぞう作さもない。

　むしろ、向こう側に何かの罠が仕し掛かけられていることのほうが恐こわい。

　例えば。

（突つっ込こんでいった部下たちが、敵の掘ほった落とし穴に落ちるとか、な）

　敵兵の姿が消えたのは、自分たちを誘さそい込むための罠である可能性が高いと見るべきだろう。

　ロムニエゥス一世の遠えん征せい軍と戦った経験のあるカンジェンガと彼の一党は、帝てい国こく側が仕掛けた策略に何度も痛い目に遭っている。

　今回も彼がそれを心配したのは当然だ。

　カンジェンガは腹心の部下を連れ、急いで防壁を乗り越えた。
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　防壁の内側に降り立ってみれば、なるほど敵兵はどこにも見当たらず、大型の投石機が数台、壊され放置されたままになっている。

　騎馬民族に利用されるのを嫌いやがり、自分たちで壊して置いていったのだろう。

　防壁を放ほう棄きした割には、敵の犠ぎ牲せいが少ないのも気になるところだ。

　支えきれずに後退したのなら、そこかしこに討うち死にした帝国兵が転がっていなくてはならないが、少なくとも乗り込んだ地点の周囲には討ち死にした帝国兵の姿は見当たらなかった。

（ただの一人も犠牲者を出していないというのか？　いや、さすがにそれはない。ということは、奴ら、ここから退ひいていくときに、犠牲者の遺体も運び去ったことになる。それだけの余裕がありながらこの防壁を捨てた？　となると、ますます何か罠が仕掛けてあると疑うべきだな）

　顔を上げたカンジェンガは彼方かなたに見える二つ目の防壁を遠望した。

（向こうの奴は、いま乗り越えた物より背が低いな。空堀もない。いかにも攻めてこいと言わんばかりの造りではないか）

　二つ目の防壁に関しては背を高くして空堀を掘るだけの時間的余裕が帝国側にはなかったというのが真相なのだが、カンジェンガの目には、まるで自分たちを誘っているように見えた。

（迂う闊かつに突とつ進しんしてはならない）

　それがカンジェンガの出した結論だった。

　彼は防壁を乗り越えた配下の騎き兵へいの中から主立った者を呼び集め、周囲を探さぐらせることにした。

　まずは一隊を彼方の防壁間ま際ぎわまで進め、敵の様子を探らせる。

　別の何隊かは、ここと向こうの防壁のあいだにある砦とりでへ向かわせる。

（まさか砦に籠こもって抗戦というわけでもなかろうに。あの程度の砦なら、本隊を呼ばずとも、俺の騎兵だけで踏みつぶせるわ）

　と思うものの、どこかに罠が仕掛けられていると困るので、とりあえず砦近くまで慎しん重ちように進み、中の様子を探れと命じておく。

　それから彼は、渡した板の中うちの二本の使用を中止させた。

　今も騎兵は渡し板のすべてを使って外から中へ陸続と乗り込んでくる。

　逆に言えば、中から外へと戻もどることができない状態だ。

　何かあったときに伝令を走らせようとしても、板が使えない。

　その状じよう況きようを改善しようとして、彼は二本の板で渡ってくる騎兵を止め、後続を他の板へ回させたのだった。

　カンジェンガは、慎重にすぎるか？　とも思ったが、周囲の異様な状況を見れば、彼が慎重になるのも無理はなかった。

　帝国側の出方はいろいろと検討したが、このような事態は想定外だった。

　それだけの手配を済ませると、彼は偵てい察さつに遣やった部下からの報告を待った。

　ここから見る限り、奥の防壁へ近づいていった一隊に対する攻こう撃げきはなく、少なくとも彼らが進んだ経路上には落とし穴が掘られてもいなかった。

　じりじりとした思いで彼が待っていると──すでに周囲は仲間の騎兵で溢あふれ返っていた──砦の探査に向かわせた一隊から伝令が駆け戻ってきた。




「どうだったか!?」

「はぁ、それが」

　報告をする騎兵は戸と惑まどった顔だった。

　騎馬民族の兵には明確な階級が存在しないので、族長に対してであっても、態度や言葉遣づかいは仲間内の年長者に対するものとあまり変わらない。

「砦の中は空っぽでした」

「敵兵はいなかったのか？」

「はぁ、一人も。その代わり、兵糧が山積みになってました」

「なに!?　どういうことだ？」

「いえ、どういうこともこういうことも、砦の外や中に荷に袋ぶくろや荷箱が積まれてたんで中を調べたところ、小麦やら乾ほし肉やら野菜やらが入っていたんです。ああ、飼い葉もありましたっけ」

「！」

　カンジェンガは色めき立った。

　彼だけではない。

　幹部の中には、思わぬ朗報に歓かん声せいを上げる者もいた。

　それも当然だ。

　敵の物資は見つけた者が鹵ろ獲かくしていいことになっている。

　つまり、砦にある兵ひよう糧ろうや飼い葉はカンジェンガ一族の物になるわけで、カンジェンガや幹部が色めき立ち、喜んだのも無理はない。

（となると、兵糧や飼い葉がどれだけあるかを確かく認にんしないとな。その上で、後続の部隊に取られないように、一刻も早く我が一族で確保してしまわないとな）

　カンジェンガや幹部たちの意識は、帝国の守備部隊を攻撃することより、見つけた兵糧や飼い葉を確保することに向いた。

　ここでの戦いくさの帰き趨すうは、この瞬間に定まったと言える。
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　二つ目の防壁のすぐ内側に建てた望ぼう楼ろうの上まで登ったリリィは、目ま庇びさしを作って、捨ててきた砦を見やっている。

「やれやれ。どうやら敵は餌えさに食いついてくれたようじゃのう」

　安あん堵どの息を吐はきながらリリィがそう言うと、彼女の傍かたわらに立つエルミネが真ま面じ目めくさった顔で応こたえた。

「食しよく糧りように飼い葉。文字通り、餌でありますからね。蛮ばん族ぞくどもなら食いつくのも当然ということですね」

「そうじゃ。奴らは基本的に現地調達じゃからな。大量の輜し重ちようや飼い葉を運んでくることなどせん。こうして奪える食い物や飼い葉があれば、何をおいてもそれらを確保しようとするからの」

「しかし、リリィエンテル様」

「なんじゃ？」

「こちらの防壁まで下がって応戦の準備を調ととのえる時間は稼かせげましたが、兵糧の乏とぼしい奴らに兵糧をくれてやったのです、活動限界が延のびた奴やつらがなおも侵しん入にゆうを試みて攻撃してくる可能性もあるのではありませんか？　その可能性は低いというお話でしたが、根こん拠きよは奈な辺へんにあるのです？」

「新たに得た輜重では、出した犠牲とようやく釣つり合いが取れたという程度じゃろうよ。これ以上攻せめて、さらに犠牲を増やせば、その釣り合いも破は綻たんする。犠牲のほうが大きくなるからの。連中にすれば、この辺が矛ほこの収め時……ではないかと思うわけじゃ」

　エルミネが、なるほど、と頷うなずいた。

「ですが、この防ぼう壁へきを破って領内へと侵入できれば、さらなる分ぶん捕どり品が期待できます。もっと大きな手て土産みやげを……と考える虞おそれはありませんか？」

「サイファカール殿でん下かの読みが、つまりこの連中は帝国の内情を探りにきた先せん鋒ぽうだという殿下の読みが当たっていれば、そこまでは考えんじゃろうと儂わしは思うぞ」

「ですか。ということは」

「うむ。奴らはこれで引き揚あげていく……はずじゃ」

「助かりました。これ以上、奴らに攻められたら、恐きよう怖ふで失禁してしまいます」

「……おぬしのその下半身方面の冗じよう句くは、女子としてどうかと思うのじゃがな」

「お気に召めしませんか？」

「いや。儂が気に入るとか気に入らぬとかの問題か？　そんな恥はずかしい下冗句を恥ずかしげもなく口にする、ぬしの厚こう顔がん無む恥ちぶりを問題にしておるのじゃがな？」

　エルミネが、きょとんとした顔をリリィに向けてきた。

「え？　わたし、女子なので、睾こう丸がんは付いておりませんが？」

「此奴こやつは……」

　リリィは天を仰あおぎ、額に手を載のせ、ため息を吐つく。

「ぬしは美人じゃし弓の腕うでもいいし頭もいいのに、惜おしいのう。その下品な下冗句に多くの男性兵が引いておるぞ？」

　というリリィの指し摘てきにエルミネは、はん、と鼻で笑った。

「わたしの下冗句についてこられない男など、こちらから願い下げです。わたしより切れ味鋭するどい下冗句を連発してくれる男でないと靡なびくつもりはありません」

　リリィはガクッと肩かたを落とし、げんなりした顔で、もういいわ、と軽く手を振ふる。

「それより。奴ら、防壁の大門を開けようとしておるぞ」

　リリィは前方に向かって顎あごをしゃくってみせた。

　その言葉にエルミネも顔を上げ、目を細めて彼方の防壁の中なか程ほどを見やる。

　防壁はカルバリ峠とうげから下りてくる道を塞ふさぐように築いたが、平時に戻れば街かい道どうを行き来する商人の通行を阻そ害がいしてしまう。

　そのため、街道が通る箇か所しよにだけ、大きくて頑がん丈じような門を造ってあった。

　仮に火矢を撃うち込まれても燃えないように、大きな木製の門には鉄板が張りつけてある。

　侵入した騎き兵へいがその大門の閂かんぬきを外し、大門の突とつ起きに結んだ縄なわを馬で引っ張って開けようとしているのが遠望できた。

「輜重を運び出すために門を開けようとしているのですね」

「そういうことじゃな。これ以上攻めることより、分捕った輜重や飼い葉を運び出すほうを優先させようとしているわけじゃ。まだ油断はできんが、あれを見る限り、十中八九、奴らは引き揚げていくな」

　その言葉を聞きつけた周囲の兵たちが、全身の力を緩ゆるめたのがわかった。

　そんな兵たちを、リリィがじろりと睨ねめつける。

「まだ引き揚げると決まったわけではない、気を抜ぬくな」

　兵たちは慌あわてて背筋を伸のばし、直立不動の姿勢に戻る。

「あと四し半はん時ときもすれば結果は見えるじゃろう。それまでは臨戦態勢を保持しておけ」

　と念押ししてから、もう一度、リリィが顔を前方に向けると、荷袋や荷箱を括くくりつけた馬に跨またがった騎兵が一頭、また一頭と、開け放った大門を通って出ていくのが見えた。
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　一つ目の防壁の内側に侵入してきた騎兵は、二つ目の防壁とのあいだにあるすべての砦をくまなく調べ、置いてあった兵糧や飼い葉を残らず運び出していった。

　荷箱や荷袋を積んだ騎兵が大門を通過してその姿を消した。

　残っている騎兵は一千ほどだろうか。

　その数では攻め寄せて来ないだろうと思うものの、輜重を運んで出ていった騎兵に代わって後続部隊が入ってくるかもしれない。

　リリィ以下のアル＝アラ軍団兵と、ドゥールドォール将軍以下のペリージア州軍団兵は息を詰つめて騎馬民族の動向を見つめていた。

　やがて日が西に傾かたむく頃ころに、残っていた騎兵が動き出した。

　守備側の緊きん張ちよう感が一気に増した。

　しかし、騎兵たちが次々に大門を通り抜けて外へ出ていくのを認めると、そこかしこで安堵の息が漏もれた。

　リリィも内心で安堵の息を吐はいていた。

（どうやら兵に大きな犠牲を出さずに守り切れたようじゃな。これでようやくサイファカール殿下の応おう援えんに向かえるというものじゃ。じゃが、その前に）

「エルミネ、シュメイルを呼んでくれ」

「はい、ただちに」

　リリィの命令に、エルミネが身を翻ひるがえした。
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　リリィが陣じん取どる望楼へシュメイルが登ってきた。

「どうやら敵は引き揚げていったようですね」

　ふだんはあまり喜き怒ど哀あい楽らくを表さないシュメイルだが、珍めずらしく喜色が顔に浮うかんでいた。

「それをおぬしに確かめてもらいたい」

　シュメイルはリリィの意図をすぐに理解した。

「物見に出るのですね。どこまでを探さぐればいいですか？」

「まずは、あちらの防壁の向こう側じゃな。連中がどこぞに兵を隠かくしていないかどうかを調べてくれ」

「了りよう解かいです」

「伏ふく兵へいがいないことを確認できたら、峠まで足を延のばしてもらおう。峠の砦とりでがどうなっているかを知りたいのでな。奴らが砦に兵を入れているのか否いなか。もし兵を入れているなら、アル＝アラにも一定以上の守備部隊を残さんと不ま味ずい」

「空だった場合は如何いかがしますか？」

「連れていった兵を砦に入れて、峠一帯の見張りに就つけてくれ」

「それも了解です。何人ほど連れていきましょう？」

「そうよな。砦に入れる兵を三百、物見に百といったところか。砦に入れる部隊の指揮官はカッシュートがよかろう。ぬしは峠付近の様子を確認したら、すぐに戻もどってきてくれ。殿下の応援に向かわねばならんからの。ぬしにはアル＝アラの守りを任せたいのじゃ」

「すべて承知！」

「よし、準備に取りかかってくれ」

「すぐに取りかかります」

　望楼を降りていくシュメイルを見送ると、リリィは顔を上げ、西南方向を見やった。

（だいぶ遅おそくなってしまったのう。果たして殿下はご無事じゃろうか）

　ロクサスにいるサイファカールからは、

「ロキシーヌが引き返してくるが、僕は街を出ずに籠ろう城じようする」

　という連れん絡らくが来ていた。

　三万という大軍に囲まれたら、サイファカールの手勢だけでは保もち堪こたえるのが難しいだろう。

　彼の文書には騎馬民族のほうが片付いたら援軍を送ってほしいと書いてあったが、なかなか片付かず、リリィは少しばかり焦あせり気味だった。

　もっとも、アル＝アラ軍団やペリージア州軍団が駆かけつけられなくても、リエンツェ州のレムリガス将軍が動いてくれるはずだからなんとかなると思う、とも書いてあったが、そちらは希望的観測でしかない。

　ようやくサイファカールの下もとへ駆けつけることが可能になったと、リリィは大いに勇んでいた。
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　ロクサス奪だつ回かいを図はかったロキシーヌの意図は砕くだけ、アンブロウ州軍団は瓦が解かいした。

　東、南、西の三方向から街を攻こう撃げきしていた部隊は、いずれもがその姿を消していた。

　それでサイファカールは、アンブロウ州軍団に何かあったことを──ロクサスを包囲、攻撃していられなくなるような決定的な何かがあったことを察知した。

「たぶんリエンツェ州軍団が動いたんだ。それを知ったアンブロウ州兵の多くが持ち場を離はなれて逃にげ出したんだろう。そのせいで攻撃続行どころか、戦せん闘とう態勢を維い持じすることすら難しくなった。あと、兄貴の挙兵は謀む反ほんだと喧けん伝でんしたことも効きいたかな」

　というのがサイファカールの読みだった。

「軍団そのものが消しよう滅めつしてしまったのか、軍団は保持したまま、いったんどこかへ退ひいたのかはわからないけど」

　まさかこの時点で第四皇子ロキシーヌが逃とう走そうしているとは、さすがのサイファカールも見み抜ぬけなかった。

　だが、それもやがて彼の知るところとなる。
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　本ほん陣じんが綺き麗れいさっぱり消えてなくなった──何しろロキシーヌと彼の幕ばく僚りようが揃そろって逃げてしまった──ため、部隊長や兵は何をどうしていいかわからずに辺りを右往左往していたのだが、街の外で敵状を探っていたネムネモが、そんな兵の一人を捕とらえた。

　捕らえた兵から指揮官と幹部が逃げ去ったことを尋きき出したネムネモは、直ちにサイファカールの下もとへ伝令を走らせた。

　そして自らは、敵本陣のあった場所を探りに出かけた。

　地平線の低いところに朧おぼろな半月が出ていたが、空の過半は雲に覆おおわれている。

　漆しつ黒こくの闇やみ夜よというほど暗くはないが、ネムネモが密ひそかに活動するのになんの支障もなかった。

　おまけに、辺りに陣を張っていたアンブロウ州軍団の部隊は消えている。

　ネムネモは兵から尋き出した本陣の場所まで闇を衝ついて走った。




「この辺りのはず。でも何も、ない」

　ネムネモが行ってみると、そこは見事に蛻もぬけの殻からになっていた。

　兵士の姿はただの一人も見当たらないが、本陣を示す幔まん幕まくは張られたままで、旗や幟のぼりも立っていた。

　野戦卓たくも置かれたままで、卓上にはロクサスの周辺図が載のっており、敵や味方の配置が書き込まれていた。

　卓の周りには軍旗や床しよう几ぎが散乱している。

　よほど急いで撤てつ収しゆうしたのだろう。

　いや、撤収したというより逃げ出したと言うべきか。

　闇に包まれたかつての本陣跡あとを、一陣の風が吹ふき抜けていく。

　なんとも寂さびしく哀あわれな光景だった。

　本陣がこれでは、前線の部隊長や兵が混乱するのも無理はない。

　彼らの混乱に拍はく車しやをかけたのが、どこへ逃げればいいのかわからないということだ。

　本来なら、自軍の本ほん拠きよ地ちを目指して逃げればいい。

　そして彼らの本拠地は目の前にある。

　ふつうなら何も苦労することはない。

　ところが。

　彼らの本拠地である州都ロクサスはサイファカールに占せん領りようされているのだ。

　逃げようとしても、敵に占領されているのだから逃げ込めない。

　ロクサス以外の街を目指して走った者もいたのだが、他の街は固く城門を閉とざしたまま、逃走兵を受け容いれようとはしなかった。

　やはり、ロキシーヌが謀反を起こしたというサイファカールの喧伝が効いたのだ。

　固かた唾ずを吞のんでサイファカールとロキシーヌの戦いを見守っていた他の街の首脳は、ロキシーヌ配下の兵を助ければ謀反に荷か担たんしたと取られる虞おそれがある、と考えた。

　自分たちの生き残りを優先させた首脳は、友軍の兵を見捨てたのだった。

　その決定に、街に残っていた守備部隊の隊長も異を唱えなかった。

　ロキシーヌの決起に際して兵を抜かれていたから、手持ちの兵が少なかったという側面もあるが、何より謀反人に荷担したと取られるのはごめんだという意識が彼らにも働いたのは間ま違ちがいない。

　敗者は味方からも見放される。

　それが厳しい現実だった。

　斯かくして首脳陣を失ったアンブロウ州軍団の兵の多くは、首も脳もなくした生ける屍しかばねのように辺りを彷徨さまよい歩くだけだった。

「すぐサイファカール様に連絡を、しなくては」

　ネムネモは連れていた数名の部下をロクサスへと走らせ、自身はもう少し辺りの様子を探さぐろうと闇の中に消えていった。
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　ネムネモからの報告を受けたサイファカールの動きは早かった。

「フレイヤ、グラゥクス、ヨーコを呼んでくれ！」

　皇子の招しよう集しゆうに、三人はサイファカールの執しつ務む室へと馳はせ参じた。

　執務机の前に立った三人を、革かわ張ばりの椅い子すに座ったままサイファカールが見上げた。

「フレイヤ、グラゥクス、ヨーコ、お召めしにより参上いたしました」

　三人を代表してフレイヤが声をかけると、サイファカールは鷹おう揚ように頷うなずき、ごくろうさん、と言葉を発した。

「君たちにやってもらいたいことがあるんだ。主あるじを失ったロキシーヌ軍の兵たちの多くが辺りを彷徨っているようだから、すぐに兵を率いて街を出てくれないか」

　グラゥクスが丸太のような右の二の腕うでを左手で叩たたいた。

「はっは──、手当たり次し第だい、撫なで斬ぎりにしてやりますぜ！」

「違うよ、グラゥクス」

「え？　捕らえるだけですかい？」

「それも違うな」

「はい？」

　サイファカールが何を言いたいのかわからず、グラゥクスは目をぱちくりさせている。

「フレイヤ。君も手当たり次第串くし刺ざしに、とか思ってなかった？」

　サイファカールの疑念に満ちた視線を浴びて、槍やりを持つ手に力を込こめていたフレイヤは慌あわてて腕の力を抜いた。

「いいいいえ、そんなことはこれっぽっちも思ってないであります！」

「思っていたな」

「心の底から思っていたネ」

　その場に居合わせたシュラトゥとリ・インが、うんうんと頷き合った。

「はて、サイファカール様、我々は討うって出るのではないのですか？」

　一人、冷静さを崩くずさずにヨーコが訊きいてきた。

「君たちの役目は討って出て敵兵を斬ったり捕らえたりすることではなく、降こう伏ふくしたアンブロウ州兵を収容してくること」

「収容……それは捕らえるのとは違うのですか？」

　とヨーコが重ねて訊いた。

「違うな。武装解除は必要だけど、捕ほ縛ばくする必要はない。だいいち、彼らはアンブロウ州の住民なんだからね。そんな彼らを安全に連れ戻もどしてくるというのが君たちの役目」

「あ、はい……」

　質問した本人のヨーコだけでなく、フレイヤやグラゥクスも、今ひとつサイファカールの真意がわからないようで、首を傾かしげたり眉まゆを顰ひそめたりしている。

「つまり、僕は僕の手勢を増やしたいのさ」

　という彼の一言で、三人はようやく皇子の意図を理解した。

「なるほど。兵を連れ帰り、軍を再編制して、自分の部隊として使うのでありますか」

　フレイヤが感心した顔でそう言うと、サイファカールは彼女に向かってお茶目な様子で片目を瞑つぶってみせる。

「僕は実質的にアンブロウ州を、少なくとも州の東半分を手に入れた。アンブロウ州軍団を指揮する立場になった。動かせる兵数は多いに越こしたことはない。だからロキシーヌ軍団兵を収容して軍を再編制する。その場合、彼らに恩を売っておいたほうが、あとあと、何かにつけてやり易やすいだろ？」

（読みが深いというべきか、悪わる知ぢ恵えが働くというべきか。いや、今のような非常時には、悪わる巧だくみでさえ加算点とすべきだろうな。この皇子殿どの、やはり見た目よりもずっと切れ者で剣けん吞のんな男だ）

　ヨーコは改めてそう評価した。

（皇子殿の前ではあまり本音を漏もらさないようにしたほうがいいかもしれないな）

　とも思った。

「皇子様の悪知恵には、不ふ肖しようフレイヤ、ただただ感心するばかりであります」

　ずる。

　ヨーコが小さくずっこける。

　素す早ばやく体勢を立て直したヨーコは、ちらっとフレイヤを盗ぬすみ見た。

（この女は馬ば鹿かだな。いやしかし。こんなふうに平然と本音を口にする奴やつが親衛隊長か。わたしの考えすぎか？）

　サイファカールの評価はどうにも難しいと戸と惑まどうヨーコだった。

「いやいやフレイヤ、そこは悪知恵じゃなくて深しん謀ぼう遠えん慮りよくらいに止とどめておいてよ」

「これは失礼いたしました」

　フレイヤが恭うやうやしく頭を下げると、サイファカールは苦く笑しようして言った。

「まぁ、いいんだけどね」

　それからサイファカールは、薄うすい笑えみを顔に張りつかせたままヨーコを見やった。

「ヨーコも、あまり気にしなくてもいいからね？」

（うっっ！）

　思わず仰のけ反ぞりそうになるのを抑おさえ、ヨーコは急いで頭を下げた。

「ご配はい慮りよ、ありがとうございます」

　頭を下げたのは、己おのれの表情を、顔色を、皇子に見せたくなかったからだ。

（やはりこの皇子殿、油断のならない人物）

　見かけによらず頼たのもしいが、それ以上に油断のならない男。

　それがヨーコの下した結論だった。

「では、改めて命令を伝えるよ」

「はい」

　フレイヤ、グラゥクス、ヨーコが姿勢を正した。

「君たちはアル＝アラ軍団を五百ずつ率いて街を出て、周囲を彷徨っているアンブロウ州軍団兵を収容して回ること。抵てい抗こうされたら武力で抑えるのも止やむなしだけど、この状じよう況きようでは抵抗しようなんて思う者は少ないだろうね。無抵抗の場合は武装解除に止めておいて、穏おん便びんに、丁てい寧ねいに扱あつかうこと」

　三人を代表してフレイヤが復唱する。

「フレイヤ、グラゥクス、ヨーコはアル＝アラ軍団兵を五百ずつ率いて街を出て、街の周囲を彷徨っているアンブロウ州軍団兵を見つけ、武装解除の後、収容いたします。その際、抵抗を受けない限りこちらも武力行使はいたしません。降伏した兵は丁重に扱います」

「うん、それでいい。いつ出られる？」

「明日あしたの早朝には」

　とフレイヤが答えると、サイファカールは大きく頷いた。

「じゃ、よろしく頼んだよ」

「は！」

「あと、ヨーコ」

「はい」

「アル＝アラのほうがどうなったのかが気になる。何人か、足の速い伝令騎き兵へいを用意しておいてくれないか」

「承知しました」

　ヨーコを先頭に、フレイヤ、グラゥクスがサイファカールの執務室を急ぎ足で退出していった。




　サイファカールはその日の夜のうちに五人の伝令騎兵を送り出したが、結局、彼らから報告を聞くことはなかった。

　送り出した伝令と入れ違うように、その日の深夜にアル＝アラからの早打ちがロクサスに駆かけ込んできたからである。
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「異民族を撃げき退たいしたのか！」

　謁えつ見けんの間まで伝令騎兵から直じかに報告を聞いたサイファカールの顔には、珍めずらしく喜色が溢あふれている。

　謁見の間には、深夜にも拘かかわらず、サイファカールによって招集されたフレイヤ、グラゥクス、ヨーコ、そしてリ・インやシュラトゥも同席していた。

　フレイヤ、グラゥクス、ヨーコは夜通しで部隊の出撃準備を進めていたのだが、それを部下に任せて駆けつけていた。

　伝令がもたらした報告は、それほど重大なものだったのだ。




「は。リリィエンテル様はペリージア州長官のドゥールドォール将軍と共に、兵を率いて、ここ、ロクサスへ向かっております。先駆け部隊は二日後くらいにこちらへ到とう着ちやくするはずであります」

（そうか。ロクサスの攻こう防ぼう戦には間に合わなかったけど、アンブロウ州を押さえるのには間に合ってくれたな）

　サイファカールの読みだと、リリィたちはもう少し早くに異民族を撃退して応おう援えんに駆けつけてくれるはずだった。

（想定より遅おくれたのは、向こうで何かあったのかな）

　そう思ったサイファカールは、攻防戦の詳しよう細さいを伝令兵に問い質ただした。

　伝令兵は防ぼう壁へきを巡めぐる攻防の模様を事細かに報告し、最後に軍団長リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカの言葉を伝えてきた。




「最後の手段とはいえ、大事な兵ひよう糧ろうを敵にくれてやったのは事実。これは偏ひとえに儂わしの独断でありますから、その責を負うのもまた、儂一人であります。ちなみに。副長官殿は、儂を縛しばり首にせよと隣となりで喚わめいております」




　報告とリリィの言葉を聞き終えたサイファカールは、低く唸うなって腕うで組ぐみし、難しい顔で考え込んだ。

　伝令の話を聞いたほかの幹部は、防壁を守るためとはいえ、兵糧を敵に与あたえたリリィの行こう為いをサイファカールが怒おこっているのだと想像したのだが、彼の口をついて出てきたのは意外な言葉だった。

「まさか騎き馬ば民族が、そんな洒落しやれた戦法で攻せめてくるとは予想外だった。どうやら彼らに対する評価を少し改めなくてはならないか」

　帝てい国こくの再統一を成し遂とげたら、もう一度、遠えん征せい軍を派は遣けんして、高原に盤ばん踞きよする騎馬民族に打撃を与えねばならないと考えているサイファカールとしては、今回の戦いは敵の思考や戦法を知る格好の材料となった。

　騎馬民族、侮あなどるべからず。

　アル＝アラでの攻防戦は、そんな戒いましめをサイファカールにもたらした。

　まだ帝国の再統一を成し遂げる遥はるか以前に、どころか後こう継けい者しや争いの舞ぶ台たい中央に進み出る前に、そんな先のことまで考えるサイファカールの構想力の壮そう大だいさは、やはり並外れていると言わざるを得ない。

　だが、やはりそれはまだ先のこと。

　そんな「先」に辿たどり着くためには「今」を切り抜ぬけなくてはならない。

　切り抜けて、後継者争いに勝ち残らなくてはならない。

　サイファカールは意識を現実に切り替かえた。

「リリィが率いているのは三百だけなんだね？」

「は。残りの七百はアル＝アラの街に残して、指揮をシュメイル様が執とっております」

「で、ドゥールドォール将軍が二個軍団一万を率いているんだね？　ほかのペリージア州軍団は？」

「一個をペルシャーブラに戻し、一個をアル＝アラに残しております」

「残った一個軍団はどうしている？　街中に入った？　それとも郊こう外がいに陣じんを敷しいた？」

「は。将軍の指示で郊外に陣を敷いております」

　サイファカールは密ひそかに安あん堵どの息を吐はきつつ、苦笑とも呆あきれともつかない微び妙みような表情になった。

（相変わらず律りち儀ぎだね、ドゥールドォール将軍。もっともそこを信用したからこそ、僕は君を利用したわけだけど。そして君を自陣営に引っ張り込もうとしているわけだけど）

　笑みを消したサイファカールが思案げな顔で宙を睨にらみつけていると。

「皇子様」

「何かな、フレイヤ？」

「貴重な兵糧を勝手に敵に与えた軍団長の処断、どのようなものになりますか？　できればあまり重くならないように取り計らっていただけると……」

「いや？」

　サイファカールは即そく座ざにフレイヤの言葉を遮さえぎった。

「リリィの責任を追つい及きゆうしたり処しよ罰ばつしたりはしないよ。むしろ褒ほう賞しようものだね、これは」

「あ、はい、そうなので……ありますか？」

「もちろんだよ。臨機応変な対応で味方の犠ぎ牲せいを極力抑えることに成功した手しゆ腕わんは見事と言う外ほかはない。君もリリィのように、機転を利きかせた対応が取れるようになるといいね、フレイヤ」

「う」

　フレイヤが目を白黒させていると。

「はっははは～、おまえは杓しやく子し定じよう規ぎな石いし頭あたま女だからナ？」

「失敬な。石頭なのはリ・インのほうでしょう。頭ず突つきで煉れん瓦が十枚を割るくせに」

「そっちの石頭じゃないヨ！　思考に柔じゆう軟なん性がなくて融ゆう通ずうが利かないという話をしているのだヨ！」

「まぁ、リ・インは思考が軟やわらかすぎだけどね」

　とサイファカールに揶や揄ゆされ、リ・インは情けなさそうな顔になった。

「皇子に容よう赦しやなく斬きり捨てられたヨ」

「それはともかく。リリィはよくやってくれたさ。とてもよくやってくれた。僕の予想を超こえた戦法で侵しん入にゆうを図はかった騎馬民族相手に、咄とつ嗟さの判断で時間を稼かせいで味方の犠牲を極力抑え、最終的に連中を追い払はらった。これは、いくら褒ほめても褒め足りないくらいだと僕は思っているよ」

　というサイファカールの言葉に、フレイヤもリ・インも、そしてグラゥクスも、何か感じ入ることがあったようだ。

　サイファカールが求めているものは。

　ただ命令を忠実に実行に移すだけでなく、情勢の推移に対して、状じよう況きようの変化に対して、即そく応おう的に、臨機応変に対処することだ。

　三人とも、そこまで論理的に理解したわけではないが、感覚的に皇子の求める家臣像というものを再認にん識しきしたというところだろうか。

（皇子様のお立場が変わり、皇子様を取り巻く状況が変わった今、わたしも変わらなければならない……ということですか）

　フレイヤは、そんなふうに己おのれを戒め、[image: しつ]しつ咤たした。

「さて、のんびりしてはいられない。今ごろリエンツェ州軍団がアンブロウ州内を東進しているだろうからね。まずは」

　サイファカールの声に、フレイヤ、リ・イン、グラゥクスが我に返る。

　ヨーコやシュラトゥもサイファカールに注目した。

「まずは外を彷徨さまよっている兵の収容だな。フレイヤ、グラゥクス、ヨーコ。アンブロウ州兵の捜そう索さくと回収を急いでもらいたい」

「はい」

「承知ですぜ」

「承知いたしました」

　三人が三様に返事をした。

「あとは……東と南を攻めていた軍団が途と中ちゆうで下がっていったけど、そちらがどうなったのかも知りたい。ヨーコ」

「はい」

「物見隊を、そうだな、中隊単位で五個ほど用意してくれないか」

「物見隊を五個中隊、用意いたします」

「それと、ネムネモに連れん絡らくをつけて呼び戻もどしてもらいたい」

「至急、ネムネモを呼び戻します」

　ヨーコに向かって頷うなずいたサイファカールは、跪ひざまずいたままの伝令兵に向き直った。

「早駆け、ご苦労だったね」

「ありがとうございます」

「ヨーコ、伝令に休息を取らせてあげて」

　サイファカールの指示に、ヨーコは控ひかえている秘書官を呼び寄せ、伝令に休息を取らせるように命じた。

　秘書官と警護の兵が伝令兵を連れて下がっていくと、サイファカールは、

「よし、とりかかって」

　と三人を促うながした。

「は」

　フレイヤ、グラゥクス、ヨーコの三人は部隊の出撃準備を急がせるため、足早に謁見の間まをあとにするのだった。




　その場に残ったリ・インが皇子に聞いてきた。

「我はどうすればいいかネ？」

「そうだな、リ・インとシュラトゥは、僕と一いつ緒しよに街の代表者や義勇兵を組織してくれた者たちを労ねぎらうのにつき合ってもらおうか」

「わかったヨ」

「承知しました」

「シュラトゥにはもう一つ、大事なことを頼たのみたい」

「なんですか？」

「この街には兵糧が少ない」

（厄やつ介かいな仕事を命じられそうだな）

　とシュラトゥは思ったが、ザネッティがいない以上、それをやれるのは自分だけだろうという自負もある。

（俺には軍いくさ働きはできない。ここで働かないと皇子のところにいる意味がねえわな）

　シュラトゥは覚かく悟ごを決めて頷いた。

「そうっすね。決起する際、ロキシーヌ殿でん下かがほとんどを持ち出してますからね」

「だから兵ひよう糧ろうを集めてほしいんだ。具体的には、アンブロウ州内だけでなく他州にも買い付けの部隊を送ってほしい。ただし。他州へ遣やる部隊は、僕の手の者だということを隠かくしておいてほしい。わかるよね？」

「あ～～、殿下が兵糧を集めているってことが帝てい都とに知られたら不ま味ずい……ってことっすよね？」

「そう、第一にはそれだ。それ以外にも、足あし下もとを見られて値を吊つり上げられる虞おそれがある」

　シュラトゥは、たしかに、と頷いた。

「商人どもは機を見るに敏びんな奴やつらばかりですからね。こっちがどうしてもほしいと思っていると見み透すかされれば、強気に出てきますからねぇ」

「だから一いつ般ぱんの商人を装よそおって買い付けてほしいんだ。資金は、ロクサスの皇おう子じ宮きゆうの金かね蔵ぐらにある金をあるだけ使ってくれ」

　というサイファカールの言葉に、シュラトゥは目を見開いた。

「いま帝国がこんな状況ですから、小麦の値段は右みぎ肩かた上がりっす。大量に集めるとなると、かなりの金額が必要になりますけど？」

「金蔵が空になってもかまわないよ」

「旌せい旗きを偽ぎ装そうするためにご婦人方を集めるときも金に糸目を付けないって感じだったし、最近の俺、金かね遣づかいが荒あらくなってるなぁ」

　そう言ってシュラトゥが苦く笑しようすると、サイファカールが慰なぐさめとも揶揄ともつかない言葉をかけてきた。

「いいじゃないか。君個人のお金じゃないんだし」

「いいのかなぁ、それは」

　またもや苦笑しつつ、首を捻ひねるシュラトゥだった。

「実働部隊としては、ロクサスの官かん僚りようたちを使うしかないけど、一度、僕から全員に話をしておこうか」

「そうしていただけると助かるっすね」

「本来ならザネッティがいるときのほうがいいんだけど、彼を待ってはいられないしね。準備が調ととのい次し第だい、取りかかってもらおうか」

「承知しました」

「じゃあ、そちらは頼んだよ。では、待たせている街の人たちを呼んでもらおうか。こんな夜よる遅おそくになってしまって彼らには申し訳ないけど」

「そこは大だい丈じよう夫ぶじゃないすかね。いつでもかまわない、いつまででも待ちますって言ったのはあちらなんすから」

　と皇子に言葉を返すと、シュラトゥは警護の兵の責任者に、街の住民を呼んできてくれるように頼んだ。
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　数名の部下を連れた部隊長が謁えつ見けんの間まから退出していくのを見やりながらも、サイファカールの頭脳は猛もう烈れつな勢いで回転していた。

（ここまでは、おおよそ想定の範はん囲い内で推移している。構想どおりに運んでいる。問題はこのあとだ）

　ではサイファカールが問題だと考えていることは何か。




　一つにはリエンツェ州軍団の動きだ。

　アンブロウ州を東西で分割してしまおうという密約を交かわしてはいるが、まごまごしていると、東側にまでリエンツェ州軍の侵入を許してしまう。

　そうなったとしても、サイファカールは文句を言えない。

　密約である以上、誓せい約やく書しよなど交わしておらず、ただの口約束にすぎない。

　そして、どこそこより先は手を出さないという約束もしていない。

　だいいち、進んできたリエンツェ州軍に対して約束違い反はんだと抗こう議ぎすれば、サイファカールの野心を公言するようなものだ。

　たちまち帝都の注意を引くだろう。

　周辺の耳じ目もくを集めるだろう。

　それでは困る。

　サイファカールとしては、まだ後こう継けい者しや争いの主役として舞ぶ台たいの中央に躍おどり出るつもりはなかった。

　周囲の注目を浴びないまま、舞台袖そでからじりじりと中央に近づいていく。

　それが当面の目標だ。

　あくまで皇太子のために動いているというサイファカールの立場としては、リエンツェ州軍がアンブロウ州の奥深くまで侵入してきても、おおっぴらに文句を言うことができなかった。

　おそらくレムリガス将軍にも、副官のゲッツェにも、それがわかっている。

　わかっているからこそ、サイファカールが出ていかなければ、彼らは平然と東半分にまで兵を進めてくるだろう。

　だからサイファカールは、東半分を確保するためにも、自分の部隊を動かさなくてはならなかった。

（それにはアンブロウ州軍団の兵を傘さん下かに収めることを急がなくてはならない。ちりぢりに逃にげている兵なら問題なく吸収できるけど、まとまったままの軍団が健在だとすると、少し厄介だな）

　サイファカールは、東や南を攻せめていた軍団がどうなったかを知りたかった。




　問題その二は、第三皇子ミラニエゥスの動きが予想以上に迅じん速そくで活発なことだ。

（ミラニエゥスの兄貴が迅速なんじゃなくて、家臣団が優ゆう秀しゆうだってことなんだろうけど）

　ミラニエゥスが軍事や政治よりも、詩しい歌かや文学や舞ぶ踊ように興味があることをサイファカールはよく知っている。

　性格的にも優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、果断な決断など望むべくもない。

「よきに計らえ」というのが彼の性向だ。

　けれど、彼を担かついだ家臣団が有能な場合、その「よきに計らえ」というミラニエゥスの態度が吉きちと出ることも考えられる。

　サイファカールは、そこが厄介だと思っていた。

　地勢的に見ても、ミラニエゥス勢が王都へ向かって南下してくれば、リエンツェ州長官レムリガスとしては知らん顔ができないだろう。

　帝都に義理立てしてミラニエゥスの前に立ち塞ふさがるか。

　それとも帝都を見限ってミラニエゥスの下もとへ馳はせ参じるか。

　あるいは。

（僕と共に動こうとするか）

　サイファカールとしては、ミラニエゥス勢の動きと共に、リエンツェ州がいずれの動き方をしても対応が取れるように用意しておかなくてはならなかった。




　そして問題その三は。

　レムリガスに囚とらわれたも同然のステラステラの安否だった。

（軟なん禁きんされていても、大事な人ひと質じちだ、丁てい重ちように扱あつかわれているとは思うけれど。でもステラをレムリガスに預けっぱなしにしておいては、今後の行動の足あし枷かせになりかねない）

　だからサイファカールとしては、なるべく早く彼女を取り戻さなくてはならなかった。

（それに、彼女が側そばにいてくれないと何かと不便だからね）

　今のところ参さん謀ぼう役として頼むに足るのはリリィくらいだ。

　しかし彼女は軍団長、戦いくさとなれば軍団を率いて戦場に赴おもむいてしまう。

　やはりステラステラには参謀役として、相談役として、書記役として、つねに側にいてほしかった。

　それに、とサイファカールは思う。

（ステラなら、僕の戦いを正しく記録して後世に遺のこしてくれるだろうから）

　ただ単に結果を記すだけなら誰だれにでもできる。

　けれどサイファカールは、なんのために自分が起たち上がったのか、何を目指して戦っているのか、目的実現のためにどのように戦ったのか、ということを理解した上で己おのれの事績を書き残してほしかったのである。

（それはおそらくステラにしかできないことだからね。彼女を解放できるなら、街の一つと引き替かえでもいいくらいだ）

　そんなサイファカールの評価を聞いたステラステラがどんな感想を抱いだくか想像するのも面おも白しろいが、それはさておき。

　サイファカールが問題解決のためのあれこれを思案していると。

　警護の兵に案内され、街の住民の代表者や官かん僚りようの代表者、商人の代表者、それに義勇兵を組織した者たちが謁見の間まにやって来た。
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　全部で六名の者を、サイファカールは椅い子すから立ち上がって出で迎むかえた。

「ご苦労様。君たちのおかげでこの街を守ることができた。皆みなの助力に感謝している」

　謁見の間に入るや否いなや、サイファカール直じき々じきの出迎えを受け、各界の代表者や義勇軍の幹部は慌あわてて低頭した。

「とんでもございません。わたくしどもこそ、街を守っていただき感謝の念に堪たえません。まことにありがとうございました」

「まぁ座って」

　サイファカールは一段高い場所においてある椅子に腰こしを下ろし、その対面、一段低いところに並べた椅子に皆を座らせた。

　サイファカールは改めて六人に礼を述べ、約束は守ることを申し渡わたした。

　約束、すなわち一定期間、租そ税ぜいを免めん除じよすることだ。

「それと。アンブロウ州軍団の兵は、その責を一いつ切さい問わないから安心して。街に帰れずに辺りを彷徨さまよっている兵たちがいると思うけど、皆からも、安心して帰ってくればいい、と帰き還かんを呼びかけてくれないかな」

　六人は顔を見合わせていたが、やがて誰からともなく頷うなずき合った。

　六人を代表して、街の住民の代表者が立ち上がった。

「まずはサイファカール殿でん下かのご高配に、皆を代表してお礼を言わせていただきます」

　深々と一礼した彼は、頭を上げると、

「じつは殿下に、一つご相談があるのです」

　と遠えん慮りよがちに言った。

「なんだろう？」

「集まった義勇兵の中に、今後も殿下のために働きたいと申す者が三百名ほどいるのでございます。彼らを召めし抱かかえてやってはいただけませんでしょうか」

「ああ、なるほど」

　サイファカールは大きく頷いた。

　義勇兵である以上、戦いが終われば解散することになるが、その中に、このあともサイファカールのために働きたいと思う人間が出たということだ。

　つまり、彼らがサイファカールを正当な主人と認め、この先も主人であり続けてくれるのを期待しているということの裏返しである。

　サイファカールは自分の未来への手て応ごたえを感じながら応えた。

「もちろん、いいとも。彼らには支し度たく金きんを出そう」

　住民の代表の顔に、はっきりとした喜色が浮うかんだ。

「ほかにも僕のために働こうという者がいるなら、いつでも申し出てくれていい。逆に、アンブロウ州軍団兵で、僕を新しい主人とするのに不服な者は軍を辞やめてくれてもいい」

　街の有力者たちは互たがいに顔を見合わせた。

「いずれ兵たちの意志は確かく認にんするつもりだけど、君たちが相談を受けたら、今の話をしてくれていいからね。ただし」

　そこで言葉を切ったサイファカールは、茶目っ気たっぷりに片目を瞑つぶってみせた。

「いま軍を辞める者に退職手当は出せないけどね。ほら、今は何かと物入りだし」

　六人の有力者は思わず椅子から腰を上げ、床ゆかに片かた膝ひざを落としていた。

「サイファカール殿下を不満に思う者など、ただの一人もいないと思います」

「どころか、兵として応おう募ぼする者が多数、馳せ参じることでしょう」

「租税免除のお礼に、我ら、多少なりとも懐ふところに余よ裕ゆうのある者が殿下のために軍資金を寄き贈そうさせていただきます」

「そうか。それは助かる」

　サイファカールは満面の笑えみを浮かべて言った。

「誰が幾いくら寄付してくれたかわかるように記録しておく。僕がそれなりの結果を手にしたとき、皆の厚こう意いに報むくいられるようにね」

　つまりサイファカールは、自分に対する寄付を先行投資と捉とらえ、あとから投資に見合うだけの配当を行うと宣言したわけだ。

　逆に言えば、先行投資をするなら今のうちだということでもある。

　皇子の真意を理解した六人は、口々に言い募つのった。

「職業組合の有志に呼びかけて寄付を募りましょう！」

「倉にある食しよく糧りようを提供させていただきます！」

「他の街にいる仲間にも呼びかけましょう」

「住民にも寄付を呼びかけます！」

「ありがたいけど、無理強じいはしないでね？　強制的にお金を集めたら、租税免除をした意味がなくなってしまう」

「承知しております！」

　サイファカールは改めて一同を椅子に座らせ、六人の顔を見回した。

「兵ひよう糧ろうを買い集めるための隊商を各地へ送りたいんだ。ただし、僕が送ったと知られないように。その手の買い付けに慣れている人に、是ぜ非ひとも協力を頼たのみたい。誰か人を出してくれると助かるんだけど」

　商人の代表者が上体を乗り出した。

「それならばお任せください。買い付けが得意な者を何人か見み繕つくろっておきましょう」

「ありがとう。詳しよう細さいは、そこのシュラトゥに聞いてくれる？　段取りがついたら出発してもらうから、よろしくね」

「承知いたしました」

「ほかに何かあるかな？」

　代表者たちからはとくに何も出なかったので、サイファカールは謁えつ見けんを切り上げることにする。

（この街を治める目め処どは立った。アンブロウ州を治める目処も立った。あとはリエンツェ州軍団が来る前に、確実に東半分を押さえておくこと、だな。そのためには、どうしてもペリージア州軍団の力が要いる）

　ロクサスにいるアル＝アラ軍団は三千と少しだ。

　グラゥクス子飼いの兵と街の義勇兵を加えて、ようやく四千ほど。

　降こう伏ふくしたアンブロウ州軍団の中から信用できる者を加えても、五、六千が限度だ。

　それに対してリエンツェ州軍団は、最低でも一万は動かしてくるだろう。

　途と中ちゆうの街を接収する度たびに守備部隊を配し、それなりの備えをしておく必要があるから、一気にアンブロウ州の東半分にまで進軍してくることはないだろうが、もたもたしていると侵しん入にゆうを許してしまう。

　相手を兵力的に圧あつ倒とうできないとなると、侵入を許してしまえば実効支配まで許すことになる。

　サイファカールとしては、それだけは阻そ止ししなくてはならなかった。

　リエンツェ州軍団がアンブロウ州の東半分にまで入ってこられないように備えるには、ペリージア州軍団の兵力がどうしても必要になる。

（手元の三千とペリージア州軍団の一万、合計で一万三千がいれば、リエンツェ州軍団を牽けん制せいできる。そうしておいて、アンブロウ州軍団を再編制し、新たな募ぼ兵へいもする。それで一万五、六千くらいまではなんとかなる。その際の問題は、まとまって行動しているアンブロウ州軍団が残っているのかどうか、だな）

　やはりネムネモに周囲を探さぐってもらって、旧アンブロウ州軍団の動向を一刻も早く把は握あくしないと、と思うサイファカールだった。

　椅子から立ち上がったサイファカールは、街の代表者たちに会見の終しゆう了りようを告げ、今後ともよろしく頼むと挨あい拶さつをして、彼らを引き下がらせた。

「シュラトゥ、手配をよろしくね」

「はい、殿下」

　シュラトゥが代表者たちと共に退出するのを見送ったサイファカールは、背後に控ひかえていたリ・インに声をかけた。

「とりあえず執しつ務む室へ戻もどる。一いつ緒しよに来てくれないか、リ・イン」

「承知したヨ、皇子」
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　執務室へ戻ったサイファカールが、予想される今後の展開や、それに対する応手などを考えていると、ソフィに率いられた侍じ女じよ軍団が部屋を訪おとずれた。

　応対に出た警護の兵が皇子に、

「侍女が眠ねむ気け覚ざましによく効きくお茶を淹いれてきたそうであります」

　と伝えると、サイファカールは椅子の上で大きく伸のびをした。

「そうか。じゃあ、少し休むとするかな」

　サイファカールの許可を得たソフィ以下の侍女軍団が、茶器と茶ちや菓が子しの皿を載のせた手押し車を押して入室してきた。

「失礼いたします、サイファカール殿下」

「お茶と」

「お茶菓子を」

「ご用意いたしました」

　以前と同様の、いや、以前よりさらに際きわどく妖あやしい衣い装しようを身に着けている五人は、とうてい侍女には見えなかった。

　いちおう全員が侍女服らしき物を着ているのだが、ただでさえ短い裳もの裾すそが大きく割れていて、絶対領域や下帯が丸見えだった。

　胸むな元もとは大きく開いていて胸の谷間が丸見えで、胸覆おおいを着けていないらしく、ちょっと動くと谷間どころか胸の頂点までもがはみ出そうだった。

　侍女というより酒場の給きゆう仕じ娘むすめか踊おどり子と評したほうがいいくらいで、五人がこの衣装で皇おう子じ宮きゆうの中を闊かつ歩ぽしているのかと思うと、サイファカールも啞あ然ぜんとするしかない。

（この娘こたちが登場するだけで、ここが僕の執務室じゃなくて街の酒場のような雰ふん囲い気きになるなぁ。皇子宮の品位とか品格とか台無しだね）

　とはいえ、皇子宮の品位とか品格に拘こだわる気持ちなどさらさらないサイファカールのこと、彼女たちの恰かつ好こうを[image: しか]しかったりしないし、部屋から追い出したりもしない。

　それどころか妖しい侍女軍団にじっくりと視線を這はわせ、彼女たちの際どい衣装をしっかりと点検するのだった。

（む？　皇子が誑たぶらかされているヨ）

　皇子の視線に気がついたリ・インが、侍女軍団の前に立ちはだかった。

「皇子にお茶を出すのは我がやるからナ。おまえたちはそれ以上近づくでないヨ」

　五人は互いに顔を見合わせ目配せすると、皇子への障害物となったリ・インを籠ろう絡らくしにかかった。

　五人は立ちはだかるリ・インにまとわりつき、口々に彼女を褒ほめそやす。

　口火を切ったのはもちろんソフィである。

「お美しくお強いリ・イン様、そんなこと仰おつしやらずに」

　四人の侍女たちがソフィに続いた。

「美人でお強いリ・イン様、ご一緒に如何いかがですか？」

「強くてお美しくてお優やさしいリ・イン様のお手を煩わずらわせるほどのことはございません」

「強くてお美しくてお優しい上に、女子であるわたくしたちも羨うらやむほど素す晴ばらしい体型のリ・イン様にそのような真ま似ねをさせてしまっては申し訳ございません」

「そのような下げ賤せんな行こう為いは、リ・イン様のような高貴なお方には似合いません」

　彼女たちは褒め殺し作戦に出たのだった。

「お、おお、そうか、ナ？」

「そうでございますとも、そうでございますとも」

　とソフィが大きく頷うなずくと、なおも四人の侍女はリ・インに対する攻こう撃げき──褒め殺し──を続ける。

「リ・イン様のお美しさが十全に発揮されるのは、お茶を淹れたり茶菓子を出したりするときではございません」

「リ・イン様の魅み力りよくが完全無欠に発揮されるのは闘たたかっているときでございます」

「その豊かなお胸を揺ゆらして並み居る敵を打ち倒たおし蹴けり倒すお姿は、まるで美と武の女め神がみアルテンシアも斯かくやというお美しさでございます」

「リ・イン様が光り輝かがやくのは、お茶を配っているときではございませんよ？」

「そそそ、そうカ？　そう言われると我もそうじゃないかナと思ったり思わなかったりするのだがネ」

　見事にリ・インは褒め殺されてしまったようだ。

「というわけでございますから、高貴でお美しいリ・イン様は、お茶や茶菓子を配るなどという下賤な真似はなさらず、そこで演武など殿でん下かにご披ひ露ろうなされたら如何いかがでしょう？」

　ソフィがそう言うと、リ・インは、む？　と唸うなって首を傾かしげた。

「なるほど、それはいいかもしれないナ」

「皇子様もお茶を飲んで一服入れるわけでございますから、リ・イン様の魅力的な演武が皇子様のお目を楽しませることは間ま違ちがいございません」

「というより、皇子様の視線は、お美しいリ・イン様の華か麗れいな演武に釘くぎ付づけかと」

「そうだナ！　当然だナ！　お茶と茶菓子はおまえたちに任せて我は十お八は番この演武を披露するとするかナ！」

　リ・インは五人の前から身を引くと、執務室の一角、広めの空間へ移動した。

　それを横目で眺ながめていた警護の兵たちは──アル＝アラ軍団から選ばれた精せい鋭えいが数名、執務室に詰つめている──見事に侍女たちに乗せられたリ・インの様に苦く笑しようを禁じ得ない。

　が、笑うわけにはいかない。

　兵たちは必死になって顔の筋肉を動かさないよう努力した。

　一方のサイファカールは、あからさまに苦笑を浮うかべていたのだが、リ・インは演武を開始すべく軽く体を動かし始めている。

「では皇子、我の華麗な演武をご覧になるといいヨ」

「ああ、うん、まぁ君がやりたいというなら止めはしないけどね」

　と応こたえた皇子に侍女軍団が迫せまってきた。

「さぁさ、サイファカール殿下、お茶をどうぞ」

「美お味いしいお茶菓子もご用意いたしました」

「食べさせて差し上げますわ。はい、お口を開けてくださいまし」

「お茶は口移しがよろしゅうございますか？」

　妖しい侍女服を着用したソフィ以下の侍女軍団が皇子にまとわりつく。

　まとわりついて、あからさまに体を皇子に押しつけてくる。

　体というか、体の一部を。

　具体的にいうと胸部だった。

　椅い子すに座っている皇子の前後左右から迫った五人は、皇子の顔にぎゅうぎゅうと胸を押しつけながら彼の手を取った。

「ささ、皇子様、お茶菓子をどうぞ」

「お茶菓子はわたくしどもの胸の谷間に挟はさんでございますので、遠えん慮りよなくまさぐってくださいまし」

　サイファカールは呆あきれた顔をしながらも侍女軍団を振ふり解ほどこうとしなかったから、べつに嫌いやがっているわけではないようだ。

　サイファカールの手が侍女の胸の上に置かれようとしたそのとき。

「阿あ呆ほカ────っっ！」

　リ・インの軽い跳とび蹴げりが決まり、侍女たちが吹ふっ飛んだ。

「皇子の執務室で破は廉れん恥ちなことをするでないヨっっ！」

　茶菓子を取ることを邪じや魔まされたサイファカールは、やれやれと安あん堵どしたような、それでいて少し残念そうな表情になっている。

「リ・イン様、なんてご無体なっ」

「もう少しでサイファカール殿下に乳ちちを揉もまれることができましたのにっ」

　床ゆかに転がった侍女軍団が恨うらめしそうな顔でリ・インを見上げた。

「それが破廉恥だト！」

「リ・イン様は殿下に乳を揉まれたくはないと仰るのですか？」

「は？」

「殿下に胸を撫なでられたり揉まれたりしたいとは思わないのでございますか？」

「い……いや、それハ」

「揉まれた勢いで服を脱ぬがされたりしたいとは思わないのでございますか？」

「そ、そんなことハ……」

「脱がされた挙げ句、皇子様の子こ胤だねを注がれたりしたくはないのでございますか？」

「こここ子胤……」

　リ・インは顔を真っ赤にして唇くちびるを尖とがらせ、ぶつぶつと何事か呟つぶやきながら顔の前で両手の指を合わせ、もにゅもにゅと動かした。

「そ、それはまぁ我も皇子に胸を揉まれたり服を脱がされたり子胤を注ぎ込まれたりしたいと思わないでもないのだけどもそういうのは皇子の気持ちが大事なのであって無理やりというのはいけないと思うのヨ」

「リ・イン様は考え違いをされてらっしゃいます」

　立ち上がったソフィがきっぱりと言った。

「気持ちなど、どうでもよいのでございます」

　リ・インは目を丸くしてソフィを見つめる。

「そ……そうなのカ？」

「肝かん心じんなのは結果でございます。皇子様の子胤を注がれて皇子様のお子を宿すことができれば、そこにいたる経過など些さ細さいな問題でございます」

　すると、次々に立ち上がった四人の侍じ女じよが口々に言った。

「皇子様の子胤を得るためなら皇子様の気持ちなど二の次、三の次」

「わたくしどもが皇子様に犯おかされようと、わたくしどもが皇子様を犯そうと、子胤をいただけるという結果は同じでございます」

「むしろ犯していただきたいのですが、それが叶かなわぬのであれば強きよう硬こう手段に訴うつたえることも厭いといません」

「孕はらんでしまえばこちらのもの」

「素す敵てきな本音をありがとうね！」

　とサイファカールは勢いよくツッコんだが、リ・インは感心した顔で呟いた。

「なるほど、そういう考え方もあるのカ」

　ここぞとばかりに侍女軍団は攻せめかかる。

「リ・イン様のお力なら、皇子様を押さえつけることも可能でございましょう」

「皇子様を押さえつけ、皇子様のお服を脱がせ」

「あまつさえわたくしたちも服を脱ぎ」

「共に子胤を注ぎ込んでいただきましょう」

「君たち、そういう悪わる巧だくみを僕の前でするのは止やめてくれるかな」

　というサイファカールの注意などどこ吹く風で、五人はリ・インに迫った。

「さあ、リ・イン様、一いつ緒しよに服を脱ぎましょう」

「脱いで皇子様のご立派な槍やりで奥まで貫つらぬいていただきましょう」

「いやややや、そそそそんなこと我にはできないヨ」

「リ・イン様ならできますとも」

「たっぷりと。どっぷりと。溢あふれるばかりに。熱くて濃のう厚こうで濃密な子胤を注ぎ込んでいただきましょう」

「ししししかしだナ」

　リ・インは顔を真っ赤に染め、目をぐるぐると回している。

　ソフィはリ・インに体を寄せて彼女の耳みみ許もとでそっと囁ささやいた。

「共に孕みましょう。皇子様の丈じよう夫ぶなお子を」

「こここ、皇子の子供……」

　ソフィは顔を離はなすと、リ・インの手を取った。

「皇子様も気持ちよくなり。わたくしたちも気持ちよくなり。結果、わたくしたちは皇子様の子胤をいただき、皇子様の血を引いたお子の母親となるのです。これのどこにご不満があると仰いますか？」

「ふふふ不満などあるはずがないのヨ！」

　リ・インはソフィの手をきつく握にぎり返した。

「やるネ！　皇子の子胤をもらって皇子の子の母親となるネ！」

「よく決心なさりました、リ・イン様。では、早さつ速そくにも脱ぎましょう」

　リ・インはちらっと警護の兵に視線を向けた。

「け、けど、ここには兵がいるヨ」

「問題ございません。彼らは見て見ぬ振りをしてくださいますわ。気配りのできる立派なお方ばかりですから」

　ソフィのその言葉に合わせるように、警護の兵たちは体を壁かべのほうへと回し、顔を背そむけるのだった。

「あ、あれなら問題ない、カ？」

「問題などあるはずがございません」

「ささ、お召めし物を脱いで」

　とリ・インが迫ると、残りの四人も口々に囃はやし立てるのだった。

「全部脱いで」

「全ぜん裸らになって」

「皇子様に熱いお情けをいただきましょう」

「どろりとした濃厚なお情けを勢いよく注ぎ込んでいただきましょう」

　リ・インはなおも目をぐるぐると回しながら右の拳こぶしをぐっと握りしめた。

「よよよよしわかった。我は脱ぐヨ。すべて脱いで素すっ裸ぱだかになって皇子を押さえるよ」

　ソフィは満足そうな笑え顔がおで頷いた。

「リ・イン様が押さえてくだされば、わたくしどもで皇子様を優やさしく丁てい寧ねいに脱がせることができます。全裸のリ・イン様が押さえてくださっているあいだに、全裸のわたくしたちで皇子様を全裸にいたしますので、あとは全裸のリ・イン様と全裸のわたくしたちと全裸の皇子様が組んずほぐれつすればよいだけでございます」

「全裸の我と全裸の皇子が組んずほぐれつ……」

　侍女の言葉に、天てん井じようを見上げてその光景を想像したリ・インは、突とつ然ぜん、笑い出した。

「ういひひひひ」

　しばらくいやらしい笑い声を上げていたリ・インだが、やがて不意に笑い止やむと、どこまでも真しん剣けんな顔になって、ぐっ、と親指を立ててみせた。

「任せるがいいのヨ」

　リ・インがいそいそと服に手をかけると、ソフィ以下の五人も侍女服を脱ぎ始めた。

　侍女服は小さく短く外し易やすい仕様になっている。

　五人はすぐに侍女衣い装しようを脱ぎ捨てた。

　大中小はあるが、剝むき出しになった五人の胸が大きく弾はずんで揺ゆれた。

（むむむ、負けられないネ。我も早く脱いで胸を弾ませてやるネ）

　リ・インが裾すその割れた裳もを落とし、下帯と胸覆おおい姿になる。

（し、しかし、さすがにこの先は少し恥はずかしいネ）

　すでに五人の侍女は下帯まで外して全裸になっている。

（不ま味ずいネ。このままでは出で遅おくれるネ）

　少し焦あせり気味になったリ・インは思い切って胸覆いを引っぺがした。
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　自分をほったらかしにして、とんでもない事態が進行しているのを、サイファカールは困った顔で見やっていたが。

（困った事態になったのは確かだけど、でも、ここから逃にげ出すというのは男子としてはどうなのかなぁ）

　想定を超こえた予想外の事態現出に、さすがのサイファカールもどう対応すればいいのか決めかねていた。

　そんなサイファカールの態度を、ソフィたちは自分たちの企たくらみを皇子が黙もく認にんしてくれたと判断したようで、全裸のままじりじりと彼のほうへ迫せまっていく。

　すると、そのとき。

「何か危険な薫かおりがするであります──っっ！」

　入り口の扉とびらが勢いよく開けられ、フレイヤが突とつ進しんしてきた。

　下帯に手をかけていたリ・インと、サイファカールのほうへ躙にじり寄っていた五人の侍女の動きが止まる。

「皇子様の執しつ務む室で何をやっているか、貴様らは──っっ！」

　フレイヤは手にした槍の柄えの後こう端たんで続けざまにソフィと侍女たちを突ついた。

　ほんの軽く突いただけだが。

「はぶぅっ」

「がふうっ」

「ぐぼぁっ」

　侍女たちは悲鳴や呻うめき声を上げ、腹を押さえて次々と床ゆかに這はい蹲つくばった。

「リ・インもソフィに乗せられていてどうしますかっ!?」

　フレイヤはリ・インの腹も槍の柄で突いた。

　彼女の場合、かなり強く。

　さすがのリ・インも、半裸になって下帯に手をかけた状態ではフレイヤの槍を躱かわすことなどできなかった。

「ぐばぅぎゃっっ」

　おかしな悲鳴を上げ、リ・インは腹を押さえてごろごろと床の上を転がるのだった。

「悪あく辣らつな魔ま女じよどもは退治いたしました。大だい丈じよう夫ぶでありますか、皇子様？」

「ん、まぁ、僕は大丈夫だけど」

「まさかとは思いますが、皇子様」

　フレイヤがサイファカールをじろりと睨ねめつけると、彼はすっと視線を逸そらせた。

「これからたっぷり楽しいことをしようと思っていたのに邪じや魔ましやがって、お節せつ介かいだなフレイヤは。などと思ってはいらっしゃらないでしょうね？」

「もちろん、そんなことは思っていないよ。というか、助かったよ、フレイヤ。もう僕の手に負えない状じよう況きようだったからね」
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　にこやかに笑いながらそんなことを言うサイファカールを、少し疑わしそうな顔で見やっていたフレイヤだが、やがてソフィたちのほうへ向き直った。

「ほら、いつまで転がっている気だ!?　さっさと立って、とっとと服を着ないか！」

「うぅぅ……もう少しでサイファカール様の新しん鮮せんな子こ胤だねをいただけましたのに」

　腹を押さえ、ぼやきながらもソフィが上体を起こした。

「させるかっっ！」

「そんなにお怒いかりにならなくても。なんでしたらフレイヤ様も皇子様の子胤を頂ちよう戴だいするという企みに荷か担たんいたしませんか？」

「すすすすするかぁっっ！」

　顔を赤くしたフレイヤが、ぶんぶんと槍を振ふり回すので、警護の兵たちは慌あわてて部屋の隅すみに避ひ難なんした。

　サイファカールは必死の形相で彼女を制止する。

「危ない！　それは危ないから、フレイヤ！」

　床に寝ね転ころがっていたソフィ以下の五人も、裸はだかのまま床の上を這って避難を開始した。

　椅い子すから跳とび退のき、フレイヤから距きよ離りを取ったサイファカールは、頭を押さえ姿勢を低くしてフレイヤに声をかけ続ける。

「落ち着くように！　室内で槍やりを振り回したら危険だから、フレイヤ！」

　サイファカールの必死の呼びかけに、ようやくフレイヤは我に返った。

「あ……こ、これは失礼いたしました」

　振り回していた槍を垂直に立て、フレイヤはサイファカールに向かって低頭した。

「ははは、フレイヤめ、皇子に怒おこられているヨ」

　下帯だけの恰かつ好こうで床の上に座り込んだリ・インが、げらげらと笑ったので、フレイヤは再び槍を持ち上げ、柄の後端をリ・インの頭に向けて振り下ろした。




　ごん。




　大きな鈍にぶい音がして。

「あ痛ぁ～～っっ」

　頭を押さえたリ・インが、下帯一丁で床の上をのたうち回った。

　何しろフレイヤの槍の柄の後端付近には薄うすい鉄板が巻いてある。

　石頭のリ・インも、その箇か所しよで思いきり頭頂部を叩たたかれ、本気で痛がっている。

「おまえも早く服を着ろ！　というか」

　フレイヤはキツい目でリ・インを睨にらみつける。

「皇子様をお守りしなくてはならないおまえが、ソフィと一いつ緒しよになって乱らん痴ち気き騒さわぎをしていてどうするのだ！」

「う……」

　リ・インはがっくりと肩かたを落とし、しょんぼりとうなだれた。

　頭の天てつ辺ぺんに大きな瘤こぶができている。

「申し訳ないネ。返す言葉もないヨ」

「わかればよろしい」

　大きく頷うなずいたフレイヤは、今度はサイファカールのほうに険しい目を向けた。

「皇子様も、ソフィたちが服を脱ぬいだくらいで、そのように鼻の下を長く伸のばしていては困ります」

「あ……うん、そうだ、ね」

「皇子様には、もっと毅き然ぜんとした態度で。厳然たる態度で。峻しゆん厳げんな態度で。臣下に臨のぞんでいただかなくては困ります」

「そうだね。いや、まったくフレイヤの言うとおりだ。僕は素す晴ばらしい親衛隊長に恵めぐまれて嬉うれしいよ」

　などとサイファカールがフレイヤを持ち上げても、彼女の表情は緩ゆるまなかった。

「未来の帝てい国こくを背負って立つ皇子様が、そのような軽い言葉を口になさるのは、不ふ肖しようこのフレイヤ、どうかと思うのでありますが」

　不意にサイファカールの表情が引き締しまった。

「フレイヤ。それは口に出して言ってはいけないことだよ」

　フレイヤは、はっとした顔になり、自分の右手で自分の口くち許もとを押さえた。

　サイファカールが重々しく頷く。

「どこに誰だれの目や耳があるかわからないからね」

　先ほどまでの妖あやしくも巫ふ山ざ戯けた雰ふん囲い気きは消し飛び、執務室には緊きん張ちよう感が蘇よみがえっている。

「申し訳ございません。このフレイヤ、軽けい率そつでありました」

「うん、わかってもらえればいいんだ。今後は注意してね」

「はい、承知してございます」

　もう一度、腰こしを折り大きく頭を下げたフレイヤは、姿勢を戻もどすと、一言、サイファカールに釘くぎを刺さすのを忘れない。

「皇子様も家臣の戯たわむれになど軽けい々けいに乗らないよう気をつけてくださると、このフレイヤも安心できるのでありますが」

「ああ、そうだね。気をつけるよ」

　と応こたえておいて、サイファカールは、で？　とフレイヤを促うながした。

「僕に何か用があったの？」

　出しゆつ撃げき準備中のフレイヤがわざわざ戻ってきたのだから、何か新たな事態が持ち上がったはずだ。

　フレイヤは、びしり、と気をつけの姿勢を取った。

「はい。ネムネモが戻ってまいりました」

　ヨーコにネムネモを呼び戻すように頼たのんだのはつい先ほどのことなので、これはネムネモが自主的に帰き還かんしたと思われる。

「ですから、彼女を皇子様のところへ連れてこようとしたのでありますが、途と中ちゆうで何やら不ふ吉きつな胸むな騒さわぎがしましたもので、それで一人でここまで飛んできたのであります」

「そう。いい勘かんをしているね」

　サイファカールが思わず苦く笑しようすると。

「皇子様ネムネモ戻り、ました」

　開け放したままの扉とびらから、ネムネモが顔を出した。

「む？」

　部屋の隅でもそもそと服を着ている侍じ女じよ軍団とリ・インを見たネムネモは、即そく座ざに状況を理解したようだ。

　目にも留まらぬ早はや業わざで短たん剣けんを取り出したネムネモは、眼前に立つフレイヤの背中に声をかけた。

「不ふ埒らち者ものは、むしろ婦ふ裸ら痴ち者ものは、成敗したほうがいい。ここで殺して解ば体らしておく？」

「上う手まいこと言うでありますな」

　フレイヤが感心の顔でそう返すと。

「皇子様、これで失礼いたします──っ」

　侍女服を身に着けた侍女たちが、ソフィを先頭にして飛ぶように執務室から退出していった。
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　サイファカールは、やれやれと首を振った。

「少し休きゆう憩けいしようとしただけなのに、どうしてここまで騒がしくなるんだろうな」

「その責の一いつ端たんは皇子様にもあるように思うのでありますが」

　というフレイヤの指し摘てきにサイファカールは、そうかなぁ、と首を捻ひねる。

　自覚がないのか、自覚があるのにしらばっくれているのか、他人からはわからない。

　フレイヤは小さなため息を吐ついて言った。

「それはさておいて。ネムネモへのご指示をお願いいたします。何やらお急ぎだと伺うかがっておりますが」

「そうだね。ネムネモ」

　執しつ務む机の向こうに置いてある椅子に改めて腰を下ろしたサイファカールは、ネムネモを手招いた。

「は、い」

　ネムネモが滑すべるように進み出て、皇子の執務机の前に立った。

「物見、ご苦労だった。君が送ってくれた状況報告のおかげで敵の状況は手に取るようにわかったよ」

「ありがとう、ございます」

　軽く頭を下げたネムネモに、サイファカールは畳たたみかけるように言った。

「で、ご苦労ついでに、もう一つ仕事を頼みたいんだけど」

　顔を上げたネムネモは、

「やり、ます」

　と頷いた。

「どんな任務です、か？」

「この街を包囲していたロキシーヌ軍団のうち、兄貴が直じかに率いていた軍団は雲うん散さん霧む消しようしたらしい。けれど東面や南面を攻せめていた軍団がどうなったのか、よくわからない。同じように雲散霧消しているならいいんだけど、未いまだにまとまって動いていると少し厄やつ介かいだ。そこで、東と南にいた軍団がどうなったかを探さぐってほしいんだ」

「探るだけでいいです、か？」

「基本的に探るだけでいいけど、数人単位で逃にげている兵を見つけた場合は、街への帰還を促してもらってもいいかな」

「捕つかまえます、か？」

「捕まえる必要はないな。武器だけ取り上げておけばいい。そいつらが脱だつ走そう兵だった場合、本隊がどうなったかを尋きき出しておいて」

「承知しまし、た」

「今まで使っていた兵は疲つかれているだろうから、新しい兵をヨーコに用意してもらおうか。フレイヤ、手配を頼むよ」

「承知したであります」

「そろそろフレイヤが使える手勢も充じゆう実じつさせておかないとね」

「あ、はい、よろしくお願いいたします」

「部隊の編制と出撃準備のほうも急いで進めてね」

「承知しているであります」

「では、行って」

「失礼いたします」

「失礼しま、す」

　フレイヤとネムネモはサイファカールに向かって一礼すると、顔を上げ、回れ右を……しなかった。

　二人は、サイファカールの後ろに控ひかえているリ・インを睨にらみつける。

「リ・イン」

「な、何かナ？」

「おまえは皇子様の護衛という重要な任務に就ついているのだ」

「そ、そうだナ」

「そのおまえが侍女たちと一緒になって浮うかれて遊んでいてどうする!?」

「あぅ……申し訳ないヨ」

　リ・インは悄しよう然ぜんと肩を落とし、かくりと頭を下げた。

「以後、注意するのヨ」

「皇子様の子こ胤だねとか、以もつての外ほかだからな？」

　というフレイヤの言葉に、ネムネモがピクリと反応した。

「子胤？　あの侍女たち、そんな不埒なことまで？」

　ネムネモはすっと取り出した短剣を見つめながら、ぼそぼそと呟つぶやいた。

「侍女たちを切り刻んで解ば体らすよりむしろ皇子様の股こ間かんの槍やりを切り落としてしまったほうが安心できる、かも？」

「できないからっ！」

　ネムネモの呟きを聞いたサイファカールは、全身全ぜん霊れいでツッコんだ。

「だいいちそれは、ソフィたちが勝手に言っていただけで、僕にその気はこれっぽっちもなかったからね？」

「そうでありましたか？　わたくしの見る限り、皇子様はかなり乗り気だったように見えたのでありますが」

　というフレイヤの皮肉に、サイファカールはきっぱりと断言した。

「フレイヤの気のせいだ」

　ところがネムネモは、思い詰つめた顔で短剣を見つめながらぼそりと一言。

「やっぱり切っておいたほうが安心……」

「ネムネモ、皇子様の槍を切り落とすことは、このフレイヤが許さないでありますよ」

「どうし、て？」

「どうしてって、そんなことをしたら、おまえやわたしも皇子様の子胤をいただく機会がなくなってしまうでありますよ」

　ネムネモが首を傾かしげた。

「わたし、も？」

「あ、いや……」

　それまで身を縮こまらせていたリ・インが顔を上げ、胸を張った。

「ほうほう、フレイヤ、おまえモ。おまえ、モ！　皇子様の子胤を切望していたのカ」

「ちっ、違ちがうであります！　わたしがそんな邪じや念ねんを抱いだくはずがないであります！　わたしは純じゆん粋すいに純然と純じゆん朴ぼくに純真に、皇子様の御おん身みを思っただけであります！」

「おまえが思っているのは、皇子の御身のごくごく一部ではないのカ？　具体的には股間の槍とカ？」

「そんなことはないでありますよっっ！」

「やっぱり切り落としておいたほうが安全で安心」

「おおう、それは駄だ目めだからナ。皇子の股間の槍はとても大切なんだからナ」

「うむ。そこについては、不ふ肖しようこのフレイヤもリ・インの味方だ」

「皇子の股間の槍を切り落とす前にフレイヤとリ・インのおっぱいを切り落としたほうがいいのでは、な、い？」

　ネムネモが短剣の刃はをぺろりと舐なめた。

「おまえにはできないナ、ネムネモ。何な故ぜならおまえは貧ひん乳にゆうだからダ！」

「ぐはぁっっ」

　ネムネモは腰こしを折り、腹を押さえ、悲痛な悲鳴を上げた。

「うむ。そこは不肖このフレイヤもリ・インに同意だな」

「やはりおまえたち二人はネムネモの敵」

　ぎゃあぎゃあと言い合う三人を呆あきれた顔で見やりながら、サイファカールは以前に考えたことを真剣に検討する。

（僕の執務室、本気で女子の出入りを禁止しようかな）

　もっとも、幹部には女子が多い。

　親衛隊長のフレイヤを筆頭に、リ・インやネムネモ、ステラステラがいる。

　アル＝アラ軍団にも、リリィやヨーコがいる。

　女子の出入りを禁止したら、すぐにサイファカールの政策や軍事行動が頓とん挫ざしてしまいそうだ。

（まぁ、男としては喜ぶべきところではあるんだろうけど、少し頭が痛いなぁ）

　現状、女子の出入りを禁止することはできない。

　サイファカール軍は、彼女たちの力に負っているところが大きいのだ。

　当面は上う手まいこと釣つり合いを取っていくしかないと思い直すサイファカールだった。
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　その翌日に、リエンツェ州軍団を発見したという報告が、送り出した物見部隊からサイファカールの下もとへ届けられた。

　一万ほどの部隊がアンブロウ州内を、ゆっくりとではあるが東進しているという。

（思ったよりも早いな）

　事態は一刻を争う局面に入っている。

　そう判断したサイファカールは、アンブロウ州兵の回収に出ていたフレイヤとグラゥクスの部隊を直ちに呼び戻もどした。

「ヨーコ隊はそのまま回収を続行してもらうけど、君たち二人には、リエンツェ州軍団に対たい抗こうする役目を頼たのみたい」

　サイファカールはそう言って、フレイヤとグラゥクスの部隊を一千ずつに増やしてロクサスから送り出すことにした。

　アンブロウ州東半分への侵しん入にゆうは許さないというサイファカールの決意を示し、そちらの意図を阻そ止しする程度の部隊は動かせる、ということをレムリガスやゲッツェに見せつけることを最優先でやっておかなくてはならない。




　サイファカールはアル＝アラ軍団の二個大隊千をフレイヤに付け、同様に八百五十をグラゥクスに付けた。

　自分の手勢と合わせて、グラゥクスも二個大隊千を率いることになる。

　この二千で先行させようというのだ。

　リエンツェ州軍団と接せつ触しよくするだろうから、サイファカールも一いつ緒しよに出るつもりだ。

　フレイヤとグラゥクスの二人では、下へ手たをすると相手と武力衝しよう突とつする虞おそれがある。

　ヨーコにはロクサスに残って、引き続き投降兵や志願兵を組み入れるための作戦を進めてもらう。

　やがてリリィが率いた部隊とペリージア州軍団兵が到とう着ちやくするだろうから、到着した部隊からサイファカールたちを追いかける。

　という手て筈はずを調ととのえたサイファカールは、フレイヤとグラゥクスを従え、翌日の夕刻前に慌あわただしくロクサスから出しゆつ撃げきしていった。

　目指すのは、アンブロウ州中部の要よう衝しよう、ロートレモンの街。

　この街をリエンツェ州軍団に押さえられてしまうと、サイファカールの支配領域は州の三分の一程度に留とどまってしまうだろう。

　今後のことを考えると、それだけは避さけたかった。

　ということで、サイファカールは二千の部隊をロートレモンまで急行させることにしたのだった。

　夜間行軍になるが、街かい道どうはよく整備されているし、案内してくれるのは地元の兵だからそれほど大きな問題はない。

　ただ、準備の時間があまり取れなかったため、兵に持たせる兵ひよう糧ろうに余よ裕ゆうがなかった。

　ロートレモンの街にも、どれほどの輜し重ちようがあるかわからない。

　もしロートレモンが開城を拒きよ否ひしたら、そこで何日かを費ついやすことになる。

　サイファカールはヨーコに輜重部隊を用意させ、リリィたちが到着したら、警護の兵を付けて先行部隊を追いかけるように命じておいた。

　綱つな渡わたりのような危あやうい作戦だが、このような場合、時間をかけて安全策を練るよりも、その場ば凌しのぎだろうと俄にわか作りだろうと時間を節約したほうがいい、というのがサイファカールの大局観だった。




　ネムネモと彼女が率いる部隊は、行ゆく方え知れずになっているロキシーヌ軍団の残りを求めて索さく敵てき行動中である。

　シュラトゥは、ロクサスの街の維い持じ運営やら輜重の買い集めやらでてんてこ舞まいだ。

　ザネッティがいない以上、この手の仕事は彼がやらざるを得ない。

「早くザネッティの旦だん那なが戻ってきてくれないかなぁ」

　というのがシュラトゥの偽いつわらざる心境だった。

　ヨーコはヨーコで、彷徨さまよっている地元兵を回収する任務と、回収した兵や義勇兵を交えた部隊の編制と訓練で手て一いつ杯ぱいだ。

　彼女も、リリィやシュメイルが一刻も早く戻ってくることを切望していた。
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　ロクサスからロートレモンまでは、通常の行軍なら三日。

　急ぎの行軍でも一日半はかかる。

　それでは遅おそいと判断したサイファカールは、まず騎き馬ば中隊を三隊、先行させた。

　アンブロウ州内は一級街道が整備されているので、騎兵はかなり早く走れる。

　その上、一定の距きよ離り毎ごとに官製の駅うま家やが置かれているので、疲ひ弊へいした馬を交こう換かんすることも可能だ。

　もっとも騎馬中隊三個の馬すべてを換かえることなどできない相談だから、今回の場合は交換なしで走らねばならない。

　それでも馬を飛ばしに飛ばした騎馬中隊三個は、その日の午後遅くにロートレモン近きん郊こうまで進出した。




「中隊長、物見の騎兵が戻りました」

　中隊副長の報告に、中隊長は馬上で顔を巡めぐらせた。

「どうだったか？」

「今のところ、街の周囲にリエンツェ州軍団と思おぼしき部隊は見当たらないそうです」

「そうか。どうやら間に合ったようだな」

　第一騎馬中隊の中隊長、リューベックは胸を撫なで下ろした。

　近くにリエンツェ州軍団がいたら、いざこざを起こさない程度に近づいて、戦せん闘とうが起きないように上う手まいこと相手を牽けん制せいしなくてはならない。

　そんな厄やつ介かいな真ま似ねをしなくて済みそうだったから、彼は安あん堵どの息を吐はいたのだ。

「まずはサイファカール様へ伝令を走らせる。同時にロートレモンの街の様子を探さぐらなくてはならないな」

　騎馬部隊の三百だけでは、街を支配下に置くことは事実上不可能。

　それは歩兵部隊が到着してからの話だが、その前に、ロートレモンが新たな支配者サイファカールに素す直なおに従うつもりがあるのかどうかを探っておかなくてはならない。

　放った物見部隊が周辺に他州の勢力がいないことを確かく認にんすると、リューベックは後続の第二騎馬中隊に街道の確保を任せ、自隊と第三騎馬中隊を街の大門前まで進めた。

　騎馬中隊が掲かかげる旌せい旗き──東辺境州旗とアンブロウ州旗だ──を認めた見張りの兵から報告を受けたのだろう。

　大手門が開いて、街の守備部隊と思われる兵が姿を現した。

「どうやら敵対する気はないようだな」

　とリューベックは改めて安堵の息を吐く。

　だが、まだ安心はできない。

　最悪の場合、すでにリエンツェ州の兵が城内に入っているという可能性もあるのだ。

　二十ほどの兵を引き連れた隊長と思しき男が進み出てきた。

　自分の隊と第三騎馬中隊を後方に残し、リューベックも十騎ばかりを率いて、ゆっくり歩を進めた。

　双そう方ほうとも緊きん張ちようしているのが見て取れる。

　守備側からすれば、ここからの交こう渉しようで自分たちの未来が決まるわけだし、リューベックからすれば、上手く事を運ばないとサイファカールの戦略を遅ち滞たいさせてしまうことになるのだから。

　緊張感と重圧を感じながらリューベックは馬を止め、名乗りを上げた。

「自分は東辺境州軍団所属の第一騎馬中隊隊長、リューベック・ベルジーマイ。ロクサスを支配された帝てい国こく第六皇子、サイファカール殿でん下かからの伝言を預かっている」

　彼の口上を聞いた守備兵の中、軍装が一いつ般ぱん兵よりも立派な二人が、互たがいの顔を見合わせ頷うなずき合った。

　あの二人が隊長と副隊長だろうかというリューベックの想像を裏付けるように、そのうちの一人が進み出てきた。

　その際、腰こしの剣けんを外して傍かたわらのもう一人に預けたから、抵てい抗こうはしないという意思表示をしたことになる。

（やれやれ、面めん倒どうな事態になることは避けられそうだ）

　リューベックは緊張と重圧が和やわらぐのを感じた。

「自分はロートレモンの守備を任されたアレクサスという者だ。サイファカール殿下からの伝言を伺うかがいたい」

　リューベックは部下に下馬を合図して、自らも馬を下りた。

　持参したサイファカールからの親書を部下から受け取ったリューベックは、それを掲げて進み出る。

　彼は相手のように武器を外さなかった。

　こちらのほうがそちらよりも強い立場にいるのだぞ、ということを無言で知らせるためである。

「ここに殿下の親書がある。これを読んでいただきたい」

　リューベックが両手で親書を差し出すと、アレクサスはそれを恭うやうやしく受け取った。

　その態度を見ても、彼らがサイファカールの軍門に降くだる意志を持っているのは明らかで、リューベックとしては一安心だ。

　貴重な紙に書かれた文章に目を通していたアレクサスは、読み終わると、背後に立っている部下にそれを手渡した。

　受け取った部下も素す早ばやく内容に目を通すと、読み終えた親書をアレクサスに返した。

　抵抗せずに開城してくれれば、住民や兵士の罪は問わないことを強調しておくようにとサイファカールから直じき々じきに指示を受けているリューベックは、

「そこに書いてあるとおり」

　とアレクサスに声をかけた。

「サイファカール殿下は、おとなしく街を明け渡してくれれば、街の住民も守備兵もロキシーヌ殿下の謀む反ほんと無関係であることを保証すると仰おつしやっている。ということを踏ふまえて、貴き殿でんらの対応をお聞かせ願いたい」

　すでに覚かく悟ごを決めていたというか、あるいは結論を出していたというか、どこか諦てい観かんの滲にじんだ表情でアレクサスは淡たん々たんと応こたえてきた。

「我々はサイファカール殿下に弓引く気はない。住民や兵の罪を問わないと仰るのなら、殿下の進しん駐ちゆうを受け容いれるつもりだ」

　リューベックはまたも密ひそかに安堵の息を吐はいた。

「そうか。貴殿らの決断に感謝する」

「我々こそ、サイファカール殿下の寛かん容ようなご裁断にお礼を申し上げたい」

　リューベックは頷いて、

「すぐに殿下もお見えになる。お礼は直接、殿下に申し上げるといいだろう」

　と応えたあと、さりげなく言葉を継ついだ。

「ところで、街に守備兵はどの程度いるのだろうか？」

「五百と少しだ」

「そうか。できれば、殿下のご到とう着ちやくまでに武装を解除しておいてもらえるとありがたいのだが」

「……そうだな。殿下にお礼を申し上げるのに帯剣したままでは不ま味ずいな」

　文句の一つも言われるかと思っていたリューベックだが、相手があっさりと頷いたので、ほっと胸を撫で下ろす。

　武装解除を拒否されたら、後続の部隊の到着を待って強制的に武装解除を行わなくてはならないが、その際、一ひと悶もん着ちやくが起きる可能性もある。

　余計な仕事は増やしたくないというのが彼の正直な思いだった。

「殿下にお目見えする際の人数は十人ほどに抑おさえておいてほしい。よろしいだろうか」

「承知した。お手配、よろしくお願いする」

　アレクサスがリューベックに一礼して、双方の代表による交渉はひとまず終しゆう了りようした。

「我らは街の郊こう外がいに陣じんを敷しいて殿下の到着をお待ちするつもりだ」

「では、我々からも人を出そう。あれが」

　アレクサスは背後に立つ兵を指し示した。

「守備部隊の副隊長、ジレットゥだ。彼と五名の兵を連れていってもらえないだろうか。もちろん武器は携たずさえない」

（つまり人ひと質じちを差し出そうという意味だな）

　と理解したリューベックは、承知した、と応えた。

「サイファカール殿下が到着されたらアレクサス殿どののところへ使者を走らせるが、どこに行けばよいだろうか？」

「政庁舎に詰つめているはずだ。連れていく六人の中から誰だれか一人か二人を選んで案内させてくれればいい」

　もう一度、

「承知した」

　と頷いたリューベックは、

「では、後ほどまた」

　と言って踵きびすを返す。

　その後ろから副隊長だというジレットゥと五名の兵が静かについていく。

　サイファカールの期待に応えられたことを密かに喜びながら、リューベックは十騎の部下を従え、街の守備兵六人を伴ともなって本隊が陣を構築している場所まで戻もどっていった。




　フレイヤとグラゥクスが率いる本隊が到着したのは、その翌日の夕刻だった。

　すぐに街中へ使者が送られ、アレクサスはサイファカールと会見し、武装解除とアル＝アラ軍団兵の受け容れを条件に、守備兵や住民の安全を保障された。

　こうしてサイファカールは、一いつ滴てきの血を流すこともなく中部の要よう衝しようロートレモンの街を支配下に組み込むことができたのだった。




　これを「サイファカールは運がよかった」の一言で済ませてはいけない。

　守備部隊が抵抗の姿勢を見せなかったのは、サイファカールの周しゆう到とうな事前の策があったからこそである。

　つまり。





・ロキシーヌが謀反人であることを喧けん伝でんし。

・ロキシーヌに味方する者は謀反に荷か担たんする者だと強調し。

・ロクサスを囲んだロキシーヌ軍団を難なく撃げき退たいし（実際は危ない場面もあったが、周辺の者には『難なく』と見えたことだろう）。

・結果、ロキシーヌ軍団兵に大きな犠ぎ牲せいを出すことがなかった。



　これらのことを知っていたからこそ、ロートレモンの守備部隊は抵抗せずに城門を開いたのである。

　サイファカールが指す一手は、相手が指した手に応じているだけではない。

　三手先、四手先の相手の着手を読んで、それに応じる一手を彼は指している。

　サイファカールの頭には現在の盤ばん面めんだけでなく、数手先、ときには十数手も先の盤面が浮うかんでいるのだ。

　盤面を広く見み渡わたし正しい方針を探さぐる大局観。

　何手も先まで読める透とう徹てつした頭脳。

　如い何かなる局面でも正しい着手を選べる判断力と決断力。

　それらを併あわせ持った指し手。

　それがサイファカールという人物なのだ。

　アンブロウ州の東半分をどうやら確保できそうだというこのとき、彼の目はすでにずっと先に向いている。

　いま彼が注視しているのは、南下している第三皇子ミラニエゥス勢の動向だった。

　サイファカールはリエンツェ州軍団への対応策を練りながら、リエンツェ州長官レムリガスと彼の軍団に、対ミラニエゥス戦でどのような役割を与あたえるべきかを考えていた。
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　サイファカールがロクサスの街を離はなれた三日後──ロートレモンを支配下に置いた翌日──に、リリィが先さき駆がけ部隊を率いてロクサスの街に駆け込んできた。

　街に残って部隊編制を進めていたヨーコからこれまでの経けい緯いを聞いたリリィは、直ちにロクサスを発たつことを決意した。

「儂わしが率いてきたのは三百しかおらん。それでは殿下の下もとへ駆けつけても、大して役には立たんな。新たに編制した大隊をひとつ、儂に預けい」

　リリィはヨーコにそう言った。

「それはかまいませんが。ですが、大隊五百といっても、旧アンブロウ州兵と新参の兵ばかりですよ？　いざというとき役に立つかどうか」

「かまわんよ。基本的に兵は質より量なのじゃからな。儂のアル＝アラ軍団兵三百と合わせれば八百。先行した二千もいるのじゃ、リエンツェ州軍団相手に多少のはったりくらい利きかせられるじゃろうて」

「わかりました。では、最初に編制した一個大隊をお任せします」

「うむ。ペリージア州軍団は明あ日す、遅おそくとも明後日あさつてには到着するじゃろう。到着したら、ぬしはドゥールドォール将軍と話をして、ロクサスの郊外に陣を張らせてくれ。街の西側がよかろう。で、いったん休きゆう憩けいを取ったら、なるべく早くに殿でん下かを追いかけさせてほしいのじゃがな」

「街の西側というのは、リエンツェ州の物見部隊が来たら、容易に見つけられる場所に、という意味ですね？」

「ぬしは無口で無愛想で、たまに口を開けば嫌いやみや皮肉ばかりという性格の悪い女じゃが、頭はよいのう」

「軍団長こそ、小こ柄がらで胸が平らで嫌みですぐに暴力を振ふるう癇かん癪しやく持ちのくせに、戦せん闘とう力りよくが高くて指揮能力も高くて洞どう察さつ力りよくも高いのが困りものです」

「どういう意味じゃっっ！」

「たんなる冗じよう句くですよ。お気になさらずに」

　リリィはジト目になって頭を引いた。

「こいつ……本当に口も性格も悪い奴やつじゃな」

「今さら直りませんので、お気になさらずに」

「開き直りおった！」

「それより、軍団長」

「む。なんじゃ？」

「シュメイルは向こうに残したのですか？　ザネッティ様も？」

「ああ、シュメイルとギ・ジュカは念のためアル＝アラに置いてきたわ。騎き馬ば民族どもが再び峠とうげを越こえてくる可能性がなきにしもあらずじゃからのう。ギ・ジュカには情報収集のまとめ役もしてもらわねばならん。シュメイルの代わりにセイヤを連れてきたわ。副長官殿とセイヤは、今いま頃ごろドゥールドォール将軍に先行する形でこちらに向かっておるよ」

　ヨーコは眉まゆを顰ひそめて呟つぶやくように言った。

「セイヤですか。シュメイルが来たら彼にも一個大隊を任せて軍団長を追いかけさせようと思ったのですが……セイヤか」

「そう渋しぶい顔をするでない。セイヤとて大隊の一個や二個なら問題なく指揮できる女ぞ。まぁ指揮するときの出いで立ちには多少の問題があるやもしれんがの」

「いえ、セイヤがいつもの恰かつ好こうで部隊を率いている様を想像すると軽い頭痛がしてくるのですが」

「仕方があるまい。奴は魔ま女じよじゃ。鎧よろいを着けると星ほし詠よみができなくなると言い張るのじゃからの。本人が気にしていないのなら、いいのではないか？」

「……いいのですか？」

「兵士も嫌がりはせんだろうよ」

「むしろ喜びそうですが。だからこそ問題があるのでは」

「しかしのう、シュメイルとギ・ジュカを置いてくるとなると、あとはセイヤかレフラフティしかおらんのだがな。レフラフティのほうがよかったか？」

「とんでもない」

　ヨーコはぶるぶると首を左右に振った。

「奴に陸兵を指揮させるなど自殺行こう為いです。大隊一個を溝どぶに捨てるようなものです」

「酷ひどい言われようじゃのう。まぁ儂も基本的にヨーコの意見には賛同するがの。奴は海の上以外では、女子の着き替がえや入浴を覗のぞくことしかできん屑くずじゃ」

　ヨーコはジト目になってリリィを見やった。

「あなたのほうがよほど酷いと思いますが」

　それから小さなため息を吐ついて首を振った。

「仕方がない。セイヤで妥だ協きようしましょう」

「鎧が着られんのなら、せめて服を着ろと言うておけ」

「仮に着たとしても、すぐに脱ぬぎますよ」

　リリィは、くっくっくっと嗚お咽えつするように笑った。

「まぁよいわ。セイヤが率いるのはアンブロウ州の兵じゃろ？　半はん裸らで馬に跨またがる彼あ奴やつを見た兵どもは、今後もサイファカール殿下の軍団で働きたいと思うことじゃろうよ」

　またもヨーコは小さなため息を吐き、

「それでいいのですかねぇ」

　と呟いた。

　リリィは、かまわんかまわん、と愉ゆ快かいそうに笑う。

　しばらく笑っていたリリィだが、やがて笑えみを消し、真ま面じ目めな顔に戻って言った。

「さて。では用意ができ次し第だい、儂は殿下を追いかけることにするか」

「もうじき日が暮れます。夜になっての出発でも大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ヨーコは、土と地ち勘かんのない場所で夜間行軍をして平気か？　と訊きいているわけだ。

「そのためにここの兵を連れていくのじゃ。道案内は奴らがしてくれるじゃろう。今さら待まち伏ぶせを心配することもなかろう？」

「それは問題ありません。ロクサスの西側に関しては、だいたい掃そう除じが済んでいますので。百名単位で行動している部隊は残っていないはずです」

「なら問題ない。ドゥールドォール将軍の応対、よろしくな」

「では、お任せする大隊のところへ案内します。今ごろは訓練の最中でしょう」

　そう言ってヨーコは、新たに編制したばかりの大隊──とりあえずアンブロウ州第一軍団第一大隊ということになっている──が訓練している場所へリリィを案内していった。

　大隊長を任せたのは旧アンブロウ州軍団で中隊長を務めていたマイスマイヤという男で、彼は自分の中隊をほぼ丸ごと率いて投降してきたのだった。

　大混乱の中でも自隊を損そこなうことなく率いていたのは見所がある、ということで、グラゥクスやフレイヤが推すい薦せんしたので、サイファカールは彼に大隊を任せていた。

　リリィは自分の三百を率いてマイスマイヤの大隊と合流すると、休む間もなくロクサスを発ってサイファカールを追いかけ、西へと走った。
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　ロートレモンの街に入ったサイファカールが、そこに司令部を置いて周囲の街を自陣じん営えいに引き入れる工作を進めていると、リリィからの早馬が訪おとずれた。

　その少し前には、リエンツェ州長官レムリガスの副官で、アンブロウ州に進しん攻こうしてきた部隊の指揮を執とっているゲッツェからの使者もサイファカールの下もとを訪れていた。

　サイファカールはゲッツェの使者に、

「ロートレモンとその周辺はもう押さえたので心配なく」

　という返書を持たせて送り返した。

　実際はまだロートレモンを押さえただけで、周辺の都市に関しては交こう渉しようをしている最中だったのだが、そこは知らん顔を決め込んだ。

　サイファカールは情報の重要さをよく理解している。

　正しい情報を他人よりも早く入手する重要性だけでなく、知らせたいことを報しらせ、知らせたくないことは報せないという情報操作の重要性も知っていた。

　ゲッツェのほうもそれなりに物見部隊を送っていたのだが、ロクサスを巡めぐるロキシーヌ軍団とサイファカール勢の戦いという面に注目するあまり、その後のサイファカール勢の動きを把は握あくすることが今一つできていなかった。

　ゲッツェはゲッツェでアンブロウ州の西半分を切り取ることで手て一いつ杯ぱいだったのである。

　彼の場合、支配すべき街には強圧的に出ざるを得なかった。

　彼が率いているのはアンブロウ州とは無関係なリエンツェ州軍団なのだ。

　これからは我が軍団の支配下に入れと言われても、アンブロウ州側からすれば「はい、そうですか」とはいかない。

　実際にロクサスに入り、矢や継つぎ早ばやに繰くり出す政策によって街の有力者や住民からの支持を得たサイファカールの場合とは大いに事情が異なっていた。

　開城させて支配下に置いたとしても、街を離れる際にはそれなりの守備兵力を残さないとならない。

　街を一つ押さえる度たびにゲッツェの部隊の兵力が減っていくことになる。

　彼としては、先へ進む際に細心の注意が必要になる。

　もしロキシーヌ軍団の残党と鉢はち合あわせして、図はからずも遭そう遇ぐう戦になったら、負けることはなくても大きな犠ぎ牲せいが出るかもしれない。

　レムリガスが生き残るためには可能な限り兵力を損ないたくないと考えるゲッツェが、アンブロウ州西側の物見を優先したとしても、それは当然の措そ置ちだったと言えよう。

　そんなとき、リリィが八百を率いてロートレモンの街へ駆けつけてきたのだった。
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「よく異民族を撃げき退たいしてくれたね、リリィ」

　ロートレモンの政庁舎にある評ひよう定じようの間までリリィを引見したサイファカールが最初に発した一言はそれだった。

　サイファカールは軽装鎧を着用したままだったが、リリィのほうは鎧を外して椅い子すに座っていた。

　大人用の椅子なので、相変わらず足が宙に浮ういている。

　彼女は上かみ座ざのサイファカールに向かって大きく頷うなずいてみせた。

「まぁ運がよかったと言うべきでしょうな。かなり際きわどい場面もありましたからの」

「みたいだね。おおよそは報告を聞いて把握しているけど、まさか騎馬民族があんな洒落しやれた攻こう撃げきをしてくるとは僕も予想していなかった。僕の予想が外れたせいで君たちを危険な目に遭あわせることになった。すまないと思っている」

　そう言ってサイファカールが頭こうべを垂れるのを見て、リリィは改めて感心した。

　評定の間には多くの臣下がいるのだ。

　臣下だけではない。

　ロートレモンの街の守備部隊の隊長や役人の幹部も控ひかえている。

（此こ奴やつらの前で家臣である儂わしに頭を下げるなど、なかなかできることではないと思うが）

　しかし、リリィが本当に感心したのはそこではない。

（殿下の凄すごみは、これを計算してやっているところじゃの。働いた者は家臣だろうと商人だろうと農民だろうと、味方だろうとかつての敵だろうと、分け隔へだてなく褒ほう賞しようする。そのことを皆みなに知らしめるために敢あえてやっておる。役者じゃのう）

　という思いは微み塵じんも感じさせぬまま、リリィはサイファカールの言葉に感激の面おも持もちで低頭したのだから、彼女も役者であることは間ま違ちがいない。

「殿でん下かにそう仰おつしやっていただけると、苦労が報むくわれた思いですの」

「討うち死にした兵の家族には、働きには必ず報いると伝えておいてほしい」

　サイファカールがここでわざわざ討ち死にした兵のことを持ち出したのも、たとえ討ち死にしても残された者たちには必ず報いるということを旧アンブロウ州の兵たちに教えるためだ。

　頭を上げたリリィは、

「承知しておりますよ」

　と応こたえた。

　彼女の言葉には、兵の家族に伝えることを承知しているという意味と、サイファカールの狙ねらいは承知しているという両方の意味が込こめられていた。

（やはりこの軍団長、頼たよりになる）

　サイファカールも改めてリリィの能力に感心した。

　騎馬民族との戦いで見せた臨機応変の対応力も見事だったが、彼の意図を的確に理解する思考力も見事だ。

　同時に、有能であるだけにすべてを彼女に任せてしまう危険性もサイファカールは感じ取っていた。

（リリィに任せきりになってしまうと、彼女がいない場合の対応力、指導力に不安が出てくる。フレイヤやグラゥクスにも、リリィに負けないくらいの武将になってもらわないとならないね。できればリ・インやネムネモも。まぁ、いいお手本が目の前にいるんだから頑がん張ばってもらおうか）

　などと思いながら、サイファカールは話題を変えた。

「ロクサスのほうはどうなっている？」

　サイファカールの問いに対してリリィは、今もヨーコが新たな部隊を編制中であること、ドゥールドォール将軍と共にザネッティやセイヤがロクサスへ向かっていること、ネムネモが周辺の索さく敵てきを続けていることなどを報告した。

　その中でサイファカールが注目したのは、ネムネモがロキシーヌ麾き下かの軍団の一つらしき部隊を見つけたという報告だった。

「兵数が五千ほどもいる？」

　サイファカールが目を見開いた。

「あの混乱のさなかで軍団を丸ごと保持できているというのは凄いね」

「ああ、いや、そうでもないのですじゃ」

「どういうこと？」

「旧アンブロウ州軍団兵から聞いた話だと、ロキシーヌ殿下は軍団の兵数を七千まで増やしていたようですからの」

「なるほど。つまりその五千、兵数を丸ごと維い持じしているのではなく、二千くらいは逃にげ出していると」

「そうですじゃ。あるいは……軍団二個の兵が合流しているという可能性もありますの。内訳が四千と一千なのか三千と二千なのかはわかりませんが」

　実際はドゥートスが率いている四千にマルチダスが千を率いて合流してきたというのが実情で、リリィの読みはおおよそ当たっていた。

「たとえ敗残の二個軍団を合わせたのだとしても、現状で五千の兵を保持できているのは大したものだね」

「さようですじゃな。おそらく率いているのは第一軍団長のドゥートスではないかと思いますがの」

「その軍団、丸ごと降くだってくれないかな。というより」

　サイファカールは真しん剣けんな表情でリリィを見つめた。

「なんとか手に入れたいな」

「殿下は、儂に丸ごと手に入れてこいと仰りますかや？」

（相変わらず打てば響ひびく女だね、リリィ。頼たのもしい限りだ）

　サイファカールは大きく頷いた。

「リリィは、そのドゥートスという軍団長を知っているの？」

「知っていると言うほど親交があったわけではないですじゃよ。ただ、ドゥートスもロキシーヌ殿下の下したで長く軍団長を務めておりましたでな、会って言葉を交かわすことくらいはありましたな」

「それは好都合。その五千を傘さん下かに収める仕事、頼めるかな」

　リリィは苦く笑しようしながら頷いた。

「せっかくロクサスからここまで走ってきたというに、また逆ぎやく戻もどりですか」

「すまない。この埋うめ合わせはそのうちするから」

　そう言ってサイファカールがリリィを拝むように両手を合わせたので、ロートレモンの守備兵や役人たちが驚おどろいた顔になる。

「殿下にそうまで言われたら、もう一っ走りどころか、二っ走りも三つ走りもしなくてはなりませんのう」

　この辺りのやり取りは、ロートレモンの兵や役人たちにサイファカールの謙けん虚きよさや臣下への配はい慮りよを印象づけようとした二人による、いわば芝しば居いだった。

　打ち合せをすることもなく、その場の流れや雰ふん囲い気きで互たがいの意図をわかり合ったわけで、阿あ吽うんの呼吸という奴やつだ。

　少なくともサイファカールとリリィは、こと軍事に関することなら、互いのしたいこと、相手にしてほしいことが阿吽の呼吸で理解できる程度の関係にはなっていた。

「兵はどのくらい要いる？」

「さようですじゃな」

　リリィは少しだけ考えたが、すぐに顔を上げた。

「儂が連れてきた八百で足りますじゃろ」

「相手は五千だよ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「戦いくさをしに行くわけではありませんからの。それに八百のうちの五百は、ロクサスや近きん隣りんの都市の出身。いわば地元の兵ですじゃ」

「ああ、そうか。そうだったね」

　と頷くサイファカールに向かって、リリィも頷いた。

「彼らが呼びかければ、向こうも攻撃しようとは思わないですじゃろ。逆に逃げようとも思わない。少なくとも話を聞こうとはするはずですじゃ。で、相手が交こう渉しようの席に着いたら条件を提示してやればよいのではありますまいか」

「そうだね。ドゥートスとやらが五千を保持しながら抵てい抗こうもせず逃げもせず、ロクサスの近くに留とどまっているのは、こちらに対する意思表示かもしれないね」

「さようですな。我らは五千を率いてここにいる、好条件を提示してくれれば、この五千を率いて殿下の軍門に降りますぞ、と言っているのやもしれません。実際にドゥートスが率いているのかどうかはわかりませんが、仮に奴ではなくても、五千を率いている者には敗れてもなお五千をまとめる指揮能力があって、なおかつ敵対する意思はないというのは確実ですじゃ。ならば交渉がまとまるのは間違いありますまい。提示する条件さえ過あやまたなければ」

　そこでリリィは言葉を切ってサイファカールを見やった。

　つまり彼女はサイファカールに、提示する条件を決めてくれと言っているわけだ。

「そうだな。指揮官がドゥートスかどうかはわからないが、彼にその五千をそのまま指揮することを認めよう。つまりこれまでと同様、軍団長として遇ぐうするということだね。もし旧軍団の軍団長でない者がまとめているなら、その者をそのまま新たな軍団長に据すえてもいいかな」

「上も下もお咎とがめなし、ということでよろしいのですな？」

「もちろん」

　サイファカールが当然だとばかりに応えるのを聞いたロートレモンの守備隊長や役人の幹部が安あん堵どの息を漏もらすのを、サイファカールやリリィは見み逃のがさない。

　二人はそっと目配せすると、芝居の仕上げにかかった。

「では早さつ速そくにも引き返して、ドゥートスと話し合うてきますかの。いや、率いておるのがドゥートスとは限らんのですが」

　と言って椅子から降りようとしたリリィだが、おお、そうじゃった、と手を打った。

「殿下、兵ひよう糧ろうはなんとかなりますかな？　我らは三日分の兵糧しか持ってきておりませんでな。おまけに殿下もご承知のとおり、ロクサスの街の倉庫にもそれほど多くが残ってはおりませなんだ」

「わかっているよ。兵を飢うえさせるのは論外だ。幸いロートレモンの街の倉庫の蓄たくわえには少しばかり余よ裕ゆうがありそうだから、ここから持っていってもらおう」

「ありがたいことですじゃ。何せ腹を空すかせては戦ができんと言いますからの。いやいや、べつに我らは戦をしに行くわけではありませんが」

　とリリィが戯おどけた口調で言うと、サイファカールは真ま面じ目めな顔で、いや、と応えた。

「リリィたちの今回の任務は、戦に勝つことと同等かそれ以上の価値があると僕は思っている。見事に五千を味方に引き入れれば、兵たちには勝利したのと同等の褒ほう美びを取らせるつもりだよ」

　アンブロウ州の兵や役人たちから、小さなざわめきが起きた。

　それを見てサイファカールとリリィは密ひそかにほくそ笑えむ。

　二人の小芝居は、ロートレモンの兵や役人に少なからぬ衝しよう撃げきと好印象を与あたえたのは確実だった。

「アレクサス」

　サイファカールはロートレモンの街を守備していた部隊の隊長の名を呼んだ。

「ははっ」

　謁えつ見けんの間まの一いち隅ぐうに控ひかえていたアレクサスが、おそるおそるといった体ていで進み出てきた。

「リリィの部隊に持たせる兵糧を用意してくれないか。それと、倉庫には何がどのくらい残っているのかを報告書にして提出してほしいんだ」

　新しい支配者から何か難題をふっかけられるのではと密かに恐おそれていたアレクサスは、サイファカールの命令が真っ当だったことに安堵の息を漏らした。

（やれやれだ。そのくらいなら造ぞう作さもない）

　彼はびしりと背筋を伸のばしてサイファカールに敬礼を送った。

「リリィ軍団長の部隊に持たせる兵糧を用意いたします。倉庫の在庫一覧表も作って殿でん下かに提出いたします」

「よろしくね」

「あ～～、アレクサス殿どのよ」

「は。なんでしょうか、リリィ軍団長殿？」

　リリィは少し不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「儂わしの名はリリィエンテルリオナーシュブラフィシュカというのじゃがな」

　アレクサスは焦あせった。

　サイファカールが使った「リリィ」というのは、彼女の略りやく称しようにすぎなかったようだ。

　公式の場で略称を使うのは、親しい者か目上の者でなくては相手に失礼に当たる。

　アレクサスは慌あわてて彼女の正式な名を復唱しようとした。

　したのだが。

「あ、はい、承知いたしました、リリィエンテルリオナーシュフブラゥ……」
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「まぁ、覚えきれんのなら、リリィエンテル、でもよいがの」

　咎めるような視線を受けたアレクサスは、額に脂あぶら汗あせを浮うかべ、歯を食いしばってリリィに敬礼した。

「申し訳ございません、リリィエンテル様」

「ああ、それでいいわ。では兵糧の用意を頼もうか」

「は。ご案内いたします」

「殿下、兵糧運うん搬ぱんの手て筈はずを調ととのえてまいりますでな。これにて失礼いたしますじゃ」

「よろしく頼むよ。出発前にもう一度、報告に来てね」

「承知しておりますとも」

　サイファカールに一礼した後、リリィはエルミネと数名の兵を従えて評定の間から出ていった。

　その背中を見送ったサイファカールは、人知れず安堵の息を吐はく。

（懸け念ねんしていたアンブロウ州軍団の残兵の所在地が判明した。これでアンブロウ州に関しては、少なくとも東半分に関しては、僕の統治を阻はばむような脅きよう威いはなくなったと言える）

　これでサイファカールにとっての懸けん案あん事じ項こうは、西半分を支配下に入れているであろうリエンツェ州長官レムリガス将軍への対応と、南下してくるミラニエゥス皇子の軍への対応の二点に絞しぼられたと言っていい。

（レムリガスに関しては、当面は協約遵じゆん守しゆでいいんだけど、ミラニエゥスの兄貴のほうが厄やつ介かいだな）

　現状、サイファカールが動かせる兵数は一万四、五千程度にはなっている。

　とはいえ、その大半はドゥールドォール将軍の部隊だから、サイファカールが直じかに動かせるわけではない。

　露ろ骨こつな動きを見せればドゥールドォール将軍が彼の真意を訝いぶかるだろう。

　ドゥールドォール将軍の軍団を考こう慮りよに入れなければ、サイファカールが動かせるのは四、五千にすぎない。

　リリィがドゥートス軍団を傘下に収めてくれたとしても一万程度。

　未いまだ街に帰き還かんしていないアンブロウ州軍団兵を探し出して吸収し続ければ、一万を超こえはするだろう。

　しかし、西半分をレムリガスに与えてしまった以上、旧アンブロウ州軍団と同じだけの兵数を養うのは無理がある。

　ロキシーヌは四個軍団、ざっと二万の兵を持っていたが、東半分しか支配していないサイファカールが養えるのは半分の一万程度だ。

　アンブロウ州における彼の支配権が確固たるものになればもう少し増やせるだろうが、今はまだ無理。

（アル＝アラ軍団と合わせても一万五千。ドゥールドォールの兵は僕が自由に使えるわけではないし。レムリガスにしても、まだ僕の陣じん営えいに引き込んだとは言えない。ミラニエゥスの兄貴の南下を阻そ止しするには決定的に足りないな。兄貴がどれほどの兵力を率いているのかも探さぐらなくてはならないし。さて、どうするか）

　リリィの部隊を送り出した後もロートレモンの街に陣取ったまま、サイファカールはアンブロウ州中部を確実に支配するための諸策をあれこれと打ち出していた。

　とはいえ、ザネッティもシュラトゥもいない今、サイファカールは自分の政策を実行させるためにロートレモンやその周辺の街から呼び寄せた役人たちに自ら指示を送らなくてはならず、どうしても非効率になる。

　フレイヤやグラゥクスは、政治や経済の実務面ではほとんど役に立たないのだ。

（ザネッティ、早く来てくれないかな）

　そう思わずにいられないサイファカールだった。

　そのザネッティだが、ちょうどその頃ころ、セイヤと共にロートレモンの街を目指して行軍しているところだった。
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　セイヤが率いているのはロクサスの街でヨーコから預かった一個大隊五百だ。

　それを十名ばかりのアル＝アラ軍団兵と共に指揮していた。

　十名のうち、二人は中隊長として百名ずつを率いている。

　べつの二人の中隊長はアンブロウ州兵から選んだ者だ。

　残りの百名が騎き兵へいで、セイヤとザネッティの周りを固めている。

　ペリージア州の二個軍団に先行する形で、五百を率いたセイヤがロートレモンを目指して進軍していると、物見に出した騎馬小隊のうちの二名が駆かけ戻もどってきた。

「なんかあった～？」

　馬上からそう訊きくセイヤは、胸の頂点と股こ間かんをかろうじて隠かくす程度の小さな布きれしか身に着けていなかった。

　彼女だけを見ていると馬に跨またがった旅の踊おどり子にしか思えない。

　周りにいるのが完全武装の兵ばかりなので、違い和わ感が半はん端ぱなかった。

　報告に来た騎兵もセイヤをまともに見ていいのかどうか迷っているようで、先ほどからずっと視線を彷徨さまよわせていて、まともに報告ができないでいる。

「こいつの恰かつ好こうは気にするな。いつでもどこでもこんなだ。見られるのが好きなんだから、ちゃんと見てやれ」

　などとザネッティが揶や揄ゆするように助け船を出すと、馬上のセイヤが首を巡めぐらせた。

「人のことを露ろ出しゆつ趣しゆ味みの変態みたいに言わないでくれるかなぁ、副長官様は」

「いや、事実、露出趣味の変態だろ、おまえ」

「そういうあんたは金の亡もう者じやで横領犯だけどね～？」

「…………」

「…………」

　ふたりは馬上で睨にらみ合っていたが。

　やがて、どちらからともなく視線を逸そらせた。

「互たがいに相手の欠点を論あげつらうのは止やめておこうや」

「そうだね～。それはよくないよね～」

　セイヤは伝令騎兵のほうへ顔を戻し、にっこりと微笑ほほえんだ。

「まぁ、あたしは気にしてないから、あんたたちも気にしないでいいよ～。で～？　何があったのかな～？」

「あ、はい、じつは」

　気にするなと言われてもやはりセイヤの恰好をまともに見るのは憚はばかられる。

　とはいえ、そっぽを向くのも失礼に当たる気がする。

　本音を言えば、しっかりと見たい。

　などという葛かつ藤とうを抱かかえつつ、伝令騎兵は少しだけ視線を逸らせ気味に、でも視界の端はしにセイヤを入れたまま、馬上から報告を始めた。

「所属が不明の部隊を発見しました」

「へえ。どこにいた？」

「この先、右手の丘おかの向こう側にちょっとした森がありまして、その辺りに、ざっと二百ほどの兵が集まっております」

「正体不明の、二百の兵か」

　少し考えるそぶりを見せたセイヤだが、

「ちょっと視みてみよっか」

　と言って、いきなり下馬した。

　馬に括くくりつけていた荷に袋ぶくろの中から数多くの札を取り出したセイヤは、それらを裏返しにして混ぜ合わせると、膝ひざを落とし、札を地面に並べ始めた。

　何を始めるのかと、伝令や周りの兵が見守っていると。

　セイヤは裏返した札を幾いくつかの山に分け、その中から一枚を抜ぬいて表を見せた。

「方位は北」

　セイヤはもう一枚を抜いて、同様に表を見せる。

「二等星が輝かがやき」

　セイヤはまた一枚を抜く。

「従う星々が三つ走る」

　セイヤは続けて三枚を抜き、表にして並べた。

「知と。武と。謀ぼうなり」

　さらにもう二枚。

「明めい白はく星せいを。探さぐり来きたる」

　そこでセイヤの手が止まる。

「ふ～～ん」

　宙を見上げて考え込む彼女に、ザネッティが声をかけた。

「何が視えた、セイヤ？」

　セイヤは徐おもむろに顔を上げる。

「そうねぇ。いま報告にあった正体不明の部隊、おそらく第三皇子、ミラニエゥス殿でん下かの手勢ではないかしらね」

「ミラニエゥス殿下ぁ!?」

　ザネッティが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「殿下の手勢が、何しにこんなところまで!?」

「さて。もしかすると、サイファカール殿下のことを探りに来たのかもよ」

「それって、ミラニエゥス殿下がサイファカール殿下を競争相手だと認めている……ってことか？」

「それはなんとも。ただ、ミラ殿下には切れ者の三人の重臣がいるって話だから、そいつらがサイファカール殿下を気にしている……というのは、あるかもね？」

「ああ、なるほどな。それはあるわ。けど」

　ザネッティが困こん惑わくの色を浮うかべてセイヤを見やった。

「サイファカール殿下を気にしているとしてもだ、こんなところにまで手勢を送り込んできたってのは、ミラ殿下、もうこの近くまで進出してきてるってことじゃねえのか？」

「それもわからないけど」

　と答えたセイヤが、にたりと笑った。

「ミラ殿下がどこまで来てるのか確かめてみようか」

「は？　どうやって？　おまえの星ほし詠よみでそこまでわかるのか？」

「わからないわね」

　ザネッティはジト目になって頭を引いた。

「あっさり言いやがって。じゃあ、どうやって調べるんだよ!?」

「そんなの簡単じゃない。見つけた正体不明の部隊の兵を何人か、とっ捕つかまえて尋きき出せばいいだけでしょ」

「い、いや、それはそうかもしれねえが……そんなことしていいのか？　もし本当にミラ殿下の配下だったら、あとで問題になるんじゃ？」

　またもセイヤはにたりと笑った。

　邪じや悪あくそうな笑みだった。

「正体不明の部隊なんでしょ？　所属を明かさずに行動しているほうが悪いんじゃない。軍団旗も州旗も掲かかげず他州をウロウロしているなんて、山さん賊ぞくと間ま違ちがえられても仕方がない行こう為いよね？」

「それは……そうだが……」

「もしかすると、皇太子殿下に弓引く勢力がアンブロウ州を奪とろうとして侵しん攻こうしてきたのかもしれないし。アンブロウ州を預かったサイファカール殿下の配下であるあたしたちが防衛行動を取るのは当然じゃないかな？」

「ものはいいようだな」

「頭があって口があるなら、言い方を考えて口を開くのは当然でしょ」

「じゃあ、それはいい。けどな」

　そこで言葉を切ったザネッティはセイヤを手招いた。

　セイヤがザネッティが乗っている馬の横まで歩み寄ると、彼は素早く左右に視線を走らせた後、上体を屈かがめ、声を落として言葉を継ついだ。

「俺たちが従えてるのはアル＝アラ軍団じゃねえんだぞ。アンブロウ州の兵ばかりなんだ。そいつらが命令どおりに動くか？　二百の部隊を襲しゆう撃げきして捕とらえられるか？」

「まぁ、そこはなんとかするよ」

「なんとかするって、どうすんだよ!?」

「ちょっと姑こ息そくな計略を使ってみようか」

「はぁ？」

　怪け訝げんそうなザネッティに向かってセイヤは片目を瞑つぶってみせた。

「計略っていうか、色いろ仕じ掛かけ」

「はぁあ？」

　目を見開いているザネッティにかまわず、セイヤは騎馬中隊の隊長を呼んだ。

「ブランメル！　ちょっと来て！」

　馬から下りたブランメルが駆け寄ってきた。

「は。なんでしょうか、セイヤ様？」

「女子の騎兵は何人くらい、いたっけ？」

　セイヤの質問に面めん食くらったブランメルだが、答えるのは簡単だったから即そく答とうした。

「当部隊には女子の騎兵は十二名おります」

「じゃあ、その娘こたちを集めて。で、あなたたちは……」

　セイヤは顔を寄せると何事かをブランメルに耳打ちした。

　周りにいた兵たちが、それを羨うらやましそうに見ている。

「いい？　わかった？」

「あ、はい、承知したであります！」

「じゃあ、まずは女子の騎兵を集めてね」

「は。ただちに」

　その後、セイヤは四人の中隊長を集めた。

「女子の歩兵は何人いる？」

　と訊きかれ、各隊長は、自隊にいる女性兵の人数を報告した。

「第一中隊には十名おります」

「第二中隊は十五名であります」

「第三中隊は十二名おります」

「第四中隊には十七名おります」

「じゃ、その娘こたちをすぐにここに集めて」

「あ、はい？」

「聞こえなかったかな？　女子兵をすぐに、直ちに、急いで、ここに集めてちょうだい」

　有う無むを言わさぬセイヤの態度に、四人は慌あわてて敬礼を送り、復唱した。

「は！　承知しました。直ちに部隊所属の女子兵を集めます」

　副官に指示を送った中隊長が再集合すると、セイヤは作戦の全ぜん貌ぼうを四人に伝える。

「……ってことだから、上う手まくやってね？」

「はい。ですが……」

「上手くやって、ね？」

「しょ、承知いたしました！」

　四人の中隊長が自分の部隊のところへ駆かけ戻もどっていくのをセイヤが手を振ふって見送っていると、不安そうな顔でザネッティが近づいてきた。

「おまえ、本気？」

「もちろん。相手がどこの部隊で、本隊がどこにいて、何しに来たのかとか、気になるでしょ？」

　ザネッティは低い唸うなり声を上げた。

「そらまぁ、気にならないことはないけども」

「なら、いいじゃない」

「いいのかなぁ」

　ザネッティはまだ首を捻ひねっているが、セイヤは、

「だいじょぶ、だいじょぶ」

　と意に介かいさない。

「サイファカール殿下に怒おこられたら、あたしの責任にすればいいんだから」

　するとザネッティは、あっさりと頷うなずいた。

「なら、いいや」

「うわぁ、いつもながら最低ね、副長官様は」

「うるせえ。いままで部下の尻しり拭ぬぐいばかりさせられてきた俺の立場も考えやがれ」

「あんたにお尻を拭ってもらった覚えはないけど～？」

「頼たのまれたっておまえの尻なんか拭わねえわ」

「なんて酷ひどい言いぐさ！」

　などと二人が言い合っていると。

　女子の騎き兵へいと歩兵が集まってきた。

「あ、来た来た。じゃ、みんな、こっちに集合！」

「はい」

　セイヤは女子兵を引き連れて本ほん陣じんの片かた隅すみに移動していった。
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「はい、整列！」

　セイヤは集まった女子騎兵を整列させ、点てん呼こを取る。

　騎兵が十二名。

　歩兵は五十四名だ。

「ふうん。意外といるものだね」

　居並ぶ女子兵の中に馴な染じみのアル＝アラ軍団兵を見つけたセイヤは、彼女を手招いた。

「ジリオラ、ちょっと来て～」

「はい、セイヤ様」

　呼んだジリオラを自分の隣となりに立たせたセイヤは、集まった女子兵に向かって、はい注目、と手を打った。

　全員が気をつけの姿勢を取り、セイヤのほうへ視線を向ける。

「いいかな～？　今からあなたたちを一隊として作戦行動に入りますよ～。あたしが指揮を執とるけど、部隊長はこのジリオラが務めます。わかったかな～？」

　全員が、

「承知しました」

　と応こたえて敬礼を送った。

「いいわね、ジリオラ？」

　ジリオラもびしりと姿勢を正し、セイヤに向かって敬礼する。

「は。承知であります」

　ジリオラの顔には、女子部隊の隊長という重責を任されたという自負と喜びが色いろ濃こく浮かんでいた。

「じゃあ、脱ぬいで」

「……はい？」

「ん？　聞こえなかったかな～？　鎧よろいを脱いでと言ったのだけど～？　ついでに軍務服も脱いでね～」

「いええええ？」

　ジリオラが目を見開いて跳とび上がった。

「なななな、何を仰おつしやっているのですかっ!?」

「だから。今から作戦行動に入るって言ったでしょ。そのために脱いでって言ってるの。何度も言わせないでくれるかな？」

「でででで、ですが……」

「まさか恥はずかしいから嫌いやだとか言わないよね～？　あたしが率そつ先せんして脱いでるのに～」

（だだだ、だってセイヤ様はいつも脱いでいらっしゃるから平気でしょうけど）

「あたしだけ脱がせておいて自分は命令無視するの～？　そんなことが通ると思ってるのかな～、ジリオラは～？」

「ああああ、あの、本当に作戦に必要なことなのでしょうか？」

「本当だよ～。あたしがあなたに悪戯いたずらしようとして脱がせるとか思ってんの～？」

「いいい、いえそうは思っていません、が」

「じゃあ、早く脱いで。ぐずぐずしてると命令拒きよ否ひで斬ざん刑けいだからね？　斬きるときは全ぜん裸らに剝むいてから大の字に固定して腰よう斬ざん！」

「脱ぎます！」

　ジリオラは即座に鎧を外し、軍務服の上下を脱いだ。

　周囲の兵たちの視線が肌はだに刺ささって痛い。

（いつもあの恰かつ好こうで平然としていられるセイヤ様は凄すごい）

　改めてジリオラはそんなことを思った。

「あ、あの、まさかこれまで外せと仰りますか？」

　ジリオラは情けない顔で自分の胸覆おおいと下帯を指さした。

　胸覆いと下帯はどちらも紺こん色いろだ。

　兵士の場合、汚よごれが目立たないように黒、もしくは紺こんの下帯を着けるのが普ふ通つうだった。加えて女子の場合、紺か黒の胸覆いを着ける。

「まさかぁ。そこまでは言わないよ～」

　ジリオラは盛せい大だいに安あん堵どの息を吐はいた。

「じゃあ、次はみんなも脱いでね～？」

　というセイヤの言葉に、彼女に命じられて嫌いや々いや半裸になったジリオラを生なま温ぬるい目で見ていた残りの女子兵が軽く跳び上がった。

「あれぇ？　まさかみんな他ひ人と事ごとだとは思ってないよね～？　作戦指揮官のあたしと部隊長のジリオラが脱いでいるのに、自分たちは関係ないとか、そんな甘い考えの人はいないよね～？」

　女子兵は全員が額に脂あぶら汗あせを浮うかべて固まった。

「はい、じゃあ脱いで。即脱いで。疾とく脱いで。克よく脱いで。滑なめらかに脱いで」

　そう言って一同を見み渡わたしたセイヤは、手に取った剣けんを抜ぬき放った。

「脱がない娘こは斬刑。全裸で大の字で腰斬。さあ、自分で半裸になるのと、全裸にされて斬きられるのとどっちがいいかな～？」

　集まった六十名余の女子兵は、ただちに脱だつ衣いを始めるのだった。




「はい、脱いだら整列して点てん呼こ。歩兵は九名を小隊としておこうか」

　胸覆いと下帯姿になった総勢六十六名の女性兵が整列すると、同様に胸覆いと下帯だけのジリオラが騎兵と歩兵に分け、点呼を取った。

　セイヤはジリオラほか何人かの兵と相談して、六人の小隊長を決める。

「はい、じゃあ騎兵は馬に乗って。歩兵は槍やりを取って。これから行軍するからね」

「あ、あの、セイヤ様、いったいどこへ？　と言いますか、この恰好で行軍するのでありますか？」

「当たり前でしょ。この恰好で行軍するためにこの恰好になったの！」

　ジリオラの顔が奇き妙みように歪ゆがんだ。

　彼女だけではない。

　集められた女子兵全員が、情けなさそうに、恥ずかしそうに、怪け訝げんそうに──中には、あまりの仕打ちだと怒っている者もいた──馬に跨またがり、槍を手にした。

　先頭に馬に跨がったセイヤとジリオラ。

　以下、十一名の騎兵が。

　その後ろに五十四名の歩兵が小隊毎ごとに続いている。

　その全員が胸覆いと下帯だけの出いで立ちなのが、異様というか異常というか、なんとも凄すさまじい光景だった。

　周りにいる男性兵の視線が突つき刺さるのがわかり、女子兵は皆みな、身を縮こまらせているのだが、一人、セイヤだけは馬上で背筋を真まっ直すぐに伸のばし、突き刺さる視線をものともしないで胸を張っている。

「さぁ、行くよ～？　全体前へ～！」

　半裸の指揮官に率いられた半裸の女子兵部隊が一いつ斉せいに進み始めた。

（やれやれ、相変わらず無茶苦茶だな、セイヤの奴やつは。まぁ俺は楽しめるからいいんだけども。そして男の兵もみんな楽しんでるみたいだからいいんだけど。しかし、大だい丈じよう夫ぶなのかな。正体不明の部隊と戦せん闘とうになったら。相手が本当にミラ殿でん下かの手勢だったら。あとで揉もめないかなぁ？）

　と、それが心配で、せっかく半裸の女性兵部隊が行軍を始めたのに、おちおち鑑かん賞しようできないと思うザネッティだった。
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　発見された部隊は、セイヤたちが想像したとおり、ミラニエゥス配下の部隊だった。

　物見として幾いくつもの部隊がアンブロウ州やリエンツェ州へ送り込まれていたが、ここにいる二個中隊二百も、それらの中の一つだった。

　二個中隊を率いる部隊長サッフォースは森の手前で部隊を休ませながら、このあとどうするかに頭を悩なやませているところだった。

　彼が受けた命令は、アンブロウ州の様子を探さぐってくること、そして可能なら州都ロクサス周辺の様子も探ってくること、というものだった。

（ここまでは問題なく進んでこられた。しかし、この先、ロクサスに近づくのはさすがに躊躇ためらわれるな。アンブロウ州の兵に見つかってもかまわないという話だったが。むしろ、見つかれば相手の反応を確かめられるから好都合という話だったが。しかし、見つかれば敵として攻こう撃げきされるかもしれない）

　物見部隊の隊長としては、仕入れた情報を持ち帰り報告することが最優先。

　それは上司からも念を押されていた。

　無理して報告を持ち帰れなくなるような危険を冒おかすな、と。

（であれば、そろそろ引き返すことを考えるべきか？）

　そのとき、周囲に放っていた物見小隊が続々と帰き陣じんしてきた。




「なに!?　アンブロウ州の騎兵と思われる者が丘おかの上にいただと!?」

　物見小隊の報告を聞いていたサッフォースの眉まゆが跳はね上がる。

「はい。あちらに見える丘の上に、たしかに数騎の騎兵がおりました。遠目でしたので、はっきりとはわかりませんでしたが、こんなところにいる以上、アンブロウ州兵だと思われます」

「ふむう。となると、こちらの部隊の存在も気づかれたと見るべきだな」

　サッフォースは考え込んだ。

（相手が十名、二十名の物見部隊なら問題ないが、大隊規模の一部だったら面めん倒どうだ。接せつ触しよくすれば戦闘になる危険もある。この辺りで引き揚あげるのがいいか？）

　とりあえずサッフォースは、副官と二人の中隊長を呼び寄せ、馬に水や飼い葉を与あたえる作業を中止して、いつでも動けるように待機しろと命じた。

「それと。近くに本隊がいる可能性が高い。周囲の状じよう況きようを油断なく探らせろ」

「了りよう解かいです。新たに物見小隊を幾つか出しておきます」

　隊長の命令を実行するために中隊長がその場を離はなれていった。

「さて、引き揚げるにせよ、どのくらいの規模の部隊が動いているのか、その練度はどの程度なのか……くらいは見ておきたいところだな」

　サッフォースがそう言うと、副官が頷うなずいた。

「でありますね。アンブロウ州軍団はロキシーヌ殿下の挙兵に従ってリエンツェ州方面へ進軍していったはずですから、現れたのは留守部隊なのでしょうが」

「その蓋がい然ぜん性は高いな。だとすれば、多くても大隊一個、もしかすると中隊規模かもしれない。ならば包囲されてしまう危険はないが」

（いや。あまり欲張らないほうがいいな。もしもということもある。一部だけを見張りに残して、やはり本隊はこの場を離れるか）

　そう判断したサッフォースは、副官に撤てつ収しゆうの準備をさせるように命じた。

　森の中の水場にいた騎き兵へいたちが慌あわただしく出しゆつ立たつの準備を開始した。

　森の外周部にあった本陣でも、野戦卓たくや床しよう几ぎを畳たたみ荷馬車に積み込んだ。

　長期に亘わたる偵てい察さつ行なので、食しよく糧りようなどは自分たちで運ばなくてはならなかったから、部隊には数台の馬車が従ついている。

　騎兵だけなら逃にげられる場面でも、馬車付きだと逃げられない。

　馬車を置いていくわけにはいかないから、ある程度まで余よ裕ゆうを持って行動しないとならなかった。

　その事実がサッフォースの決断に影えい響きようしている。

　やがて、物見に出した小隊が次々と戻もどってきた。

　ほとんどの隊は「異状なし」を報告してきたが、中に一隊だけ、不可解な報告をしてきた部隊があった。

「こちらに行軍してくる部隊がいるのか？」

「は。それが……」

　何かを言おうとした物見兵を遮さえぎり、サッフォースは畳みかけた。

「規模は？　兵種は？　武装は？」

「数自体は中隊一個に届きません。六、七十名くらいかと思われます。内訳は、騎兵が約二十で、残りは歩兵です」

「哨しよう戒かい部隊にしては少ないな。だが、物見にしては多い」

　とサッフォースが呟つぶやくように言うと、副官が応じた。

「大おお物もの見みでしょうか」

「いや……アンブロウ州兵にとって、州内に敵などいないだろ。わざわざ大物見を出してくる理由がない」

　まだサッフォースたちには、サイファカールがロクサスを乗っ取ったことは伝わっていなかった。

「まさか、我々が敵と思われたのでしょうか」

「さっき見かけた物見騎兵が我々のことを報告し、それで大物見を出した……か。それはあり得るな」

　サッフォースは報告に来た物見兵に向き直った。

「で。どの程度の武装をしていた？」

「通常の武装であります。騎兵は帯たい剣けんしていて、歩兵は槍を抱かかえております。少なくとも臨戦態勢と言うほどの水準ではありません。ですが……」

　物見兵が逡しゆん巡じゆんするような素そ振ぶりを見せたので、サッフォースは不ふ審しんに思った。

「どうした？　何かおかしなことがあったのか？」

「はい、あの……」

　物見兵は意を決したように口を開いた。

「行軍してくる部隊は全員が女性兵なのです」

「なんだって!?」

　サッフォースと副官は顔を見合わせた。

「それはたしかにおかしいな」

「そんな部隊を大物見に出すとは思えませんね。なんなのでしょう」

　と言って副官は首を捻ひねった。

「いえ、おかしいのは、ここからが本番でありまして」

　物見兵のおかしな言こと葉ば遣づかいに、二人は顔を巡めぐらせ視線を彼に据すえた。

「どういう意味だ？　いったい何がおかしいと言うんだ？」

「全員が女性のその部隊は、全員が裸はだかなのです！」

「……は？　いま……なんて言った？」

「行軍してくる部隊は全員が女性で、しかも全員が鎧よろいどころか軍務服すら着ていないのであります。騎兵も歩兵も胸覆おおいに下帯姿で行軍しております！」

　サッフォースと副官は、もう一度、顔を見合わせた。

（正気か、こいつ）

（昼ひる日ひ中なかから幻げん覚かくでも見たのでしょうか）

　などと唇くちびるを動かして言葉を交かわした。

（こんな報告したら正気を疑われるに決まってる。だから嫌いやだったのに）

　と思いながら、物見兵は必死で訴うつたえる。

「本当なのです！　本当に、女性だけで構成されたその部隊は、全員が半はん裸らで行軍しているのです。お疑いでしたらその目でご確かく認にんください！」

「いや、疑いはしないが……どうも噓うそくさいなとは思うな」

　と言いつつサッフォースが思い切り疑わしそうな顔を向けてくるので、兵はなおも必死になって言葉を継ついだ。

「自分も最初は我が目を疑いました。ですが、本当なのです。自分だけでなく、我が小隊の隊員も全員が確認しております」

「全員をすぐに呼べ」

「ただちに」

　その場を離れた物見小隊の隊長は、すぐに自隊の兵を引き連れて戻ってきた。

　サッフォースと副官が確認すると、誰だれもが口を揃そろえて隊長の報告内容を肯こう定ていした。

　さすがに十名が揃って幻覚や白はく昼ちゆう夢むを見るなど考え難にくい。

　ようやくサッフォースも、報告が真実かもしれないと考え直す。

　が、そうなると。

「騎兵は裸で馬に跨またがり、歩兵は裸で槍やりを抱えて歩いている、その理由はなんだ？　その目的はなんだ？」

　呼ばれた中隊長二人と副官は、サッフォースにそう問われても首を捻ることしかできなかった。

「何かの訓練でしょうか？」

　首を捻りつつようやく副官がそう応こたえると、サッフォースが揶や揄ゆするように言った。

「裸になって行軍するって、それ、どんな訓練だ!?　夜の街を娼しよう婦ふが練り歩いてるんじゃないんだぞ」

「い、いえ、そう言われると……」

　中隊長のひとりが進言してきた。

「相手の狙ねらいを確かめるためにも、実際に確認してみる必要があるのでは？」

　彼の中にどれほど邪よこしまな気持ちがあったのかはわからない。

　が、サッフォースや副官には、実際に確認してみるという考えは悪くないように思えた。

　もしも物見兵の報告が事実なら。

（六十名から七十名の半裸の女性兵の行軍など、そんな壮そう大だいで魅み力りよく的な光景は二度と拝めないからな。それに、そんな奇き妙みような部隊を前にして撤収してしまっては、あとで上官から咎とがめられるかもしれないしな）

　そんな言い訳で自分を納なつ得とくさせると、サッフォースは顔を上げ、力強く言った。

「俺たちの任務はアンブロウ州内の物見だ。アンブロウ州軍団の配置や兵数や動きを確認することだ。そんな奇妙な部隊が行軍しているのを見過ごして撤収するのは任務の放ほう棄きにも等しいな」

「たしかに」

「隊長の仰おつしやるとおりだ」

「やはり確認するべきでしょう」

　などと副官や中隊長が賛同の声を上げる。

「その部隊は街かい道どうを進んでくるんだな？」

　物見小隊の隊長は、どうやら正気を疑われる事態だけは免まぬかれそうだと安あん堵どの息を吐はきながら答えた。

「はい、街道を縦陣でこちらに向かって進んできます」

　サッフォースは決断を下した。

「よし。何があっても対応できるように部隊に臨戦態勢を取らせろ。その後、行軍してくる部隊を森の中に潜ひそんで確認する」

　副官や中隊長が、は、と姿勢を正した。

「そのまま通り過ぎればよし。何か仕し掛かけてくるようなら、そのときの対応はそのときに決める。以上だ。すぐに部隊を森の外周から少し入ったところに配置せよ。森の中に潜んでいれば相手が弓を射てきても問題はない。逆に、こちらが応射すれば簡単に射い貫ぬける。何しろ相手は裸なのだからな」

　サッフォースがそう言うと、周囲から軽い笑い声が上がった。

「馬にはみを嚙かませるのを忘れるな！　よし、とりかかれ！」

「は！」

「ただちに！」




　こうしてサッフォース隊は森の中に潜んで、半裸女性部隊の接近を待ったのだった。
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　やがて丘おかの向こうから問題の部隊が現れた。

　下馬して森の木の幹に隠かくれたまま遠望していたサッフォースたちは目を見開いた。

（本当に裸だ！　騎き兵へいは半裸で馬に跨がり、歩兵は半裸で槍を抱えて歩いてやがる）

　それはそれで心弾はずむ光景だが、しかし同時に、サッフォースの中に疑念が膨ふくらんだ。

（だが、なんのためにそんな真ま似ねをする!?　わけがわからないぞ）

　行軍してきた部隊は、森のかなり手前で停止した。

　何をする気だとサッフォース以下が目を凝こらしていると。

　部隊は訓練と思おぼしき行こう為いを開始した。

　半裸の騎兵は馬を走らせ、付近を何度も往復し。

　半裸の歩兵は槍を構え、号令と共に突ついたり引いたりを繰くり返す。

「訓練を始めましたね」

　と副官が囁ささやくと、サッフォースは、ああ、と頷うなずいた。

「たしかに訓練だな。それはわかる。だが」

　頷いた後、サッフォースは何度も首を捻った。

「どうして騎乗訓練や槍の訓練をするのに裸にならなきゃいけないのかがわからない」

「何かの処しよ罰ばつでしょうか？」

「むう。それは……あるか？　しかし、処罰なら監かん督とくする者がいるだろう？　あの部隊、どう見ても女子しかいないぞ。おまけに全員が半裸だ。その上、こんな誰もいないところで訓練させたって、罰にはならないだろう」

「で、ありますか。ですが、だとしたらいったい……」

　誰もが相手の意図を読めずに首を捻ったが、捻りつつも視線は外さない。

　部隊にいる僅わずかな女性兵も、相手の意図が読めないことは同じで、男性兵とは少し違ちがった思いで気味悪そうに、訓練を続ける半裸女性部隊を見やっていた。

　そうして全員の視線が釘くぎ付づけになっているあいだに、セイヤ隊の残りが大きく迂う回かいして自分たちが潜む森に迫せまっているとは、サッフォース以下、誰も気づかなかった。

　いや、気づけなかった。

　その接近を察知されないための半裸女子部隊だったのだ。

　セイヤの思おも惑わくは見事に嵌はまった。

　気づいたときは、すでに森の中にまでアンブロウ州兵が入ってきていた。
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　いきなり背後で鉦かねや太たい鼓こが打ち鳴らされ、サッフォースたちは仰ぎよう天てんして跳とび上がった。

「敵だ！」

「敵が来るぞ！」

「馬に乗れ！」

「背後に備えよ！」

　下馬していた者は慌あわてて馬に跨がり。

　馬に乗っていた者は急いで馬首を巡らせた。

　鉦や太鼓の音が森の中を次し第だいに近づいてくる。

　が、木々に邪じや魔まされて相手の姿が見えない。

「敵はどこだ!?」

「何人いる!?」

　奇き襲しゆうを受けた側からすると、敵の兵力がわからないというのがいちばんの問題だ。

　もしかすると、自分たちよりもずっと多い兵数かもしれないと思うだけで、兵は浮うき足立つ。

　包囲されたら全ぜん滅めつだと、悪いほうへ考えが及およぶ。

　見えない敵から受ける圧あつ迫ぱく感に耐たえられず、何人かの兵が勝手に動き出す。

　敵を確認しようと、勝手に持ち場を離はなれる小隊も出た。

　そうなると、全体の統制が取れなくなる。

　幹部や隊長たちは兵の動どう揺ようを抑おさえようとしたが、その幹部や隊長たちも敵の兵力が把は握あくできずに逃にげ腰ごしになってるのだから、兵を抑えきることができない。

「あっちだ！」

「あの半はん裸ら部隊なら蹴け散ちらせる！」

　何人かの小隊長が、部下を率いて勝手に森から出ていった。

　森の奥へ向かった者。

　森から出ていく者。

　その場に留とどまって様子を見ようとする者。

　部隊は三つに分ぶん裂れつしようとしていた。

「隊長！」

「サッフォース様！」

　次第に混乱していく部隊に堪たまらず、副官や幹部が悲鳴を上げた。

「こうなったら仕方がない」

　森から出て、向こうにいる半裸の女性部隊を蹴散らして脱だつ出しゆつすることをサッフォースは選せん択たくした。

「続け！」

　サッフォースが馬を走らせ森から出ていくと、周囲の兵や幹部が次々とあとに続いて森から飛び出していった。

　ところが。

　すでに半裸の女子部隊は後方の丘の上に駆かけ登っているところだった。

　その丘の上に兵の影かげが湧わいた。

　登る女子部隊と入れ替かわるように、新たに現れた兵が丘の斜しや面めんを駆け下りてくる。

　斜面の途と中ちゆうで止まった兵は、その場で弓を構え、矢を番つがえた。

「撃うてぇ！」

　女子部隊を蹴散らそうと迫ってくる騎兵たちに向かって、矢が射かけられた。

　数名の騎兵が落馬したが、まだ距きよ離りが離れているから被ひ害がいはそれだけだ。

　だが、このまま近づけば、二射、三射を受けて被害が大きくなる。

　事実、第二射が飛んできて、また数名の騎兵が落馬した。

　兵に当たってはいないようだが、馬に矢が刺ささって倒たおれたので、振ふり落とされたのだ。

（助けている暇ひまはない）

　サッフォースは落馬した兵を無視して絶ぜつ叫きようを放つ。

「左手へ逃げるんだ！　そちらには敵てき影えいがないっ！　矢が届かない場所まで一いち目もく散さんに駆けよ──っっ！」

　百名ばかりの騎兵が左に進路を変え、必死になって馬を走らせる。

「よし。敵は逃げた。あれは放ほうっておいていい。落馬した兵を確保するのだ！」

　斜面の中なか程ほどから弓矢攻こう撃げきをしていたセイヤ隊の一部を率いる隊長が部下に命令した。

　それで部隊は弓を収め、街道沿いまで駆け下りてきた。

　落馬して怪け我がをした敵兵を数名確保すると、部隊は即そく座ざに引き返していった。

[image: ]

　同様に、森の中でも小さな戦せん闘とうが起こり、数名の兵が捕ほ縛ばくされていた。

　逃げる兵には目もくれず──というより敢あえて逃がした──セイヤ隊は確保した敵兵を抱かかえてその場から離れていった。




　この後、捕とらえた兵を尋じん問もんしたセイヤは、部隊がミラニエゥス皇子の重臣が送ってきた物見部隊だということと、ミラニエゥス軍団本隊がすでにリエンツェ州にまで迫っていることを知ったのだった。




　　　　11




　サイファカールが、早くザネッティが来ないかな、と願ったその翌日、セイヤが率いる部隊と共にザネッティがロートレモンの街にやってきた。

　ザネッティとセイヤ到とう着ちやくの報告を受けたサイファカールは安あん堵どの息を吐はいた。

「やれやれ、やっと来てくれたか。これで少しは楽になるかな」

　完全武装のフレイヤとグラゥクスを従えたサイファカールは──彼は軽装鎧よろいを着用していた──政庁舎を出て大隊の本ほん陣じんまで出向いた。

　いきなり街に入ると街の住人を不安にさせるかもしれないと思ったザネッティは、セイヤに言って郊こう外がいに陣を敷しかせたのである。




　案内されたサイファカールが本陣に顔を出すと、ザネッティとセイヤが出で迎むかえた。

「お久しぶりです、殿でん下か。ご健勝の様子で何より」

「ザネッティもご苦労様だね」

　彼は筒つつ袖そでの上着と筒袴ばかまの上に軽装鎧を着用していて、動きがどことなく窮きゆう屈くつそうだ。

　一方のセイヤは、あくまでもどこまで軽かろやかな身のこなしでサイファカールに向かって頭を下げた。

「お久しぶりですわね、殿下。相変わらず星が殿下の未来を明るく輝かがやかせておりますわ。目め出で度たいこと」

　セイヤの身のこなしが軽やかなのも当然で、彼女は胸と股こ間かんをかろうじて隠す小さな布きれを身に着け、ほぼ透すけている薄うす物ものを羽織っているだけだったのだ。

（陣中を慰い問もんに来た旅の踊おどり子にしか見えないな）

　しかし、そんなセイヤの背後に完全武装の兵がずらりと居並んでいるのだから、相変わらず違い和わ感が半はん端ぱではなかった。

「あ～～、セイヤ、その恰かつ好こうで部隊を指揮してきたのかい？」

「もちろんですよ？　何か不ま味ずかったですか？」

「う～～ん」

　サイファカールが腕うで組ぐみしてセイヤと周りの幕ばく僚りようや兵たちを見比べていると。

「いやぁ、殿下、こいつ、途中でえらいことをしでかしましてね。裸はだかで指揮するどころの騒さわぎじゃなかったんですよ」

　サイファカールは嫌いやな予感がして眉まゆを顰ひそめた。

「どんな騒ぎだったの？」

「それがですね」

　正体不明の物見部隊を半裸の女性部隊で釣つって、油断させておいて急きゆう襲しゆうして、何人かの捕ほ虜りよを得たことをザネッティが手早く説明していく。

　当のセイヤはすました顔でそっぽを向いているだけだ。

「……だったんですよ。酷ひどいでしょう？」

　説明を終えたザネッティがそう言ってセイヤを指さした。

「一度、きつく[image: しか]しかっておいたほうがいいんじゃないですかね」

　サイファカールの背後に控ひかえているフレイヤも、眉を寄せ、非難がましい目をセイヤに向けた。

　ところが、サイファカールは。

「あははははは」

　突とつ然ぜん、腹を抱えて笑い出した。

「それは傑けつ作さくだ。物見部隊の隊長も兵も、驚おどろき慌あわてふためいただろうねぇ」

「笑い事ではありません、皇子様」

　フレイヤが眉を吊つり上げた。

「そのような恥はじ知しらずな真ま似ねを我が兵にさせるなど、以もつての外ほかで……」

　と憤いきどおるフレイヤを、サイファカールは、まぁまぁ、と押し留とどめた。

「こちらにひとりの犠ぎ牲せいも出さずに正体不明の部隊の兵を捕つかまえたんだ、大したものだと思うよ。そして、こういう非常時には手段の正否は問わなくてもいいと思うし」

「いいのですかっ!?」

「半裸の女子部隊がいるなら、僕の下で働きたいと兵に志願してくる者も出るだろうし」

「それでいいのでありますか？」

　フレイヤは思い切り情けなさそうな顔になる。

「まぁそれは冗じよう談だんだけど。でも、セイヤの判断は間ま違ちがっていなかったと思う。で」

　サイファカールは澄すました顔で明後日あさつてのほうを見ているセイヤに向き直った。

「そいつらはどこの手勢だったの？　まぁ、だいたい想像はつくけど」

　顔を戻もどしたセイヤは、くふ、と薄うすく笑った。

「殿下のご想像どおりかと。ええ、そいつらは第三皇子ミラニエゥス殿下の配下でした。そしてミラ殿下の本隊は、すでにリエンツェ州まで迫せまっているようですよ」

　サイファカールの表情に翳かげが差した。

「やっぱりか」

「ミラニエゥス殿下の動き、思った以上に早いですな」

　とザネッティが言った。

「そうだね。たぶん兄上は何もしていないと思うけど。今いま頃ごろも、揺ゆれる馬車の中で書物を読んでるだけなんじゃないかな」

　そう言ってサイファカールは少し表情を緩ゆるめた。

「ま、いいや。兄上への対応は、もう少し先の話。今は目先の事案を片付けていこう」

　サイファカールはそう言って、セイヤの背後に控えている大隊の幹部たちのほうへ向き直った。

「君たちもご苦労様だったね。助かるよ」

[image: ]

　皇子から直じき々じきに声をかけられ、幹部たちは感激の面おも持もちで背筋を伸のばした。

　これまでロキシーヌから、こんなふうに優やさしい言葉をかけられたことなどなかったから、よけいにそう感じたのかもしれない。

「ありがとうございます。今後も、何なりとお申しつけください」

「そうか。では、遠えん慮りよなく命令させてもらうからね」

「お任せください！」

「この非常事態を放っておくと、アンブロウ州は周辺の諸勢力によって草くさ刈かり場になってしまう虞おそれがある。それだけは阻そ止ししないとならない。僕はそう思っている」

　サイファカールの言葉に、幹部や兵たちが大きく頷うなずいた。

　彼らにとってアンブロウ州は自分たちの故郷なのだ。

　他州の兵に踏ふみにじられるのは我が慢まんできないことだ。

「そこで僕は、当面、アンブロウ州の東半分を治めることにした。隣りん州しゆうの混乱を見て見ぬ振りはできないからね」

　見て見ぬ振りどころか、自分の支配下に入れるためロキシーヌを討うとうとしたのだから、さすがのサイファカールも、自分で言っておきながら内心の苦く笑しようを禁じ得ない。

　しかし、兵たちはあくまで真ま面じ目めな顔で頷くのだった。

「君たちはアンブロウ州の兵だから、各街の守備部隊に見知った顔が多いだろう。そんな縁えん故こを使って、ほかの街が無む駄だな抵てい抗こうをしないように説得してもらいたいんだ」

「は。承知であります」

「セイヤ」

「はぁい？」

「中部にあるほかの街に知人や同どう僚りよう、親族などがいる兵を選んでくれないか。使者として各街に派は遣けんしたいんだ」

　フレイヤとグラゥクスが率いてきたのはアル＝アラ州軍団。

　アンブロウ州の街に知り合いがいる者はほとんどいない。

　アンブロウ州兵から成る一個大隊を率いていたリリィは、すでに引き返していて、ここにはいない。

　となると、この役目はセイヤが率いてきた部隊の仕事だった。

「承知ですよ～」

　セイヤはゆるゆるとサイファカールに向かって敬礼を送った。




　この後、セイヤによって選ばれた兵たちが各街へ派遣されることになるが、その効果は絶大だった。

　顔見知りの同僚や友人・知人がやってきて、サイファカールの傘さん下かに入ることを説けば、事はすんなりと運ぶというものだ。

　何も大部隊を動かす必要もない。

　実際、使者を迎むかえ入れたアンブロウ州中部の街は、風に靡なびく草のようにサイファカールに対して開城し、恭きよう順じゆんの意を呈ていしたのだった。

　こうしてサイファカールは、ゲッツェが必死になってアンブロウ州の西半分を切り取っているあいだに、労せずロートレモンとその周辺を押さえることができたのだった。

　その頃ころには、何度か使者をやり取りさせていたゲッツェとの話もまとまり、サイファカールとレムリガス将軍との会談が行われることとなったのだった。
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　ザネッティは東辺境州の長官だっただけあって、アンブロウ州の軍団幹部や高級官僚に何人もの知り合いがいた。

　ここ、ロートレモンの街の執しつ政せい官かんも彼は知っていた。

　ザネッティは街に到着後、彼を呼んで協力を頼たのみ、サイファカールが打ち出した政策の実現に向かって体制作りを始めていた。

　とはいえ、あまり大っぴらにすることはできない。

　サイファカールの政策を実現することは、すなわちアンブロウ州を確実にサイファカールの物にすることなのだから、目立てば帝てい都と側に目をつけられる。

　建前上は、あくまでロキシーヌの謀む反ほんで混乱しているアンブロウ州をサイファカールが一時的に預かっているだけなのだ。

　攻せめ落としたわけではないので、軍の幹部はともかく、それぞれの街の役人はほぼ無傷のままサイファカールの傘下に入っていた。

　これが大きかった。

　役人たちにとって、上に立つ者が誰だれかということはあまり大きな意味を持たない。

　仕事をする環かん境きようと仕事をする動機付けを上う手まくお膳ぜん立だてしてやれば、それまでどおり働くものなのだ。




　こうしてアンブロウ州の東半分を自分の勢力に組み入れる作業に邁まい進しんしていたサイファカールの下もとへ朗報が届いた。

　リリィが、ドゥートス軍団を帰順させることに成功したという朗報が、だ。

　ドゥートス本人も半ばそれを期待して五千を維い持じしていたのだから、リリィの申し出は彼からすると渡わたりに船であった。

　もっとも、足下を見られないようにと、最初は渋しぶってみせたドゥートスだが、その程度のことはリリィに見み抜ぬかれている。

　顔見知りだったリリィに諭さとされ、脅おどされ、ついに彼は苦く渋じゆうの決断をした（という態度を部下に見せつけた）。

　リリィの提示した条件は。





・兵はもちろん、ドゥートスもマルチダスも、そして二人の幕ばく僚りようもお咎とがめなし。

・ドゥートスとマルチダスの処しよ遇ぐうについては改めてサイファカールから申し渡す。

・その際、リリィは二人が新しいアンブロウ州軍団でも軍団長を務められるよう、サイファカールに口くち添ぞえする。

・軍団編制に関してはサイファカールに一任する。






　などであった。

　ドゥートスとマルチダスを伴ともなったリリィはロクサスの街へは入らずに、途と中ちゆうでドゥールドォール将軍率いる二個軍団と合流し、ロートレモンを目指すことにした。

　ドゥートスの軍団を街に近づけると、潜せん在ざい的な親ロキシーヌ派が何かよからぬことを考えないとも限らない。

　そこでリリィは、用心に越こしたことはないと考え、五千をそのままロートレモンの街まで引っ張っていって、サイファカールに目通りさせようとしたのだった。
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　リリィから、ドゥートス軍団の五千を連れてロートレモンへ向かうという報告を受けたサイファカールは、少しばかり予定を変へん更こうすることにした。

　レムリガス将軍との会談は、ロートレモンから少し西へ行ったところにあるローデントという街の郊こう外がいで行われることになっている。

　その辺りがサイファカールとレムリガスが取り合った支配地域の境界に当たるのだ。

　ローデントの街はサイファカール陣じん営えいに入ったが、その西にはリエンツェ州軍団が展開していた。

　つまりゲッツェは、それ以上サイファカール勢が西進したら、軍事力で阻はばむのも厭いとわないという姿勢を鮮せん明めいにしたことになる。

　西半分を収めて、レムリガスも少しばかり強気になったのかもしれない。

　そんな彼に釘くぎを刺さしておこうとサイファカールは考えたのだ。

　彼は、リリィが連れてくるドゥートス軍団五千を、そのままレムリガスとの会見場まで連れて行こうと考えた。

　ドゥールドォールの一万と、フレイヤ、グラゥクスの二千にリリィの八百。

　それにドゥートス軍団の五千を合わせれば一万八千近くになる。

　それだけの兵数を揃そろえれば、レムリガスやゲッツェにかなりの圧力を与あたえられるというのがサイファカールの判断だった。

　ペリージア州軍団という他州の軍団を引き連れている上、降こう伏ふくしたばかりのアンブロウ州軍団をも従えているという事実は、サイファカールの仕事の早さと手て際ぎわの良さを際立たせてくれるはずだ。

　できればレムリガス将軍も自陣営に引っ張り込んでしまいたい。

　そう思っているサイファカールは、彼に自分の優位性を印象づけておこうという狙ねらいである。

　先乗りして会見場を設営していたレムリガスとゲッツェは、近づいてくるサイファカール軍を遠望していたが、やがてそこに翻ひるがえっている旌せい旗きの種類に気づくと、互たがいに顔を見合わせた。

「おい、ゲッツェ、本当にペリージア州旗が翻っているぞ」

「で、ありますね。しかもあの多さ。右う翼よくを進んでくる部隊はほぼすべてがペリージア州兵なのではありませんか？」

「だとすると、軽く一個軍団以上いるぞ。ちょいと応おう援えんに来ましたって水準じゃねえ」

　そう言ってレムリガスが低く唸うなると、ゲッツェが大きく頷いた。

「まさに。サイファカール殿でん下かの仰おつしやっていたこと、つまりペリージア州長官ドゥールドォール将軍からは全面的な協力を得ているという話は、誇こ張ちようでもはったりでもなかったのですね」

　自分たちが生き残るためには誰に付くのがいいかということを命題にしているレムリガスの中で、サイファカールの比重が増したのは確実だった。

　この時点で他州の軍団を動かせるような立場にあるのは、帝都の皇太子を除けば、ほかには見当たらない。

　第四皇子のロキシーヌも、自州の軍団だけで決起し、決起の後に他州に呼びかけた。

　が、結局、それが上手くいかずに彼の決起は失敗したのだ。

　帝都に無断で他州を切り取り始めたミコノス兄弟も、動かしているのは自州の兵だけだろう。

　もしかすると第三皇子ミラニエゥスの軍には他州の兵が参加しているかもしれないが、ここまで大っぴらに、ここまで大がかりに、ではないはずだ。

　それを思えば、こうして堂々とペリージア州軍団を従えているサイファカールは──同盟関係なのか、それとも単なる協力関係なのか、あるいは自じ家か薬やく籠ろう中ちゆうのものなのか、内実はわからないが──例外中の例外と言えそうだ。

　東辺境州などという帝てい国こくの最果てにいるサイファカールが、どうやったらそんな芸当ができるのか、レムリガスにもゲッツェにも、まったく見当がつかない。

　いつの間まにドゥールドォール将軍と語らい、どうやって彼を味方に引き入れたのかと、首を捻ひねるばかりだった。




　首を捻っていたレムリガスは、やがて大きなため息を吐ついた。

「ふぅむ。サイファカール殿下、もしかすると本物なのかもしれないな」

　すると、すでにサイファカールと話したことのあるゲッツェが身を乗り出した。

　皇子本人と話したときの経験から、ゲッツェはサイファカールを高く評価していた。

　だから彼は、できればレムリガスにはサイファカールの陣営に加わってほしいと思っているのだ。

「将軍も、今回、殿下と直じかにお話をされれば、あの方の能力や人となりがわかりますよ」

　レムリガスは思案げな顔で、そうだな、と応こたえた。

「一つ、二つ、探さぐりを入れてみるのもいいかもしれないな」




　こうしてリエンツェ州長官のレムリガス将軍は、いい機会だから自分の手でサイファカールの能力や思考力を測ってやろうという企き図とを胸に秘ひめながら皇子との会談に臨のぞむことになったのだった。
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　ローデントの街の西側に広がる平原に、サイファカールが率いてきた部隊と、レムリガスが率いてきた部隊が陣じんを張っている。

　両者の陣の中間辺りに、二人の会見場所が設営されていた。

　多くの天幕が幾いくつも張られ、レムリガス直属の部隊が周辺の警けい戒かいに当たっている。

　そこへフレイヤが率いる親衛隊──今回の会見のための急造部隊だったが──五十とグラゥクスが率いる警護部隊の百を引き連れたサイファカールが馬に乗って進んできた。

　天幕の中でいちばん大きな物の前まで進み出ると、サイファカールの到とう着ちやくを待ち構えていたレムリガスの副官、ゲッツェが進み出てきた。

「ようこそ、サイファカール殿下。お待ちしておりました」

　恭うやうやしく頭を下げたゲッツェに向かってサイファカールは気軽に手を挙げる。

「やぁ、ゲッツェ」

　右足を鐙あぶみから外し、サイファカールは軽々と下馬した。

「あ、皇子様、お待ちください」

　フレイヤも慌あわてて馬から下りた。

　自分やグラゥクスを従えることなく、単独でゲッツェの前に進み出るサイファカールに、フレイヤは危あやうさを感じる。

　もしも万が一、レムリガスが皇子を暗殺しようとすれば、今ほどの好機はない。

　暗殺までを考えずとも、捕ほ縛ばくして皇子の軍勢の無力化を図はかるかもしれない。

　それなのにサイファカールは、なんの警戒もせずに将軍の副官へ近づいていくのだから、親衛隊隊長であるフレイヤとしては堪たまったものではない。

　もっとも、ここでレムリガスが自分に危害を加える理由も動機もないことを知っているサイファカールからすれば、とくに警戒をする必要もないのだが、いついかなるときでも警戒を怠おこたらず、味方であっても油断は禁物というフレイヤが焦あせるのも無理はなかった。

　けれどサイファカールは、そんなフレイヤの心配を余よ所そにゲッツェの前に立つと、

「久しぶりだね」

　と言って、彼に向かって右手を差し出してきた。

「それほど久しぶりでもないと思うのですが」

　と応えつつ、ゲッツェは恐きよう縮しゆくした態度でサイファカールの右手を握にぎった。

「その節はお世話になりました。サイファカール殿下のご教示のおかげで、こうしてここまで進んでくることができました。我が主人も殿下にお礼を言いたくて、手ぐすね引いてお待ちしております」

「手ぐすねって……」

　ゲッツェの物言いに、サイファカールは苦く笑しようする。

「では、手ぐすね引いて待っている将軍のところへ案内してもらおうかな。ああ、そうだ、その前に」

　サイファカールは追いついてきたフレイヤとグラゥクスをゲッツェに改めて紹しよう介かいする。

「親衛隊隊長のフレイヤ……は知っているんだっけ？」

「はい。ロクサスを訪おとずれたときにお目にかかっております」

　そう応えて、ゲッツェはフレイヤに一礼した。

「その節はお世話になりました」

　フレイヤが恭しく答礼した。

「いえいえ、こちらこそ」

「で、そちらの大きいのがグラゥクス」

「グラゥクスです。よろしくお頼たのみします」

　ゲッツェは素す早ばやくグラゥクスの足あし下もとから頭部へと視線を走らせた。

（でかいな。この巨きよ漢かんには見覚えがある。たしか、会見のときに殿下の背後に並んでいた警護兵のひとりだったんじゃないか？　ただの兵士ではなく、隊長級だったのか。まぁ、そうだろうな。この迫はく力りよく、只ただ者ものではない）

　そんなことを思いながらゲッツェは挨あい拶さつを返した。

「レムリガス将軍の副官を務めているゲッツェです。以後、よろしくお願いいたす」

　ゲッツェが頭を下げると、フレイヤとグラゥクスも、改めて丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「では、将軍のところへ案内してもらおうか」

「こちらでございます」

　ゲッツェは警護の兵のあいだを縫ぬって歩き出した。

　双そう方ほうとも会見場へ連れてくる兵は百五十名までと決めていたからリエンツェ州側の兵もそれほど多いわけではないが、完全武装の兵の前を歩いて行くわけだから、皇子に従うフレイヤもグラゥクスも、緊きん張ちようしないわけにはいかなかった。
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　二人の緊張とは対照的に、歩を進めるサイファカールの足取りには余よ裕ゆうがあった。

　幔まん幕まくで区切られた通路を歩いていたゲッツェは、やがて最も大きな天幕の前で足を止め、出入り口に立っている兵に声をかけた。

「サイファカール殿でん下かがご到着なされた」

　その声を受け、警護の兵は天幕の中に向かって大声で呼ばわった。

「サイファカール殿下、ご到着いたしました！」

　すぐに出入り口の垂れ幕が捲めくれ、一人の男が外に出てきた。

　ひときわ立派な鎧よろいを着用しているその男こそ、リエンツェ州の長官、将軍レムリガスである。

　平均的な男子よりも少し背が高いといった程度で、体格的にはそれほど目を引くこともない。

　髪かみは短く刈かり揃そろえていて、顔つきも穏おだやか。

　周囲の人間を圧するような迫力は感じない。

　けれど目つきだけは鋭するどく、瞳ひとみには油断のならない光を湛たたえていた。

「ようこそおいでくださいました、サイファカール殿下」

　現れたレムリガスは深々と腰こしを折った。

「野の天てんではなんですから、中へどうぞ」

　レムリガスは一歩、身を引いて、出入り口を指し示した。

　サイファカールも、さすがにここでは真っ先に天幕へ入ろうとしない。

　中には何人の兵がいるのかわからない。

　最悪の場合、剣けんを抜ぬいて皇子を待ち構えているかもしれない。

　その可能性はほとんどないと思うものの、レムリガス側が設営をしてここで待っていたとなると、何か細工を施ほどこしてあるという可能性を排はい除じよするべきではなかった。

　サイファカールが先頭に立って中に入るのは迂う闊かつすぎる。

　むしろ先頭に立って中に入ろうとしたら、レムリガスは失望するだろう。

　まずは総大将の安全を図る。

　それは戦時に於おいては基本中の基本だ。

　ここではサイファカールは、総大将に相応ふさわしい慎しん重ちようさと用心深さをレムリガスに見せる必要があった。

　サイファカールはフレイヤとグラゥクスに向かって目配せしてきた。

　中へ入って安全を確かめるように、という意味だ。

　すぐに両名がサイファカールの前へと進み出た。

「露つゆ払はらいをさせていただきます」

　レムリガスに向かってフレイヤがそう言うと、彼は鷹おう揚ように頷うなずいた。

　下へ手たをすると礼を失した態度と受け取られかねないが、レムリガスは、俺を疑っているのか!?　などと腹を立てたりしない。

（殿下が真っ当な判断力の持ち主でよかったわ）

　と思うだけだった。

　彼は些いささか皮肉っぽく応こたえてきた。

「どうぞ。思う存分、中の安全を確かく認にんしてください」

　それでサイファカールのほうも、自分が中の安全を確認したいと思っていることをレムリガスが認めた……ことを知った。

　サイファカールとレムリガスのあいだでは、会談が開始される前からすでに丁々発止のやり取りが行われていたのだった。

　リリィ辺りがこの場にいれば、なかなか愉ゆ快かいな腹芸の応おう酬しゆうじゃのう、と笑ったかもしれない。

　進み出た二人はグラゥクス→フレイヤという順番で前後に並び、グラゥクスが天幕の入り口の垂れ幕を捲った。

　二人はいつもの得え物ものを持っていない。
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　二人の得物は仰ぎよう々ぎようしすぎて「皇子と州長官の友好的な会談」の場には、あまり相応ふさわしくない。

　フレイヤは普ふ通つうの槍やりを持っているだけだし、グラゥクスもやや大ぶりの剣を腰こしに吊つるしているだけだった。

　親衛隊長であるフレイヤではなくグラゥクスが先に立っているのは、最悪の場合を考えてのことだ。

　もし天幕に入った途と端たん、中の兵士から攻こう撃げきを受けた場合、たとえば矢を射られたとき、フレイヤ→グラゥクスの並び順だと、二人ともが矢を受けてしまう虞おそれがある。

　だが、グラゥクス→フレイヤの順なら、矢はグラゥクスの巨体に遮さえぎられ、フレイヤには届かない。

　仮にグラゥクスが負傷しても、無傷のフレイヤによる反撃が利きくというわけだ。

　歴戦の兵つわものであるフレイヤとグラゥクスのこと、そのくらいはいちいち話をしなくても、阿あ吽うんの呼吸でわかり合っていた。

　ゆっくりと垂れ幕を捲ったグラゥクスは、慎重に上半身を天幕に入れ、中の様子を窺うかがう。

（中の兵士は事前の約束どおり二十名……か。剣を抜いている者はいない。とくに殺気も感じない。ほかに隠かくれている奴やつもいないな）

　それだけを素早く確認したグラゥクスは、背後のフレイヤに向かって、問題はない、と目配せをし、そのまま歩を進めた。

　彼の巨体が天幕内に消えると代わってフレイヤが入り口まで進み、垂れ幕を捲ったまま、半身になってサイファカールのほうへ顔を向けてきた。

「皇子様、どうぞお入りください」

　それからフレイヤは、皇子の背後に居並んでいる兵に向かって手を挙げ、叫さけんだ。

「二十名、皇子様に続け！」

　予あらかじめ指名しておいた兵が二十名、進み出てきて皇子の背後に整列した。

　サイファカールはレムリガスとゲッツェに軽く手を挙げると、軽い足取りで歩を進め、フレイヤに続いて入り口を潜くぐった。

　そのあとから二列縦隊になった二十名の兵が、整然と歩を進め、天幕内に入っていく。

（なるほど、殿下もその臣下も、なかなかのものだ）

　サイファカールや臣下の挙動をさり気なく観察していたレムリガスは大いに感心した。

（ゲッツェの言葉に間ま違ちがいはない。殿下は虚うつけ皇子なんかじゃないことははっきりした。だが、虚けじゃないというだけでは味方にはなれない。さあ、俺に切れ者だというところを見せてくれ。俺が味方したくなるような話を聞かせてくれ）

　内心密ひそかにそんなことを思いながら、レムリガスはサイファカールを追って天幕の中に入っていった。
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　大天幕の中央に大きな長卓たくが置かれている。

　その長卓を挟はさんで右側にサイファカール、フレイヤ、グラゥクスが腰を下ろし、左側にはレムリガス、ゲッツェ、そしてリエンツェ州軍団の軍団長筆頭格であるガイゥスという男が腰を下ろした。

　サイファカールは軽装鎧を着用している。

　それ以外の五人は、さすがに兜かぶとこそ被かぶっていなかったが、完全武装の出いで立ちだった。

　それぞれの背後には二十名の兵が直立不動で居並んでいる。

　いったん腰を下ろしたゲッツェが立ち上がって、開会の口上を述べた。

「では、先帝陛下の第六皇子であるサイファカール殿下と、リエンツェ州長官である将軍レムリガスの会談を始めさせていただこうと思います。進行は、このゲッツェが務めさせていただきます」

　そう言って、ゲッツェはサイファカールに向かって深々とお辞儀をした。

　それに対してサイファカールは軽く右手を挙げて挨拶を返す。

「ああ、よろしくお願いするよ、ゲッツェ」

　ゲッツェはもう一度、軽く頭を下げると、

「我が主人、レムリガスから殿下にお話がございます」

　と言って将軍を指し示した。

　サイファカールが鷹おう揚ように頷くと、ゲッツェは静かに着席し、代わってレムリガスが立ち上がった。

「此こ度たびはロキシーヌ殿下の謀む反ほんをさしたる戦いくさもせず鎮しずめてしまわれたそうで、祝しゆう着ちやく至し極ごくでございます」

　サイファカールとしては、よかったとも目め出で度たいとも言えないので、

「う～ん、祝っていいのかどうかは微び妙みようだけどね」

　と応えるに留とどめておいた。

　それに対してレムリガスは、

「ご謙けん遜そんなさいますな」

　と言ってきた。

「此度の謀反鎮ちん圧あつで、殿でん下かは満天下にその名を知らしめた。その存在を示された。それこそが目出度きことではございませんか？」

　皇太子のために働いているという立場を取るサイファカールは、彼のこの言葉には頷けない。

　絶対に頷いてはいけない。

「そんなことはないさ。このくらいのことは誰だれでもする。ミラニエゥスの兄上やチチェリアーナの姉上なら、もっと上う手まくやったと思うな」

　ミラニエゥスはともかく、チチェリアーナ皇おう女じよにならできると思っているのはサイファカールの本音だった。

「あるいは、そうだな、ビルダバルダス上将軍辺りなら、間かん髪はつを容いれずに叩たたき潰つぶしていたんじゃないかな。もっとも彼は今、東へ向かってしまったようだから、駆かけつけたくても駆けつけては来られないだろうけど」

　すでにビルダバルダスが帝てい国こくの領域外に討うって出ていることを摑つかんでいるサイファカールは、ここでその名を出してみた。

　つまり、レムリガスがどこまで情報を把は握あくしているか探さぐってみようというわけだ。

　それに対してレムリガスは、知っているとも知らないとも言わない。

　が、何も反応を見せないところを見れば、その情報は入手しているのだろう。

（レムリガス、周囲の情勢の変化に置き去りにされているわけではないようだね。それがわかっただけでも一安心だ）

　自分のことだけを考えて周囲の情勢を探ることをしない人間は、部下として使うならともかく、組む相手としては心こころ許もとない。

（さすがに親おや父じ殿どのの下したで手て柄がらを立てて将軍に昇のぼり、州の長官を任されただけのことはある……ようだね）

　会談の開始早々、サイファカールとレムリガスは互たがいの腹を探り合い、互いの人間性を測り合うというジャブの応酬をしているわけだが、この場でそれに気づいているのはゲッツェだけだった。

「いやぁ、ビルダバルダス上将軍の仕事が早いのは確かだと思いますが、殿でん下かも負けてはいないと思いますぞ」

「そんなことないって。負けてる、負けてる」

　二人は互いの顔を見やりながら、あっはっはっ、と笑った。

（狐きつねと狸たぬきの化かし合いって奴だな、これは）

　ゲッツェは苦く笑しようしそうになる自分を必死で抑おさえた。

「それはさておいて。いずれにせよ殿下のおかげでアンブロウ州及および周辺諸州が大混乱に陥おちいるのは阻そ止しできたわけですから、リエンツェ州長官のわたしとしましては、殿下にお礼を申し上げておきたいのです」

　立ち上がったレムリガスは、サイファカールに向かって深々と低頭した。

「ありがとうございます」

「気にしなくてもいいよ。僕は当然のことをしたまでだからね」

（いやいや、ロキシーヌ殿下の挙兵に便乗して、ちゃっかり州都を奪うばってしまうなんて、当然のことじゃないだろ）

　という思いは微み塵じんも感じさせず、レムリガスは静かに腰こしを下ろした。

　腰を下ろしたレムリガスに向かってサイファカールは、それよりも、と言った。

「将軍が西半分を素す早ばやく押さえてくれたおかげで、アンブロウ州が周辺諸州から草くさ刈かり場になることは防げそうだ。そのことに関しては僕のほうからも礼を言っておきたい」

「あ、いえ、それは殿下のご教示に従ったまでですので」

「いやぁ、ここまで素早く、しかも武力を使わずに押さえてしまうなんて、それこそ簡単にできることじゃないでしょ。将軍と将軍の配下の有能さに僕は感じ入ったよ」

　サイファカールの言葉にガイゥスは喜色を浮うかべているが、ゲッツェは少しばかり辟へき易えきした気分になる。

（探り合いはもういいから、殿下も将軍も本題に入ってくれないかな）

　そう思ったゲッツェは、レムリガスに顔を寄せ、そっと囁ささやいた。

「将軍、そろそろ本題に入られたほうが」

「おお、そうだな。あまり時間もないことだし、そろそろ肝かん心じんの話に入るか」

　なんとなくサイファカールのペースに乗せられている気がしていたレムリガスは、ちょうどいいとばかりにサイファカールに向き直った。

「殿下」

　レムリガスは真しん剣けんな眼まな差ざしをサイファカールに注いできた。

　サイファカールも真ま面じ目めな顔になって将軍の顔を正面から見み据すえる。

「何かな、将軍」

「殿下はこのあと、如何いかがなされるおつもりですか？」

「それはどういう意味だろう？」

（しらばっくれるなよ）

　と思いながらも、レムリガスは言葉を継ついだ。

「ですから殿下のこの後の方針をお聞かせ願いたいのです。あくまで皇太子殿下のために動かれるのか。それとも別の動きをなされるのか」

　レムリガスの言う「別の動き」とは、サイファカールが自分自身のために動くのか、ということだ。

　要するに将軍は、サイファカールが二代目皇こう帝ていの座を狙ねらうつもりなのか、ということを訊きいている。

　元よりサイファカールはそのつもりだが、それをここで将軍に披ひ露ろうするのはまだ早い。

　だから彼は、

「もちろん僕は帝国の安あん寧ねいのために動くつもりだよ。皇太子のために動けば、そのことが帝国の安寧に繫つながるんだからね」

　と言って、すっとぼけた。

　サイファカールからすれば、噓うそを吐ついてレムリガスを騙だましたわけではない。

　彼の言葉の含がん意いを探れば、皇太子のために動くことが帝国の安寧に繫がらないのなら、皇太子のために動くことはない……とも取れるのだから。

　ただ、果たしてレムリガスがそこまで深読みしたかどうか。

　将軍は眼光鋭するどくサイファカールの顔を見つめ、なおも重ねて訊いた。

「では、向こう後ご、具体的にどうされるおつもりなのですか？　軍勢を率いて帝都に馳はせ参じると仰おつしやいますか？」

「いや、それはしないよ。そんなことをすれば叛はん意いありと疑われてしまう」

　そうですね、と応こたえたレムリガスは、少し焦じれたように上体を乗り出してきた。

「では、どうされるのです？」

「東辺境州と、結果的に僕が預かることになったアンブロウ州の東側を上手く治めていくだけだよ。それが帝国の安寧に繫がるわけだから」

（結果的に預かった、か。上手いこと言いやがるな、殿下は）

　奪とろうと思って奪ったわけではない。

　ロキシーヌの謀反を鎮圧した結果、たまたま自分が治めることになっただけ。

　それがサイファカールの言い分ということだ。

（言い分というか、帝都への言い訳だな。俺もそれでいくか）

　ロキシーヌの謀反とその鎮圧を受けて、帝都の側は果たしてどう出るか。

　今のところレムリガスには読めていない。

　が、少なくとも謀反の事実はもう帝都にも知られているはずだから、いずれ鎮圧の軍を送ってくるのは間ま違ちがいないだろう。

　そのとき鎮圧軍は、ふつうに考えればリエンツェ州を通過することになる。

（そのときどう対応するか。難しいな。それに。すでにロキシーヌ殿下がアンブロウ州を捨ててどこかに逃にげ去ったことを知ったとき、鎮圧軍はアンブロウ州を接収しようとするだろうか。俺やサイファカール殿下が預かっている街を差し出せと言ってくるだろうか。言ってくるだろうな。そのときにどうするか）

　レムリガスも馬ば鹿かではない。

　その辺りは何度も考えたことがある。

　しかし、結局、結論は出ないままだった。

　帝都の側が優勢なら、支配下に置いたアンブロウ州の西側を差し出せば、皇太子や宰さい相しようの覚えは目め出で度たくなるだろう。

　けれど、万が一、皇太子が非勢に陥れば。

　皇太子以外の誰かが帝都の側の軍団を討ち破ったりすれば。

　早々にアンブロウ州を差し出したレムリガスは、その誰かに皇太子一味だと見なされて攻せめられる虞おそれがある。

　攻められないまでも、心証は悪くなる。

　もしもその人物が帝国を継いだら。

　レムリガスの本ほん拠きよ地ち、リエンツェ州を取り上げられるかもしれない。

　州替がえになるかもしれないし、降格されるかもしれない。

　最悪、追放という事態だって考えられる。

　帝国はすんなりと皇太子の物になるのか。

　それとも別の誰かの物になるのか。

　そもそも後こう継けい者しや争いをしているのは誰と誰なのか。

　現状、レムリガスが把握しているのは、北方にいたミラニエゥス皇子が決起したらしいということと、ミコノス兄弟が怪あやしい動きをしているらしいということくらいだった。

　ビルダバルダス上将軍も皇太子に付くことをしなかったらしいが、彼は帝位を継ぐことなど望まず、帝国の域外へと軍団を進めてしまった。

　彼の場合、後継者争いに名乗りを上げたとは言えないだろう。

　チチェリアーナの動向はレムリガスのところにも伝わってきていないが。

（あのじゃじゃ馬皇ひ女めが黙だまって皇太子殿下に従うとも思えない。今いま頃ごろはもう起たち上がっているかもしれない）

　チチェリアーナが起てば、皇太子にとって最大最強の敵となるだろう。

　とはいえ、チチェリアーナの本拠地はリエンツェ州からは遠すぎる。

（いったい俺は誰につけばいいのか。どうにも判断材料が少なすぎるのが悩なやましいところだな。やはり二代目にいちばん近い場所にいる皇太子に恩を売っておくのが常道かな）

　しかし、そうなるとサイファカールをどう扱あつかえばいいのかが、また悩ましい。

（のらりくらりと本心を見せないまま立ち回り、いつの間にかペリージア州のドゥールドォールを味方に引き込み、国くに境ざかいを越こえて侵しん攻こうしてきた騎き馬ば民族五万を押し返したサイファカール殿下。只ただ者ものじゃないのはわかる。だが、何を狙っているのかがわからない。本気で帝国を奪とろうと思っているのか。それとも……）

　自分から話を始めておきながら沈ちん思し黙もつ考こうに沈しずんでしまったレムリガスに、サイファカールは静せい謐ひつな視線を注いでいた。

（悩んでいるようだね、レムリガス。でも君は悩んでくれていいんだ。悩んでいるあいだは僕の敵に回らないだろうからね）

　サイファカールとしてはレムリガスを味方に引き込みたいところではある。

　しかし「同盟を」などと言い出せば、その時点で自分が帝国を狙う気があることを宣言するようなものだ。

（それはまだ時じ期き尚しよう早そう。後継者争いに名乗りを上げるには、まだ兵力が足りない）

　それがサイファカールの判断だった。

（もうじき帝都の側がロキシーヌ鎮圧軍を送って寄よ越こすだろう。もう少し。もう少し時間がほしい。もう少し時間を稼かせげれば、鎮圧軍が遠えん征せいしてきてもなんとかするだけの準備ができるんだけど）

　すでにサイファカールは、ロキシーヌの謀む反ほんを鎮圧するために帝都の側が遠征軍の準備を進めていることを把は握あくしている。

　第だい一いち陣じんの兵力は四、五万になりそうだという情報も得ている。

　三万を超こえる反乱軍──今はもうどこにもいないのだが──を鎮圧するには些いささか頼たよりない数字だ。

　となると。

（第二陣があるのか、それとも途と中ちゆうの州で、その州の兵力を併あわせて兵力を増やすのか）

　そのどちらかだろうと、サイファカールはそこまで読んでいる。

（あるいは、その両方ということも考えられるな。いずれにせよ、遠征してくる軍団は、途中でロキシーヌ逃とう亡ぼうの報に接するはずだけど、そこでどうするか。おとなしく引き返してくれれば万ばん々ばん歳ざいだけど、そう都合よくはいかないだろうな。アンブロウ州がどうなっているかを確かめようとするだろうし、遠征軍の武力を背景にアンブロウ州を支配しようとするかもしれない。いや、するだろう）

　遠征軍が何事もなくアンブロウ州にまで進んできてしまえば、サイファカールとしても東半分を返さざるを得ない。

　そしてそれはレムリガスにしても同様だ。

　とはいえ、遠征軍がやって来るまでにはまだ時間がある。

　それまでに、どれだけアンブロウ州の住民を手なずけることができるか。

　そこが勝負の分かれ目だとサイファカールは思っている。

　だからこそ時間がほしかった。

　自分の政治を浸しん透とうさせる時間が。

　アンブロウ州の住民からの支持を獲かく得とくするための時間が。

　遠征軍に対たい抗こうするための策を仕込んでおく時間が。




　ではサイファカールは、遠征軍に対抗するための策をどこで仕込もうとしているのか。

　東辺境州軍団に加え、ペリージア州軍団とリエンツェ州軍団を合わせて対抗しようというのか。

　けれど、現状、それは無理な相談だった。

　今はサイファカールが作り出した流れに乗ってサイファカールの味方をしているドゥールドォールだが、彼はあくまで「皇太子のために働くサイファカール」のために動いているにすぎないのだ。

　皇太子が送って寄越した鎮圧軍と事を構えようとしたとたん、彼はサイファカールの下もとから離はなれていく。

　どころか、サイファカールの敵となって立ちはだかるだろう。

　ペリージア州軍団が離れれば、利に聡さといレムリガスも離れていくだろう。

　今のところ、ドゥールドォールは理によって、レムリガスは利によって、サイファカールに協力しているだけなのだ。

　理が壊こわれれば。

　利が失われれば。

　二人はサイファカールの味方ではなくなる。

　最悪、敵に回る。

　それを避さけながら鎮圧軍をあしらうことが必要になる。




　いったいサイファカールは、何をどうすることによって鎮圧軍をあしらい、アンブロウ州の支配を確固たるものにしようとしているのか。

　それが判明するのは、もう少し先になる。
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「どうかしたのかな、レムリガス将軍」

　サイファカールの穏おだやかな呼びかけ声にレムリガスは我に返る。

「あ、いや、これは失礼いたしました。つい考え事を……」

「考えたくなるのは、まぁ当然だね。最近は僕も、いつも考えているよ。どうしたらこの騒そう乱らんを上手く収めて帝国の安あん寧ねいを取り戻もどせるのだろうかということを。臣民に平和な暮らしをもたらすことができるのだろうかということを」

「そうですね。殿でん下かの仰おつしやるとおりです」

「ところで、将軍」

　サイファカールの眼光に鋭するどさが増した気がして、レムリガスはほんの少し頭を引いた。

「なんでしょうか、殿下」

「僕が送った使節団の正使を歓かん迎げいしてくれているそうだね」

　レムリガスの顔が強こわばった。

「え……ええ、殿下のご使者ですから、それはもう精せい一いつ杯ぱい、贅ぜいを尽つくして歓かん待たいさせていただいておりますよ」

　いきなり予想外のところへ話題を振ふられて虚きよを衝つかれたレムリガスは、しどろもどろになっている。

　サイファカールは畳たたみかけるように言葉を継ついだ。

「そろそろ彼女を戻してほしいんだけど、どうだろう」

「あ、ええ、それは、その」

「歓待も度を過ぎると何か勘かんぐられかねないし。ね？」

「もちろん、何かを考えて使者殿どのを留とどめておいたわけではありません。充じゆう分ぶんに歓待させていただきましたし、そろそろ解ほ……お引き取り願おうかと思っていたところです」

　手元に置いておけばサイファカールとの取引材料に使えるかもしれない、と思ってステラステラを軟なん禁きん同然に遇ぐうしていたレムリガスは、冷ひや汗あせを流しながらそう応こたえた。

　応えたあと、内心で、ちっ、と舌打ちをした。

（くそ。完全に殿下のペースに乗せられてるな。もう少し手元に置いておけば、まだ何かに使えたかもしれないのに。いや、しかし。やり過ぎると殿下を敵に回しかねない……か。このお方は思った以上に油断のならない人物だ。取り扱いには注意したほうがいい。本人だけでなく、その臣下も）

　レムリガスは強ばった表情を無理やり緩ゆるめ、ぎこちない笑えみを浮うかべながら応えた。

「自分が州都まで戻り次し第だい、使者殿にはお帰りいただきますので、どうかご心配なく」

「そうか。よろしくお願いするよ。何しろ彼女は先帝陛下が僕に付けてくださった教育官だから、彼女に何かあると、僕は先帝陛下に顔向けできなくなってしまう」

　そう言ってサイファカールはにこやかに笑ったのだが、レムリガスは肌はだが粟あわ立だつような感覚を覚えた。

（不ま味ずい不味い。先帝陛下を持ち出されたら俺も言い訳が利きかないわ。それに先帝陛下が付けて寄越したってことは、水面下で宰さい相しよう辺りと繫つながってるのかもしれないしな。やはりもう潮時……かな）

　戻り次第、ステラステラを解放しようと、レムリガスは決意した。

「さて、将軍」

「あ、はい」

「将軍と会って話ができて、じつに有意義だった」

「はい、それはこちらも同じであります」

「とにかく今は下へ手たなことを考えずに」

　サイファカールはじっとレムリガスの目を見て言った。

「預かったアンブロウ州をよくまとめることを第一に行動するべきだろうね」

「……さようでありますね」

「そのうち、必ず新たな動きがある」

「はい？」

「そのときには、また話し合おうよ」

「あ……ええ」

　要領を得ない顔でレムリガスは小さく頷うなずいた。

「それまでは現状維い持じ。そうだよね？」

　それでレムリガスにもピンときた。

（現状維持。要するにアンブロウ州は、このまま二人で分割して治めていこうと殿下は仰っているわけだな。俺に異論はないが）

　新たな動きが何のことかよくわからないが、たぶん遠征軍のことだろうとレムリガスは当たりをつける。

（そうだな。いよいよとなれば皇太子殿にアンブロウ州をお返しすればいいだけだ。もし上う手まい算段が見つかれば、そのまま支配できるかもしれない。皇太子と宰相の足あし下もとに火が点つくようなら、開き直って居座るという手もある。もう少し様子見。そういうことだ）

　と自らを納なつ得とくさせたレムリガスは、サイファカールに向かって大きく頷いた。

「殿下の仰るとおりですね。現状を維持してアンブロウ州の混乱を鎮しずめることが大事です。ロキシーヌ殿下がいなくなったことを知った周りの虎こ狼ろうが掠かすめ取ろうと狙ねらってくるかもしれません」

「そう、そこが大事だよね。アンブロウ州を誰だれかに奪とられたりしたら一大事。最悪、周辺諸州にも戦乱の火の手が上がってしまう」

「で、ありますね」

「では、今日のところはそういうことで」

　と言ってサイファカールが立ち上がると、レムリガスとゲッツェも急いで立ち上がった。

「わざわざありがとうございました、殿下」

「お疲つかれ様でございました、殿下」

　二人がサイファカールに向かって頭を下げると、皇子は機き嫌げんよさそうな声で応じた。

「これでお隣となりさん同士になったんだ、これからもよろしく頼たのむよ、将軍。ゲッツェも」

（お隣さんか。たしかにそうだな。それも州しゆう境ざかいを接したとかでなく、言わばひとつの家を分けて暮らすようなものだからな）

　それが果たして今後の自分にどんな影えい響きようを及およぼすのか、レムリガスはわからなかった。
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（それにしても）

　サイファカールと共に天幕から出ていきながらレムリガスは思った。

（結局、このあと殿下が何をされるつもりなのかを聞けないままだったな。最初から最後まで殿下に振り回されただけで終わったような気がしないでもないが。まぁ、直じかにお目にかかって話ができただけでも良しとするか）

　会談場所から去っていくサイファカールと彼の臣下や兵を見送りながら、レムリガスはこのあとやるべきことに思い巡めぐらせていた。

（まずは支配下に置いたアンブロウ州西半分の仕置き。各都市に置く執しつ政せい官かんの人選、守備部隊の選せん抜ばつと隊長の指名。皇太子殿下への報告も忘れては駄だ目めだ。その際は帝てい都との様子を探さぐってくる必要がある。ただ単に報告書を持たせればいいってもんじゃない。使者の人選も大事だ。あとは、ミラニエゥス殿下の軍勢の動向だな。どれほどの兵数でどこまで迫せまってきているのか。まったくやるべきことが山積だ。そして、そのすべてが難題だ）

　レムリガスはやれやれと頭かぶりを振る。

（あの皇帝陛下が死んじまうなんてな。今でもまだ信じられない気分だ。陛下がもう少し長生きしてくだされば、俺もこんなに悩なやまないで済んだのに）

　自分で考え、自分で決断し、自分で行動する。

　それがこんなに大変なこととは、レムリガスは知らなかった。

　彼は改めてロムニエゥス一世の偉い大だいさに思いを馳はせるのだった。

（いや、先帝陛下の思い出に浸ひたっている場合じゃねえ。俺にはやらなきゃならないことが山ほどあるんだ。早くリエンナーレへ戻って……あ！）

　レムリガスは、やらなくてはならないことがもう一つあるのを思い出した。

（そうだった。使節団の正使、ステラステラを解放しなくちゃならないんだった。しかもただ解放するだけでは駄目だ。戻ったあの女が殿下に報告する際に非難されない程度にはこちらの心証をよくしておかないと。なんといっても歓待するために残っていただいたんだからな。戻ったら本気で歓送の宴えんでも催もよおすか。それなりの手て土産みやげも持たさないといけないな。あぁもう、本当に面めん倒どうくさいったらねえわ）

　戦場で敵の矢をかいくぐって突とつ撃げきするほうが、考えないでいい分、ずっとマシだと思うレムリガスだった。




　ゲッツェ以下の幹部を呼び集め、アンブロウ州西半分の支配を確実にするための諸策を命じたレムリガスは、ゲッツェを臨時占せん領りよう統治官に指名し、彼に二個軍団を付けた。

　わざわざ「臨時」と謳うたったのは、あくまで緊きん急きゆう避ひ難なんの措そ置ちだということを周辺の諸州や帝都に示すための方便だ。

（ゲッツェに任せておけば、上手くやるだろ。サイファカール殿下の覚えも目め出で度たいようだし、殿下とも上手くやり取りしてくれるだろ。とりあえずはアンブロウ州兵の武装解除を進めさせないとな）

　レムリガスの意識ではアンブロウ州の西半分は「占領した」ことになっている。

　占領地で地元の兵士に武器を持たせたままでは反はん抗こうされる虞おそれがある。

　だから武装解除が必要だ、と彼は思うのだが、それはじつに常識的な考え方だった。

　アンブロウ州の東側は「自分が治める領地」になったと考えるサイファカールと、そこが違ちがうところである。

　この差がアンブロウ州の今後の動向に意外なほど大きく作用してくるのだが、この時点では、レムリガスはもちろん、サイファカールにも予想できていない。

　それからレムリガスは大隊長のケーニッシュを指名し、北方の偵てい察さつを命じた。

「北方の、でありますか？」

「そうだ。北方がどうなっているかを探ってこい。誰とは言わないが、盛さかんに動いている人もいるみたいだからな」

　という将軍の言葉で、ケーニッシュにもピンときた。

（将軍が気にされているのはミラニエゥス殿下だな。これまでも州都に何度か使者が来ていたようだし）

　ケーニッシュは背筋を伸のばして、は！　と応えた。

「我が大隊は北方の様子を探ってまいります」

「周りの州と悶もん着ちやくを起こすなよ。つまり、隠おん密みつ行動だってことだ」

「は。周辺諸州と揉もめないよう密ひそかに探ってまいります」

　さらにレムリガスは追加で幾いくつかの指示を出し、今後の展開に備えて周しゆう到とうに手を打ったあと、自分の軍団を率いて州都リエンナーレへと引き揚あげていった。




　リエンナーレでは、意外な人物がレムリガスを待ち受けていた。
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　レムリガスは部隊を引き連れて州都リエンナーレへ戻もどる途と次じで、留守を任せていた執政官代理ゲントゥスが送って寄よ越こした急使を迎むかえた。

「なんだと!?　ミラニエゥス殿でん下かからの使節団が州都へ!?」

「さようでございます。しかも、使節団の正使はミラニエゥス様の腹心、サリナス侯こうセフィールド殿どのでございます」

「サリナス侯!?　ミラニエゥス殿下の重臣中の重臣じゃないか」

「そのサリナス侯が『レムリガス将軍が戻るまで待たせていただく』と仰おつしやっておりまして。ゲントゥス様も対応に困りまして、至急、レムリガス様にご連れん絡らくをということで、わたくしを遣つかわされたのであります」

（これまでに送って寄越した使者とは格が違うぞ。そのサリナス侯が、俺の帰りを待つと言ってるだと？　あり得ないだろ、そんなこと。いったいどういうことだ？）

　レムリガスは大いに訝いぶかしんだが。

（いや、考えている場合じゃないな。本当にサリナス侯本人が来ているなら、これまでのように文書だけ受け取ってお引き取り願うってわけにもいかない。戻って、俺が直じかに応接に当たらないと）

　レムリガスは直率の騎き兵へい二百に加え、軍団の騎兵から二百を抜ぬき、合わせて四百の騎兵を率いてリエンナーレへ急行することにした。

（ミラニエゥス殿下の重臣が自ら出馬って、どういうことだ？　いったい俺にどんな話を持ってきたんだ？）

　馬を駆かけさせながらも、レムリガスは気が気ではなかった。
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　リエンナーレへ帰り着いたレムリガスは、馬から下りるのももどかしく、数名の腹心を引き連れて迎げい賓ひんの館やかたへと駆け込んだ。

　館に幾つかある応接の間まの一つに、サリナス侯セフィールドはいた。

　大理石の床ゆかの上に西方から移入した厚手の絨じゆう毯たんが敷しかれ、部屋の中央には革かわ張ばりの大きな長なが椅い子すが置かれている。

　天てん井じようから吊つった凝こった意い匠しようの装そう飾しよく灯では何十本もの蠟ろう燭そくが眩まばゆい光を放って燃えていた。

　高価な絹製の布が張られた壁かべには珍ちん奇きな動物の頭部の剝はく製せいが飾かざってあり、壁かべ際ぎわには硝子グラウスが嵌はまった飾り棚だなが置かれ、宝石を象ぞう眼がんされた剣けんや盾たてがその中に収められている。

　質しつ実じつ剛ごう健けんを宗むねとするレムリガスにしては豪ごう奢しやな雰ふん囲い気きの部屋だが、州の長官ともなれば贅ぜいを凝らした雰囲気を好む貴人が訪おとずれることもある。

　この部屋はレムリガスなりの気配りの産物だった。

　そんな応接の間の長椅子に、その男は寛くつろいだ様子で座っていた。

　彫ほりの深い顔立ちに碧へき眼がん、肩かたまで垂らした軽くうねった金きん髪ぱつ。

　身に着けている衣い装しようも、絹製と思われる上着に上質のフランネル製筒つつ袴ばかま。

　履はいている長なが靴ぐつは鞣なめし革がわで作られているのだろう、柔やわらかそうで光こう沢たくがあった。

　座っているから正確なところはわからないが、身長も平均よりずっと高そうだ。

　見た目からして、いかにも貴公子然としている。

（あれがサリナス侯セフィールドか）

　凡ぼん庸ようなミラニエゥス皇子に付けておくにはもったいないほど優すぐれた家臣が何人かいるという噂うわさをレムリガスは聞いたことがある。

　サリナス侯セフィールドは、そのうちの一人だった。

（なるほど、まだ若いが、たしかに出来そうな男だな）

　部屋の入り口で一礼したレムリガスは、頭を上げると部屋に足を踏ふみ入れた。

　副使と思おぼしき男が、少し離はなれた場所に置かれた一人掛がけ用の椅子に腰こしを下ろしている。

　彼はセフィールドと違って姿勢正しく座っていた。

　五名の護衛兵が部屋の片かた隅すみに控ひかえている。

　帯剣したままだが、サリナス侯の護衛ということで、執しつ政せい官かん代理のゲントゥスは、剣を携たずさえたままの入室を認めたのだ。

　レムリガスに続いて、彼の幕ばく僚りようと十名ばかりの衛兵が入室してきた。

「サリナス侯セフィールド殿ですね。わたしがリエンツェ州長官レムリガスです」

　セフィールドの前まで進み出たレムリガスは、もう一度、頭を下げた。

　将軍を見上げたセフィールドがゆっくりと立ち上がった。

　同時に副使と思しき四し十じゆう絡がらみの男も立ち上がる。

「初めまして、レムリガス将軍。わたしがセフィールド。あちらが副使のドリストゥ」

　セフィールドに紹しよう介かいされ、副使ドリストゥは深々と腰を折った。

「副使を務めさせていただいておりますドリストゥでございます」

　レムリガスはドリストゥに対して頭を下げてからセフィールドに向き直り、またも頭を下げた。

「長々とお待たせしてしまって申し訳ありません」

　セフィールドはにこやかな笑えみを浮うかべて右手を振ふった。

「いえいえ。こちらが勝手に押しかけてきて勝手に待たせてもらっているのです。将軍が気になさることはありませんよ」

　などと言うセフィールド、顔はにこやかだが、眼光の鋭するどさが並ではない。

　油断のならない男だぞ、とレムリガスの警けい戒かい心しんが募つのるが、そんなことはおくびにも出さないまま、

「どうぞ、お掛けになってください」

　とセフィールドに呼びかけた。

　セフィールドが長椅子に腰を下ろすと、レムリガスはその対面の椅子に座る。

　二人が座るのを見て、副使のドリストゥも腰を下ろした。

　レムリガスの幕僚はやや離れた場所の従者用の椅子に座り。

　背後の衛兵は部屋の隅まで下がると、直立不動の姿勢で動かなくなった。

　レムリガスは侍じ女じよを呼んでお茶のお代わりを淹いれるように命じた。

　侍女が立ち去ると、レムリガスはセフィールドに向き直り、さて、と口を開いた。

「セフィールド殿、本日はどのようなご用件でいらっしゃったのでありましょうか」

「決まっているではないですか」

　セフィールドは極ごく上じようの笑みを浮かべて言った。

「実力者レムリガス将軍に是ぜ非ひとも誼よしみを通じたいと思われたミラニエゥス殿下がわたしを派は遣けんされたのですよ」

　セフィールドの目に、意地の悪そうな光が点ともった。

「これまで送った使者は、みな手ぶらで戻ってきましたからねぇ」

　レムリガスはダラダラと冷ひや汗あせをかきながら愛あい想そ笑いを浮かべて応こたえた。

「いえいえ、べつにそういうことでは。ただ、こちらも周囲の状じよう況きようが混乱しておりまして、その対応に手て一いつ杯ぱいだったのでして……」

「そう、それですよ、将軍」

「あ……はい？　それとはどれでありましょうか？」

「ロキシーヌ殿下の謀む反ほん、将軍とサイファカール殿下のお二人で鎮しずめてしまわれたそうですね」

（なんで此奴こいつがそんなことを知っている!?　ロキシーヌ殿下が逃とう亡ぼうしたのは、ほんの数日前のことだろ!?）

　レムリガスが驚おどろいたのも無理はない。

　この時代、情報を早く正確に伝えるには早馬を送るくらいしか手段がないのだから、ミラニエゥス側がロキシーヌ逃亡を知るとしたら、時間的にはギリギリだ。

　ギリギリだが、不可能ではない。

　現場に居合わせた誰だれかがミラニエゥス陣じん営えいへ早馬を走らせたなら、セフィールドが知っていてもおかしくはない。

（だが、誰が早馬を走らせたというんだ？　まさかミラニエゥス殿下の側は、アンブロウ州の各地にも物見の部隊を派遣していたというのか!?）

　それなら時間的には間に合うだろうが、場所的に考えると不ふ審しんなのだ。

（いま南下を続けているミラニエゥス殿下の陣営が、わざわざアンブロウ州にまで物見を派遣したのか？　もしそうなら、かなり正確に情勢を把は握あくしていることになるが）

　実際にアンブロウ州内でミラニエゥス配下の物見の一隊とセイヤの部隊が遭そう遇ぐうして一騒そう動どう起こしているのだから、レムリガスの想像は当たっているのだが、そこまでは彼も把握できていない。

　そんなレムリガスの思いを見み透すかしたように、セフィールドはくつくつと笑った。

「なぁに、我らはいろいろなところに情報提供者を持っておりますからね。この辺りだけではありません。帝てい都との側の動きも、ある程度まで摑つかんでおりますよ」

　セフィールドの説明に、レムリガスは肝きもが冷える思いだった。

（ってことは、俺とサイファカール殿下の接せつ触しよくも、すでにこいつらの知るところとなっているのか？）

「た、たしかにロキシーヌ殿下は決起に失敗して立ち去ったようですが、しかし、それは偏ひとえにサイファカール殿下のお手て柄がらでして、自分は何もしていないのです」

「ほう」

　セフィールドの目が妖あやしい光を放った。

「将軍は何もしていないと仰りますか。それなのにアンブロウ州へ自分の兵を進めているのですね」

「っっ！」

　レムリガスは痛いところを衝つかれた。

　というより、そこまで把握されているとは思わなかった。

「いっいえ、それは、そう、我々もロキシーヌ殿下をお諫いさめしようとして兵を進めたのですが、我らが何かを為なす前にすでにサイファカール殿下によってロキシーヌ殿下の決起は失敗に終わっていたと、そういうことでありまして、我が州の兵がアンブロウ州に入っているのはそういうことであります」

　必死に言い訳をするレムリガスを、セフィールドは面おも白しろそうな顔で眺ながめている。

「決してどさくさに紛まぎれてアンブロウ州の一部を掠かすめ取ろうとしたとか、そういうわけではないのです」

　と言ってからレムリガスは、しまった！　と内心で舌打ちした。

（言わずもがなだったか？　藪やぶ蛇へびだったか!?）

「べつに将軍がアンブロウ州へ兵を進めたことを咎とがめようなどとは思っていませんよ」

　セフィールドは嗚お咽えつするように笑った。

「何しろ我々も勝手に他州へと兵を進めていますからねぇ」

「あ、そうなので、すか」

「そうですとも」

　笑みを収めたセフィールドは、真正面からレムリガスの顔を覗のぞき込んできた。

「帝国が重大な危機を迎むかえているこのときに何もしないことこそが、帝国に対する裏切り行こう為いではありませんか？」

「え、ええ、そうですね。仰おつしやるとおりだと思います」

「ですから我々も、皇太子殿どのをお助けするべく兵を動かし、帝都へ向かっているのです」

（その辺りの言い分はサイファカール殿でん下かと同じだな。そしてロキシーヌ殿下とは違ちがう。もっともロキシーヌ殿下も『皇太子打だ倒とう』とは言わずに『君くん側そくの奸かんを除く』と言ったわけだが）

　とはいえロキシーヌの場合、皇太子嫌ぎらいが露ろ骨こつすぎたから、君側の奸を除くという彼の言葉を素す直なおに信じる者などほとんどいなかったのだが。

（少なくともミラニエゥス殿下の陣営は、サイファカール殿下と同じくらいには用心深いわけだ）

「じつは我らの軍勢の一部は、すでにリエンツェ州に入っておりましてね」

　というセフィールドの言い方があまりにも自然でさりげなかったので、その言葉の持つ意味がレムリガスの脳内に浸しん透とうするのに、少し時間がかかってしまった。

（ミラニエゥス殿下の軍が俺の州に……）

「今ごろは州しゆう境ざかいに近いリジョンの街を囲んでいることでしょう」

「なぁっっ!?」

「ですから、わたしを捕とらえて交こう渉しよう材料にしようとか、わたしを殺して首をサイファカール殿下に差し出そうなどとお考えにならないほうがいいと思います。ということをご忠告差し上げておきましょう」

　レムリガスはゴクリと唾つばを吞のんだ。

（リジョンを囲むとか、いくらなんでも早すぎるだろ。それともはったりか？）

「それでも敢あえて、と将軍がお考えになるのでしたら、それはそれで致いたし方ありません。その場合、リジョンの街が灰かい燼じんに帰すであろうことは覚かく悟ごしてください」

「……」

「それに、いま将軍は二個軍団をアンブロウ州に送り込んでいるのですよね」

　セフィールドがにたりと笑った。

　それまでの慎つつましやかな笑みとは違って、底意地の悪そうな笑い方だった。

「このリエンナーレには二個軍団しかいない。救きゆう援えんに赴おもむくのも大変でしょうね」

　レムリガスは返す言葉を失っていた。

　彼の動きはセフィールドに完全に把握されているようだ。

（しかし。リジョンを囲んだと言うが、いったいどれほどの兵力を入れてきたんだ？）

　リジョンの守備隊は千に満たない。

　ロキシーヌへの応対やら、その後のアンブロウ州への派兵やらで、各都市に兵を回して守備力を増強するような余よ裕ゆうはまったくなかったのだ。

（相手が一万もいれば陥おとされるぞ。もっとも一万なら、こちらから後ご詰づめの兵を送ればなんとかなるが）

　レムリガスはセフィールドの様子を窺うかがうようにちらりと彼に視線を走らせた。

　彼の疑問を見透かしているかのように、セフィールドはわざとらしく右手を振った。

「リジョンを囲んだ兵がどれほどかは、わたしの口からは申し上げられません。どうしても知りたければ、将軍のほうで物見部隊など派遣されたら如何いかがですか。ですが、そこまでされなくても、やがてリジョンから急を知らせる伝令が駆かけ込んでくるかもしれませんね。そうすれば包囲軍がどれほどの兵力かわかりますよ」

（こいつ……）

　セフィールドの物言いに腹を立てるレムリガスだが、そんな態度を見せるわけにはいかない。

　将軍は内心で大きく舌打ちしただけだ。

「さて、以上の状況を踏ふまえてお話しさせていただくのですが、よろしいでしょうか」

（どうやらはったりじゃないようだ。こいつら、本当にリジョンを囲んでいるな。それも強きよう攻こうして陥とそうと思えば陥とせる兵力で、だ）

　どうやらレムリガスにはセフィールドの話を聞かないという選せん択たく肢しはないようだ。

　将軍は、

「リジョンの街を人ひと質じちに取られていては、いいも悪いもないようですね」

　と精せい一いつ杯ぱいの皮肉を言うことしかできなかった。

「人質とは人聞きが悪い。我らはただ兵ひよう糧ろうと水の供出をお願いしているだけですよ」

（白々しい）

　セフィールドの物言いは業ごう腹はらだが、相手が周しゆう到とうな準備をしてレムリガスの下もとを訪おとずれたというのはわかった。

　その周到さと状じよう況きよう把は握あくの確かさは、相手が頼たのむに足る者であるということをレムリガスに教えてくれた。

（ミラニエゥス殿下は頼むには些いささか頼たよりないと思っていたが、腹心たちは噂うわさどおり、いや噂以上に有能じゃないか？）

　誰に付くか、という選択では、彼の秤はかりはサイファカールの側に大きく傾かたむいていたのだが、今や反対側の皿に載のったミラニエゥスの重さが増していた。

　釣つり合あいは五分五分……とまではいかないが、レムリガスの中ではかなり拮きつ抗こうした状態になっていた。

　レムリガスは本気になった。

　本気でセフィールドの話を聞く気になった。

　彼は威い儀ぎを正すと、視線に力を込こめて相手の目を見み据すえた。

「で。セフィールド殿は、具体的にわたしに何をさせたいのでしょうか？」

　というレムリガスの問いに、セフィールドも真しん剣けんな面おも持もちになって応こたえてきた。

「その前に」

　セフィールドは素早く部屋の中を見回して言った。

「人ひと払ばらいをお願いできないでしょうか。これからお話しすることは、とても重要でかなり決定的なことになりますので。我々にとっても、将軍にとっても」

　レムリガスは瞬しゆん時じ、迷った。

　ここでセフィールドと二人きりになってもいいものかどうか。

　だが、彼はすぐに結論を出した。

　リジョンが囲まれているのなら拒きよ否ひし難がたいという事情もあったが、セフィールドが何を言い出すのか訊きいてみたくなったのだ。

（それに。こいつが隠かくし持った武器で俺を殺そうとしても、そう簡単に殺やられることなどない）

　レムリガスは戦場での指揮能力も高いが、武器を持っての戦せん闘とう力りよくも高いのだ。

　目の前の優やさ男おとこに襲おそいかかられても、確実に返り討うちにできるという自信があった。

「もちろん、こちらの衛兵も全員退出させます。武装を解除させますので、お好きな場所に閉じ込めておいてくださってけっこうです」

（そこまで言われてはな）

「わかりました」

　頷うなずいたレムリガスは、幕ばく僚りようと護衛兵の隊長に、下がって待機するように命じた。

「あの、よろしいのですか、将軍？」

　幕僚のひとりは不安そうな顔をしていたが、レムリガスはそんな彼を笑い飛ばした。

「そんなおたおたしたところをセフィールド殿に見せるんじゃない。いいからおとなしく下がって指示を待て」

「は」

　剣を外したセフィールドの衛兵が、レムリガスの衛兵に従って部屋を退出していった。

　その後、彼の幕僚も部屋から出ていき、室内にはレムリガスとセフィールドのふたりだけが残された。

「さて。ご要望に応えて人払いしました。重要で決定的だというお話をお聞かせくださいますか」

「ありがとうございます。将軍が冷静な思考力と判断力の持ち主でよかった」

　セフィールドは、やれやれと安あん堵どの息を吐はいた。

　だが、彼の仕草にはどこか芝しば居いがかった印象が拭ぬぐえない。

　将軍は軽い苛いら立だちを覚えながらセフィールドを促うながした。

「前置きはけっこうです。それより、肝かん心じんのお話を」

「では本題に入らせていただきましょう」

　セフィールドは軽く咳せき払ばらいをすると、長なが椅い子すの上でぐぃと上体を乗り出してきた。

「言うまでもありませんが、これは将軍とわたくしだけの秘密ということでお願いしたいのです」

（ああ、言うまでもないことだな）

　内心に募つのる苛立ちを抑おさえながら将軍は、

「わかっておりますとも」

　と頷いた。

「じつは将軍にお願いしたいことがあります」

「ですから、それが何かということを……」

　苛立ちを滲にじませた声で将軍がそう言いかけると、セフィールドはすっと右手を挙げて彼を制した。

「我々が将軍にお願いしたいこと、それは」

　セフィールドはそこで一いつ拍ぱく置いてから言葉を継ついだ。

「将軍にサイファカール殿でん下かの応対をしていただきたい、ということなのです。いや……正確には応対でなく歓かん待たいと言うべきかな。少なくとも表向きは」

「え……はい？」

　レムリガスは戸と惑まどいの色を隠せなかった。

（どうやらこいつらには、俺がサイファカール殿下とある程度まで意を通じ合っているのが把は握あくされているようだが、それにしても殿下の歓待をしろとはどういうことだ？　ん？　表向きは歓待？）

　レムリガスは、その言葉に引っかかりを覚えて首を傾かしげた。

　最近、どこかで聞いたことがあったからだ。

（というか！　それ、俺が言った言葉じゃねえか！）

　そう、ステラステラを体ていのいい人ひと質じちとしてリエンナーレへ留とどめておくとき、その言い訳として「軟なん禁きん」でも「拘こう束そく」でもなく「歓待」すると将軍は言ったのだ。

（ってことは……え？　サイファカール殿下を歓待？　まさか……）

　レムリガスが必死に考えているあいだ、セフィールドは彼の反応を観察するような冷ややかな視線を注いでいた。

　それに思い至ったレムリガスは、顔を上げ、目を見開いてセフィールドを見つめた。

　将軍の顔色が青ざめている。

（ああ、どうやらわかってくれたようですね。やはりレムリガス将軍、ただの軍いくさ馬ば鹿かではないようだ。重ちよう畳じよう、重畳）

　セフィールドは目に柔にゆう和わな光を取り戻もどし、にこやかな笑えみを浮うかべた。

「将軍は、サイファカール殿下の教育官殿どのを州都に留めて歓待しているようですね」

「っっっ！」

（そんなことまで知ってやがるのか!?）

　レムリガスは驚おどろくと同時に背筋が寒くなる気がした。

（いったいどこまでを知っていやがる。どうして知っていやがる）

　レムリガスはセフィールドに底の知れない恐おそろしさを感じて小さく身み震ぶるいした。

「要は、それと同じことです」

「つ……つまり、セフィールド殿は、自分にサイファカール殿下の」

　レムリガスは、ごくりと唾つばを吞のんだ。

「身み柄がらを拘束しろと？」

「いえいえ、まさか」

　セフィールドは大おお仰ぎように眼前で手を振ふった。

「そんな恐ろしいことをわたくしが言うはずありません。そうではなく、サイファカール殿下を将軍のお手元に留め置いて、じっくり歓待してほしいのです。朝から晩まで。いえ、むしろ朝から朝まで、かな」

　セフィールドは、くすり、と笑った。

「将軍のところには美人の侍じ女じよが大勢いるのでしょう？　美しく着き飾かざった、あるいは何も着飾っていない侍女たちに酒食攻ぜめにしていただければいいのです」

「……どうしてそんなことをする必要があるのだろうか？」

「サイファカール殿下が歓待を受けている以上、殿下の臣下は我々の意に逆らえないではないですか」

　レムリガスは、なるほど、と唸うなった。

「殿下を人質にして、殿下の軍団を牽けん制せいすると？　あわよくば動かそうと？」

「ですから。人質ではありませんよ。あくまで客人です。ですが、まぁ、人質であろうと客人であろうと、殿下が我々の手の中にあれば、臣下たちは我々に逆らえないということですね」

「殿下の軍勢がほしいのなら、殿下と同盟を結べばいいではないですか」

　というレムリガスの指し摘てきを、セフィールドはあっさりと否定した。

「それは無理ですね。椅い子すは一つしかありません。そしてミラニエゥス殿下とサイファカール殿下は先帝陛下の御み子こだ。両りよう雄ゆう並ならび立たず、ですよ。椅子に座れるのは一人だけなのです。ですから」

　不意にセフィールドの顔から笑みが消えた。

「将軍も、どちらもではなく、どちらかをお選びください」

「う……」

「そして我々を選んでいただけない場合、我が軍はリジョンを陥おとし、そのままの勢いでここリエンナーレへと駆かけてくるでしょう。いまリエンツェ州に我らの進しん撃げきを阻はばむ兵力はいない。そうではありませんか？」

（くそ。こいつの言うとおりだ）

　レムリガスは顔を歪ゆがめ、低く呻うめいた。

（問題はミラニエゥス殿下がどれほどの兵力を動かしているのかということだな。二万や三万程度ならなんとかなるんだが）

「そうそう、うっかりしておりました」

　唐とう突とつにセフィールドがそう言ったので、レムリガスは思わず椅子から腰こしを浮かせていた。

　彼は慌あわてて腰を沈しずめ、できるだけ冷静に聞こえるように気をつけながら言った。

「何をうっかりしていたのです？」

「リジョンの街の執しつ政せい官かん殿から文書を預かっていたのを失念しておりました」

「な!?」

　セフィールドは床ゆかに置いてあった革かわの書類鞄かばんから一通の文書を取り出した。

「これを将軍にお渡わたし願いたい、というのがリジョンの執政官殿の依い頼らいです」

（こいつ。失念どころか、出す機会を探さぐっていやがったな）

　レムリガスはセフィールドに弄もてあそばれてる思いだった。

　相手が差し出してきた文書をひったくるように取ると、レムリガスは広げるのももどかしく文面に目を通す。

　そこに書かれていたことを要約すると、以下のとおりだった。




　ミラニエゥス殿下の手勢五万に包囲された。相手は攻こう城じよう兵器も用意している。攻められればとうてい保もち堪こたえられない。大至急、援えん軍ぐんを送ってほしい。もし援軍が来られない場合は降こう伏ふく開城することを認めてもらいたい。




（五万だと!?　そんな大軍を……いや待て。この文書、こいつらのでっち上げじゃないだろうな）

　将軍はもう一度、文面を凝ぎよう視しする。

（署名は執政官レピドゥスのものだ。俺が見み間ま違ちがえるはずがない。これは本物だ。もしかして脅おどして書かせた？　いやいや、そうじゃない）

　執政官が脅されてこんな文書を書かざるを得ないのなら、すでに街が重大な危機に瀕ひんしているということに他ほかならない。

　少なくとも囲んだ部隊が一万や二万ではないことの証左だ。

　執政官が脅されたのか自発的になのかはわからないが、いずれにせよリジョンが大軍に囲まれているのは間違いない。

（そしていま俺の手元には二個軍団しかいないのも事実だ）

　レムリガスは確実に追い込まれていた。

　もはや選せん択たく肢しはほかにないような気がする。

（まさかミラニエゥス殿下の動きがこれほど早いとは）

　ミラニエゥス自身が果断で果か敢かんなのではなく、皇子の優ゆう秀しゆうな家臣が──このセフィールドを始めとして──果断で果敢だということだが、それにしてもここまでとはレムリガスも思わなかった。

　サイファカールとミラニエゥスを比べれば前者に軍配が上がると思っていたレムリガスだが、家臣までを含ふくめれば互ご角かくなのではないかと思えてきた。

（であれば。現状でどちらに付くかという選択肢となると、ミラニエゥス殿下を選ぶのもありだな）

　だが優ゆう柔じゆう不ふ断だんなレムリガスは決断できなかった。

　戦場に立っていれば、いくらでも決断ができる将軍も、机の前に座っているとなかなか決心がつかない。

　そんな自分の性向に苛いら立だちを感じつつも、レムリガスは、それが俺という男なんだからしようがない、と開き直った。

　彼はまだサイファカールという選択肢も残しておきたかったのだ。

「仮にわたしがサイファカール殿下を歓かん待たいするとして。あなた方は殿下をどうされるつもりです？　殺すのですか？」

「いやいやいやいや」

　セフィールドは驚いた顔でぶんぶんと右手を振った。

「歓待している客人を殺すとか、あり得ないでしょう？　役に立つあいだは、ずっと客人ですよ、もちろん」

　裏を返せば、役に立たなくなったら殺す、用がなくなったら始末するということだが、すぐに暗殺しようというわけでもなさそうだ。

　レムリガスは密ひそかに安あん堵どの息を吐はいた。

（それに俺がサイファカール殿下を手中にしていれば、いざというとき、此奴こいつらへの対たい抗こう手段になり得うるかもしれない。とりあえずは乗っておくか）

　レムリガスも乱世を生き抜ぬいてきた一ひと廉かどの武将なのだ。

　黙だまって相手の言いなりにはならない。

　ついにレムリガスは決断した。

「わかりました。こちらでサイファカール殿下を歓待することにします」

「助かります、将軍。これで無む駄だな時間を費ついやす必要がなくなりました」

「無駄な時間とは？」

「もちろんリジョンを攻めたり、ここ、リエンナーレを攻めたりという時間です」

　レムリガスは嫌いやそうに顔を歪めた。

「そう、です、か」

「もうじき帝てい都とからロキシーヌ殿下の追討軍がやって来ます。ロキシーヌ殿下が敗走したと知っても引き返さないでしょう。おそらく、そのまま目標を我々に替かえてくる。あぁ、この場合の我々とは、ミラニエゥス殿下の軍とあなたのことです、将軍」

　またもレムリガスは嫌そうに顔を歪めた。

「そこで我々は遠えん征せい軍と雌し雄ゆうを決するつもりです。我々としては皇太子殿でん下かのお役に立ちたいと思っているのですが、襲おそいかかる火の粉は払はらうしかありませんから。遠征軍を破ってしまえば、あとは帝都まで走るだけです。我らの進軍を阻めるような軍団は、もういないでしょう」

（襲いかかる火の粉だと。白々しいな）

　と思うものの、意外と悪くないかもしれないとレムリガスは考えた。

（ミラニエゥス殿下の軍が五万以上いるなら。そして俺が加勢すれば。さらにサイファカール殿下の軍も傘さん下かに収めれば。そしてアンブロウ州からも徴ちよう兵へいすれば、全部で八、九万に膨ふくれ上がる。帝都の遠征軍がどれだけの規模で来るかわからないが、この非常時に十万は用意できないだろ。ってことは、悪くても互角、上う手まくすれば兵力で上回れる。その上、ここは俺の地元だ。ふぅむ、行けるかもしれないな）

　レムリガスの脳のう裏りに未来の展望が広がり始めた。

（セフィールドは、サイファカール殿下かミラニエゥス殿下のどちらか一方を選べと言う。いいだろう。俺はミラニエゥス殿下を選ぼう。だが、サイファカール殿下を切り捨てるわけじゃない。俺はサイファカール殿下という選択肢を隠かくし持ったまま、こいつらに従ってやる。ギリギリまで引っ張っておいて、ミラニエゥス殿下が後こう継けい者しや争いの先頭に立つなら、そのままでよし。サイファカール殿下が巻き返すのなら、そのときはもう一度、考える。それが俺の生き残り策だ）

　レムリガスは、初めて決意に燃えた目をセフィールドに向けた。

　もしかするとセフィールドは、それを見て「将軍はようやく我々に従つくことを決断したようだな」と思ったのかもしれない。

「わかりました。セフィールド殿どのの要よう請せいを受けましょう。サイファカール殿下はどこかに留めておいて、誠心誠意歓待させていただきます」

「ありがとうございます。ミラニエゥス殿下もお喜びになるでしょう」

　ここでミラニエゥスの名を出すということは、要するに、戦後の論功行賞でそれなりの見返りがあるということを示し唆さしているわけだ。

（ふん、俺は高望みはしねえよ。二代目皇帝の重臣とまでは言わねえ。どこか豊かな州の長官として赴ふ任にんして、楽で贅ぜい沢たくな暮らしができればそれでいい。そのために、サイファカール殿下をせいぜい歓待するさ……ん？）

　レムリガスは大事なことを失念しているのに気づいた。

「えぇと……セフィールド殿？」

「どうかしましたか、将軍？」

「サイファカール殿下を歓待するのはいいとして。どうやって殿下を誘おびき寄せ……じゃなくて、ご招待すればいいのです？　歓待したいからぜひお出いでくださいとお誘さそいしても、のこのこと出向いてくるとは思えませんが」

　ここでセフィールドが、将軍の裁量で、などと言い出したら、目の前の方ほう卓たくを引っ繰くり返してやろうかと思うレムリガスだったが、彼はあっさりと応こたえてきた。

「ああ、そのことですか。べつに難しく考える必要はありません」

「はい？　どういうことですか？　殿下がのこのこと出てくるとでも？」

「いえいえ、もちろんそんなことは言いません。というより、そんな申し出をしても絶対に出てこないでしょう」

「では、どうやって……」

「サイファカール殿下が出向いてこざるを得ない状じよう況きようを作り出せばいいのです。あるいは、そうですね、殿下が自ら出向いてこざるを得ない条件を提示すればいい」

（こいつの話はまどろっこしくて困る。何が言いたいんだ？）

　将軍が胡う乱ろんな目でセフィールドを見つめていると。

「ですから。将軍は、歓待していた殿下の教育官殿を、そろそろ解放しようと考えていらっしゃるのでしょう？」

「！」

「教育官殿は殿下が自ら引き取りに来ていただきたい。そう申し出るのです」

（こ……こいつ）

「サイファカール殿下にとっては大事な教育官です。何しろ先帝陛下から付けられたわけですから。そんな教育官殿を放ほうっておけるはずがない。下手なことをすれば帝都の側へ、あることないこと報告されてしまうかもしれませんからね」

（たしかにそうだな。サイファカール殿下が二代目を狙ねらうのなら、先帝陛下から付けられた教育官を蔑ないがしろにはできない）

　考え込んだレムリガスに、セフィールドは畳たたみかけるように訴うつたえてきた。

「解放するから、その際、教育官を交えて殿下と内密の話をしたいという申し出は、何か大きな意味がありそうに聞こえると思いませんか？」

「そうかもしれない。けれど、本当に殿下は出向いてくるだろうか」

「出向いてこなければ、サイファカール殿下が教育官殿を見殺しにしたと喧けん伝でんすればいいだけの話です。あるいは……そうですね、教育官殿にお願いして、サイファカール殿下に二に心しんありと帝都の側へ報告していただくとか、どうでしょう？」

「い、いや、どうでしょうって、教育官がそんなことを報告するとは思えませんが」

「実際にするかどうかではなく、そういう報告書を書かせて使者を帝都へ向かわせるぞ、と匂におわせれば、殿下も無視はできないでしょう？」

「う……たしかに」

（こいつ、見た目とは裏腹に悪あく辣らつだな。こいつ自身が、なのか、ミラニエゥス殿下の別の重臣の差し金なのかはわからないが）

「わたしの読みですと、サイファカール殿下は八割方、出向いてきますよ。ただし、リエンナーレへ、では難しいでしょう。どこか別の都市、アンブロウ州に近い地方都市がいいでしょうね。それとも」

　セフィールドの眼光が鋭するどくなった。

「将軍が奪うばったばかりのアンブロウ州西側の都市のどこか、でもいいかもしれません」

「ひ、人聞きの悪いことを言わないでもらいたいな。俺……自分が奪ったわけじゃない。ロキシーヌ殿下が逃とう亡ぼうされてしまったので、一時的に預かっているだけですよ」

「ええ、もちろん承知しておりますよ」
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　そう言ってセフィールドは、にんまりと笑った。

（ちっ。嫌みな野や郎ろうだ）

　セフィールドの口調や態度に反発は覚えるものの、彼が示したミラニエゥス勢の構想は悪くないと、レムリガスはそう思った。

（サイファカール殿下の足を止めておいて、その殿下の軍まで使って帝都からの遠征軍と雌雄を決する。勝てば、周辺諸州の長官はミラニエゥス殿下に靡なびくことになる。雪だるま式に兵数を増やして帝都に迫せまれば、お膝ひざ元もとからも皇太子を見限る者が現れるに違ちがいない。こいつの構想なのか、誰だれか別に考えた奴やつがいるのかまではわからないが、たしかに構想は悪くない）

　描えがいた絵に問題がないとすれば、あとは実行する者の善よし悪あしに懸かかってくるのだが、それがミラニエゥスではどうも頼たよりない。

　だが、セフィールドを見ていると、ミラニエゥスが頼りなくてもなんとかなるのではないかと思えてくる。

「たしかに、ここ、リエンナーレまでお越こしくださいというのは、サイファカール殿下の警けい戒かい心しんを呼び起こすでしょうね」

「将軍の仰おつしやるとおりです。例えばアンブロウ州西側の中ちゆう核かく都市、ローデック辺りなどでは如何いかがです？」

（的確な指し摘てきだ。この辺りのこと、そうとうに研究していやがるな）

　レムリガスはセフィールドに対して小さく頷うなずいてみせた。

「あるいは、州しゆう境ざかいに近いロニエゥムの街辺りですか」

（こいつだけじゃないな。ほかにも有能な臣下がいるようだ。でなけりゃ、これほど早く大軍を揃そろえ、これほど早くその大軍を南下させることなどできっこない。認にん識しきを改めなくちゃいけないようだ）

　レムリガスも、ミラニエゥス皇子には有能な臣下が付いているという噂うわさは聞いていたが、これまでは確かめる機会などなかった。

　しかし、こうなるとサイファカールかミラニエゥスかという選せん択たくがじつに悩なやましい。

（が、まぁいいか。とりあえずは流れに乗る。乗ってミラニエゥス殿下の側に従つく。その先のことは、先になってから考えればいい。ミラニエゥス殿下が下へ手たを打った場合に備えてサイファカール殿下という選択肢しも残しておく。それが俺の生き残り策だ）

　レムリガスは、わかりました、と言った。

「教育官を解放する条件でサイファカール殿下を誘き出し……いえ、お招きして、こちらで責任を持って歓待させていただきます」

「ご協力を感謝いたします」

　セフィールドは長なが椅い子すに座ったまま、深々と腰こしを折り、上体を前ぜん傾けいさせた。

　顔を上げた彼は、にんまりと笑った。

「事が上手く運べば、あなたはアンブロウ州の長官も兼かねることになるでしょう」

（！）

　長椅子から跳とび上がりそうになるのを、レムリガスはなんとか我が慢まんした。

（よし、言げん質ちは取った。これで気き兼がねなくやれるぜ）

　レムリガスはサイファカールに対する後ろめたさを無理やり抑おさえつけ、彼に対する期待感から目を逸そらし、目の前にぶら下がった実利だけを見ることにした。




　こうしてレムリガス将軍はミラニエゥス皇子の側に従くことを決断した。

　サイファカールの戦略が根底から揺ゆさぶられる事態になったわけだが、もちろんサイファカールはそのことを知らない。
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　帝てい都と近きん郊こうからロキシーヌ鎮ちん圧あつ軍が出発しようとしていた。

　帝都の側の軍団は準臨戦態勢を保持していたから、出しゆつ撃げき準備にはそれほど時間がかからなかった。

　まず当初に決めた六個軍団が出て、その後に四個軍団があとを追うことになった。

　この後続部隊には、主あるじ不在となったままの皇帝親衛隊を発展的に解消させた後、新たに編制し直した四個軍団が充あてられた。

　なぜ皇帝親衛隊を新軍団に編制できたかというと、ついに皇太子がロキシーヌの謀む反ほんを認めたからだった。

　サイファカールからの報告書や上申書が大きな効果を発揮したのである。

　何しろ報告してくる者は皇族で、自身の実弟なのだ。

　実直な皇太子が無視できるはずがない。

　サイファカールから送られてきた詳しよう細さいな経過と現状の報告を読み、皇太子もロキシーヌの謀反が事実だと認めないわけにはいかなかった。

　認めたときの皇太子の怒いかりは大きかった。

　その怒りが皇太子の背中を押したのだろうか、彼の対応は早かった。

　皇太子は直ただちに宰さい相しようと軍務卿きように命じた。

「皇帝親衛隊を新軍団として編制し、ロキシーヌ鎮圧に向かわせよ」

　鎮圧軍の兵力不足に頭を悩ましていた宰相や軍務卿としては願ったり叶かなったりだ。

「ようやく皇太子殿でん下かが現実を直視なさってくれた」

　と言って軍務卿は喜んだが、皇太子の目を覚まさせたのがサイファカールの報告書だというのが素す直なおに喜べない宰相だった。

（サイファカール殿下に一つ借りができてしまったな）

　と思う宰相だが、借りなど、いざとなれば踏ふみ倒たおせばいいと思っているから、それほど重く考えてはいない。

　この辺の思考はサイファカールと似ているかもしれない……などと言えば、サイファカールは嫌いやがるだろうが。

　それはともかく。

　ロキシーヌ鎮圧軍の兵力は二万ほど増えることになった。

　先行する部隊が六個軍団三万で、後続の部隊が二万。

　皇太子側の動員兵力だけで五万になる。

　これに途と上じようの州からの兵力を合わせれば、八、九万にはなる。

　上う手まくすれば十万を超こえるだろう。

　三万と五万では、周囲に与あたえる影えい響きよう力りよくが格段に違う。

　五万の大部隊を見せられた州長官たちは、進んで鎮圧軍に加わろうとするだろう。

　それだけの兵力がいればロキシーヌ軍を鎮圧するのにもそれほど苦労はしないだろうし──実際はロキシーヌ軍など、もうどこにも存在していなかったのだが──その後、サイファカールがどう動こうと、ミラニエゥス軍が南下してこようと、なんの問題もないはずだった。

　ここで「ないはずだった」と書いたのは、帝都の側の想定どおりに事態は進まず、結局、後続の四個軍団二万は、そのままの規模で先行部隊に合流できなかったからである。
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　ロキシーヌ鎮圧軍の六個軍団が帝都郊外から出撃した直後のことだった。

　帝都の衛星都市である海港都市ノドスに、百隻せき近い大船団が襲おそいかかってきた。

　ノドスの港は帝国水軍の基地でもあった。

　内海全体の防衛任務はチチェリアーナ率いる帝国水軍の任務だったが、帝都周辺の本土沿岸はノドスを基地とする水軍が担当していたのである。

　その水軍基地を百隻近い大船団が奇き襲しゆうした。

　帝国水軍の基地を襲うなど、大だい胆たん不ふ敵てきにもほどがある。

　十年前ならいざ知らず、今は一度に百隻もの船を動員できるような海かい賊ぞく勢力は存在していない。

　しかし、帝国水軍の船や基地を襲うような勢力は海賊以外に考えられない。

　事実、襲ってきた船は見たことのない海賊旗を掲かかげていた。
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　戦いの火ひ蓋ぶたは、二十隻ほどから成る水軍の船団が港を出た直後に、追い風に乗って襲いかかってきた四十隻を超える海賊船によって切られた。




　港を出た水軍船隊の先頭を行く船の見張りが、洋上に浮うかぶそれらを発見した。

「大船団が近づいてきます！」

　見張りの報告に、船長や幹部が甲かん板ぱんに出てきた。

　当時、内海を行く船は固定帆ほで風を受けて進む型の帆はん船せんで、向かい風に備えて櫂かいと漕こぎ手を備えていた。

　いわゆるガレー船である。

　港を出たときは横っ腹に風を受ける形だったので、帆は畳たたみ、櫂を漕いで進んでいた。

　一方、迫せまってくる船団は追い風を受け、洋上を滑すべるように近づいてくる。

　むこうも帝国水軍と同じ規模のガレー船だ。

　みるみる近づいてくる船団を目まの当たりにして、帝国水軍の船団は騒そう然ぜんとなった。

「なんだ、あれは!?」

「四十隻以上いるぞ！」

「海賊か!?」

「馬ば鹿かな！」

「だが、あの旗は海賊旗に違ちがいないぞ！」

「いや、待て。向こうの船はこちらと同規模の大型船だぞ。あんな船を四十隻も揃そろえられる海賊がいるか!?」

　などと司令船の上では喧けん々けん囂ごう々ごうの議論が行われたのだが、誰だれもがすぐに、そんなことをしている場合ではないことに気がついた。

　相手にはどう見ても敵意がある。

　こちらを攻こう撃げきするつもりがなければ、あんな隊形で一直線に近寄ってくるはずがない。

「戦せん闘とう用意！」

「戦闘旗を掲げろ！」

「戦闘の用意だ──っ！」

　司令船が戦闘旗を掲げ。

　それを見た船団所属の各船が戦闘準備を始めた。

　この時代の海戦は、敵の船に乗り込んでの白兵戦で勝負が決まる。

　しかし、いま帝国水軍の船団は相手の進行方向に右う舷げんを見せている。

　このままでは船の横っ腹に相手の突とつ進しんをまともに受けてしまう。

　鉄板などで強化された舳へ先さきが横っ腹にめり込めば、船が壊こわれる虞おそれもある。

「船隊形変へん更こう。転進右九十度！」

「面おも舵かじいっぱい！」

「水か主こに全力で漕がせよ！」

　水軍の船団は右へと舵を切ったが、そちらは向かい風。

　転進するのにも一苦労だし、転進したあとも速度は一向に上がらない。

　それに比して敵の船団は、帆をいっぱいに広げ、最大速力で迫ってくる。

「撃うて、撃て、撃てぇ──っ！」

　船長の号令で、双そう方ほうの船群の甲板上から矢が放たれた。

　まだ距きよ離りがあるので、矢の大半は海に落ちたが、中には相手の船に届いた物もある。

　双方の甲板上で数名が倒れた。

　仲間の犠ぎ牲せいに目を向けず、互たがいに矢を撃ち合うが、物もの陰かげに隠かくれたり、矢や避よけの盾たてを構えたりしているので、あまり犠牲者は増えなかった。

　矢を撃ち合っているうちに双方の距離はみるみる詰つまり。

　そのまま船団同士がすれ違うかと思われたとき、北上してきた海賊船団が転進した。
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　赤い革かわの帽ぼう子しを被かぶり、赤い革の上着に赤い革の筒つつ袴ばかま、赤い革の長ちよう靴かという派手な恰かつ好こうで司令船の甲板に立っている女が、抜ぬき放った剣けんで飛んでくる矢を払はらいながら迫はく力りよくのある声で叫さけんだ。

「取り舵三十！　ぶつけろ──っっ！」

　すぐに副官が指示を伝える。

「取り舵三十──っ！　そのまま衝しよう突とつさせろ──！」

　手旗が振ふられ、従う船に指示が伝えられる。

　船団が一いつ斉せいに取り舵を切った。

「剣を抜け！　衝しよう撃げきに備えろ！　乗り込むぞ！」

「剣を抜け──っ！」

「衝撃来るぞ、備えよっ！」

　狙ねらった船の舷側がみるみる迫ってくる。

　すでに相手の甲板にいる兵の顔もはっきりと見えるほどの距離だった。

　相手もみな抜ばつ刀とうしている。

「大将はここにいてください」

　全身を赤色で包んだ女が、傍かたわらに立つ別の女に呼びかけた。

　そちらは黒革の帽子に黒革の上下という真っ当な出いで立ちだ。

　その傍らには矢避けの盾を構えた二人の戦闘員がいるが、二人とも鎧よろいは着けずに、革製の帽子や上下に身を包んでいるだけだった。

　船上を見み渡わたしても鎧を着けている者はいない。

　鎧は重くて動き難にくい上に、もし海に落ちれば沈しずんでしまうからだ。

　いくら泳ぎが達者でも、鎧を着けたままでは泳ぐどころか浮かぶことすらできない。

　移送される陸兵でもなければ、鎧を着けたまま船に乗りはしない。




　呼ばれた女が眉まゆを顰ひそめた。

「だから。大将と言うなと」

「今日くらいはいいじゃないすか。だって俺たちは海賊なんすからね！」

　そう言われ、女はくすりと笑った。

「そうだったな。吾われら、今日は海賊なのだったな」

「ですよ！」

「なら、許す」

「おっしゃ！　じゃあ、大将はここで海賊の戦いっぷりを見ててくださいよ！」

「頼たのんだぞ、メロゥリィ」

「お任せあれ！」

　不敵に笑った赤い女は剣を掲げて周りの兵に向かって叫んだ。

「さぁ、行くぜ、おまえら！　遅おくれんなよ！　敵は全員、撫なで斬ぎりだ！」

　赤い女は剣を抜いたまま揺ゆれる甲板を平然と歩いて舳先へと進み出た。
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　鈍にぶい衝突音が海上で幾いくつも上がった。

　衝撃で船が揺れる。

　鉄板を張った舳先と舷側では強度に違いがある。

　襲しゆう撃げき側の船の多くは舳先を帝国水軍の船の舷側にめり込ませる形で止まった。

　船の数は、ざっと二十対四十だ。

　帝国側の船一に対し、襲撃側は二隻が突つっ込こんでいった。

　衝突の余波で水軍船は反対側へと大きく傾かしいだ。

　船上では、滑り落ちないようにと手すりを摑つかんだり、甲板に這はい蹲つくばったりしている兵が多く見受けられる。

「今だ、乗り込めぇぇ！」

　赤い女は揺れる船上を軽々と走った。

「続け、続けぇ！」

　何人もの海賊が前後左右を囲むように共に走っていく。

　舳先に達しても誰も速度を落とさない。

「行けぇぇ！」

　赤い女は大きく跳ちよう躍やくし、空中に躍おどり出る。

　が、それも瞬しゆん時じのこと。

　赤い女と彼女に従う海賊たちは次々に敵船に乗り移り、手当たり次し第だいに斬りかかった。

「迎むかえ撃て！」

「一人も生かして帰すな！」

「それはこっちの台詞せりふだ！」

「皆みな殺ごろしにしろ！」

　あちこちで怒ど号ごうが上がり剣けん戟げきの音が響ひびく。

　甲板での戦闘員の数は、二隻から同時に乗り込んできた襲撃側が帝てい国こく水軍側の一・五倍以上もいる。

　多勢に無勢、悲鳴を上げて倒たおれるのは圧あつ倒とう的に水軍の兵のほうが多かった。

　襲撃側は赤い女を中心に暴風のように船上を暴れ回った。

「押しまくれ！　斬りまくれ！　一人も逃のがすな！」

　兵の先頭に立って水軍兵に斬りかかる赤い女は、切れ味が鈍った剣を捨て、背中に背負った別の剣を抜き放つ。

「どうした、どうしたっ!?　帝国水軍兵ともあろう者が、その程度の抵てい抗こうしかできなくていいのかっ!?」

　女は狭せまくて濡ぬれた甲板を、蝶ちようが舞まうような華か麗れいな足あし捌さばきで動いて水軍兵を屠ほふっていく。

「メロゥリィ様に遅れるな！」

　従う兵たちも彼女に負けずに暴れ狂くるった。

　やがて甲板には水軍兵の姿が少なくなり、非勢を覆くつがえす可能性が消えたことを悟さとった残りの水軍兵は、剣を放ほうり出し、両手を挙げて降こう伏ふくの意を表した。

「ジーニィ、おまえの隊で武器を捨てた者を捕とらえろ！　残りはあたしに続け！　船内の敵を掃そう討とうするぞ！」

　というメロゥリィの命令に、襲撃側の兵から、おおぉ！　という喊かん声せいが上がった。

　メロゥリィは数十人の兵を引き連れ、船内に通じる階段を駆かけ下りた。

　帝国水軍の船のこと、船体構造は自分たちが乗っている船と基本的に同じだから、船内で迷う不安はない。

　メロゥリィ以下はたちまち船内を制圧し、船を完全に乗っ取った。

　他の船での戦闘も、ほぼ同様の経過を辿たどった。

　個々の戦闘力でも襲撃側のほうが勝まさっている上、襲撃者側のほうが戦闘員が多いのだ、水軍兵士がどれだけ頑がん張ばっても非勢を覆すのは不可能だった。
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　出港した帝国水軍の船団二十隻せきと海かい賊ぞく船団四十隻が海上で衝突しているあいだに、海賊の別働隊が港内に突とつ入にゆうしていた。

　そちらも四十隻以上の大船団だ。

　指揮を執とるのはメロゥリィの腹心であるガンドルフという男で、副官にオルヴィネアが付いていた。

　もうおわかりだろうが、帝国水軍を襲おそったのは海賊などではなく、海賊を装よそおったチチェリアーナ麾き下かの船隊だった。

　船団の総指揮を執るのがメロゥリィで、海戦部隊の指揮も彼女が執っている。

　つまりこれは、帝国水軍同士の戦闘なのだ。

　港に突入した別働隊は港内にいた帝国水軍船に襲いかかり、火矢を射かけて、これを焼き討うちした。

　見事に奇き襲しゆうが決まり、逃にげ出せた水軍船はほとんどいなかった。

　僅わずかに数隻が港外へと逃のがれていったが、それらの船も、海戦を終えた船隊に包囲され、捕ほ縛ばくされた。

　港の水軍船を焼いた別働隊は、そのまま強襲上陸を行い、港に建ち並ぶ倉庫群を焼いていった。

　荷に揚あげのために停てい泊はくしていた民間船も容よう赦しやなく焼いた。

　港の船や建物を焼いた別働隊は、ほとんど犠牲を出さないまま引き揚あげていった。

　見事な奇襲作戦だった。

　この結果、帝都の外港とも言えるノドスは、港としての機能を失った。

　のみならず、そこに備び蓄ちくしてあった大量の兵ひよう糧ろうや武器までをも失った。

　皇太子側にとっては衝撃的な大事件だった。

　何者かによる襲撃と受けた損害を報告する急使が帝都に走った。

　報告を受けた帝都の皇こう太たい宮きゆうでは、上を下への大おお騒さわぎとなった。
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　衝撃的な報告を受け、皇太宮の評ひよう定じようの間まに帝国の重じゆう鎮ちんが集つどっていた。

　どの顔にも驚きよう愕がくと焦あせりの色が滲にじみ出ている。




「百隻もの海賊船団がノドスの港を襲うなど、信じられんが」

「そんな大勢力を誇ほこる海賊が残っていたというのか!?」

「内海に巣くう海賊は、先帝陛下が一いつ掃そうされたはずだ」

「それほどの海賊、どこを根ね城じろにしているのだ？」

「まさか、外海から侵しん入にゆうしてきたのではないだろうな」

「すぐに根城を突き止め、討とう滅めつのための船隊を送らなくては」

「いや、今は海賊どころではないぞ。優先事じ項こうはロキシーヌ殿でん下か謀む反ほんの後始末。次はミラニエゥス殿下の軍の南下阻そ止しだ。ビルダバルダスも止めなくてはならん」

「そうですな。海賊退治はチチェリアーナ皇女に任せればいいでしょう」

「だいいち、ノドスの港にいた五十隻が沈んでしまったのなら、我らが動かせる水軍は、もうほとんど残っていない。皇女殿下の船隊を動かしてもらうしかない」

　などと、宰さい相しよう、軍務卿きよう、財務卿、内務卿が口こう角かく泡あわを飛ばして言い合っていると、

「ちょっと待ってください」

　と外務卿が割って入った。

「どうかしたか？」

「報告書に『海賊の船は我がほうと同じような規模と船形だった』とありましたね」

　宰相が、あったな、と頷うなずいた。

「我が水軍の船と同水準の大型船を百隻も揃そろえた海賊というのが俄にわかには信じられんがな」

　と宰相が言うと、外務卿が重々しく頷いた。

「ええ、わたしも信じられません」

「しかし報告書が間ま違ちがっているとは思えん。百隻の海賊船が襲ってきたのは紛まごうことなき事実なのだろう。事実だからこそ由ゆ々ゆしき事態なのではないか」

　宰相がそう指し摘てきすると、外務卿は難しい顔で応こたえた。

「そう、そこなのです」

「なに？　そことは、どこだ？」

「百隻もの海賊船が内海にいるとは思えません。しかし、実際、百隻の海賊船がノドスの港を襲った。となると」

　そこで言葉を切った外務卿は、一同の顔を見回してから言葉を継ついだ。

「その百隻、本当に海賊船団でしょうか？」

「どういう意味だ？」

「いま百隻もの大型船を苦もなく集められる者がいるとしたら、それは……」

「っっ！」

　外務卿が言いたいことを察した他の重臣たちの顔が驚愕に歪ゆがんだ。

「チチェリアーナ殿下の船だと!?」

「論理的に考えると、そういう推論が成り立ちます」

　四人の重臣は腕うで組ぐみし、顔を顰しかめ、低く唸うなった。

　やがて宰相が沈ちん痛つうな面おも持もちで声を絞しぼり出した。

「その蓋がい然ぜん性が高い……と言えそうだな」

「チチェリアーナ様は決起した。皇太子様打だ倒とうのため、軍事行動に出た。そう考えるべきでしょう」

　外務卿がそう言うと、内務卿が小さくため息を吐ついた。

「もっとも危険な人物が、いちばん厄やつ介かいな人物が、ついに動きましたか」

「はっきり言って、ロキシーヌ殿下よりもチチェリアーナ殿下のほうが遥はるかに厄介で恐おそろしいからな。もっとも、皇おう女じよ殿下には陸戦兵力がないから、今すぐ我らの脅きよう威いになるわけではないが」

　という軍務卿の言葉を受けて、再び外務卿が口を開いた。

「厄介なのは皇ひ女め様が決起したという証しよう拠こが今のところ何もない、ということです。襲ってきたのは海賊ですからね。我々が皇太子様に、チチェリアーナ様討とう伐ばつの軍を差し向けましょうと進言しても、聞き入れてはくださらないのでは？」

　すると軍務卿が自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた。

「兵を差し向けようにも、乗せる船がないのですがね」

「うむむむむ」

　宰相は腕組みすると眉まゆ根ねを寄せ、思いきり渋しぶい顔で徐おもむろに口を開いた。

「皇女殿下が決起したとなると、ほかの港も襲われる可能性があるな」

　宰相のその指摘に、軍務卿や内務卿が、はっと息を吞のんだ。

　宰相に負けないほど渋い顔になった軍務卿が他の重臣の顔を見回して言った。

「重要な港には軍団を派は遣けんして守りを固めるべきだろう。あと二つ、三つ襲われたら、我らは干上がってしまう」

　軍務卿は、重要な港がその機能を喪そう失しつすれば、帝てい都とへの小麦の移入が止まってしまうと言っている。

「それはそうだが。しかし、ただでさえ兵力不足だというのに、港を守るための軍団など用意できるのか？」

　と宰相が訊きいてきた。

「港へ上陸されるのを防ぐだけでいいのですから、軍団を派遣する必要はありますまい。港ひとつにつき、三個大隊もいれば用は足りるのでは」

「それなら一個軍団分で三箇か所しよの港を守れるな。二個軍団いれば六箇所、か」

「二個軍団いれば、あと千余る。それでもう一箇所を守れる。七箇所守ればなんとかなるでしょう」

「港を守っても、海上通行を邪じや魔まされるのではありませんか？」

　という内務卿の指摘に、軍務卿は小さく肩かたをすくめてみせた。

「それは仕方がない。食しよく糧りように関しては当面、陸上輸送に頼たよるしかないでしょうな。我らは港を守りつつ、船を建造するしかない。港さえ守れば、チチェリアーナ様の脅威は格段に減る。先ほども言ったように、あのお方の手元には陸上兵力がないも同然なのだ。せいぜい内海を通る船を襲うくらいしかできないだろう」

「それしかない……か。しかし、気の長い話だな」

　と宰相がため息を吐つくと、財務卿が頭を抱かかえ込んだ。

「また新たな資金が必要に……」

　そんな財務卿に同情の目を向けた他の重臣たちだが、すぐに表情を引き締しめ、互たがいの顔を見合わせ、小声で話し合いを再開させた。

「まぁ資金は財務卿に任せるとして」

「問題は港を守る兵力をどこから調達するか、ということでしょう」

「そうだな。二個軍団で七箇所を守れるとはいっても、そもそもその二個軍団をどこから引っ張ってくるのかという問題がある。いま帝都周辺に展開している軍団は動かしたくないからな」

「それでしたら」

　と外務卿が言った。

「皇帝親衛隊を編制し直した軍団のうちから二個を使えばいいのではありませんか」

「なるほど」

　軍務卿が目を見開いた。

「その二個は、ちょうど帝都郊こう外がいで出しゆつ撃げき準備中だ。各地に配した軍団をいちいち移動させる手間が省けるわけだな」

「しかし、反乱軍鎮ちん圧あつのための兵力が減ることになりますが」

　という内務卿の指摘に、軍務卿は、大だい丈じよう夫ぶだろう、と応えた。

「背に腹は代えられませんよ。いざとなればレムリガス将軍やサイファカール殿下の軍も使えるはずだ」

　この辺りの状じよう況きよう認にん識しきは甘いと言わざるを得ないのだが、各地が混乱していて情報が錯さく綜そうしている上に、どうしても届くのが遅おくれがちになるという当時の事情を汲くめば、致いたし方のない面もある。

　だが、正確な情報をできるだけ早く入手する努力が足りなかったとは言えるだろう。

　仮に帝都の側がミラニエゥス勢の素す早ばやい南下を把は握あくしていたら、ここで遠えん征せい軍から二個軍団を削けずることはしていなかったはずだ。

　それはともかく。

　宰相は決断を下した。

「よし。アンブロウ州へ派遣する後続部隊は一個軍団五千としておこう。残りの三個軍団のうち一個は、いざという場合に備えて帝都に残す。あとの二個軍団は三個大隊毎ごとにバラして、港こう湾わん都市の守備に使おう。そうしておいて、海かい賊ぞく退治のため、これはあくまで海賊退治のためだが、軍船を建造することを皇太子殿下に進言し認可をいただくことにする」

　軍務卿、内務卿、外務卿の三人は大きく頷いたが、財務卿だけはうなだれたまま、小さなため息を吐ついた。




　チチェリアーナ皇女の動きが帝都の側に新たな反応を生み。

　帝都の側の反応がサイファカールやミラニエゥスの陣じん営えいに波は及きゆうしていくことになる。

　そして。

　チチェリアーナ皇女は、さらに動いた。

　それは帝都側の予想を裏切る動きだった。
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　ノドスの港を襲おそったチチェリアーナ船隊は、ほとんど無傷のまま本ほん拠きよ地ちアルデ＝バランに引き揚あげてきていた。

　アルデ＝バランの港の外には、さらに多くの艦かん船せんが集結していた。

　すべて合わせれば二百隻せき以上もいるだろうか。

　そして、今もまだ集まりつつあった。

　僚りよう船せんの合間を縫ぬって進む司令船の甲かん板ぱんに立ったチチェリアーナは、洋上を埋うめ尽つくさんばかりの大船団を見み渡わたし、満足そうな顔で言った。

「よし、だいぶ集まったな。これで次の作戦を実行できる」

　傍かたわらに立つメロゥリィとオルヴィネアが大きく頷いた。

「ですね。まさか帝都の連中、わたしらが本土西岸への上陸を狙ねらっているとは想像もしてないでしょう。大将の考えることは、いつも余人の遥か斜ななめ上をいく」

「それは褒ほめているのか、メロゥリィ？」

「絶賛してますよ！」

「そういうことにしておこう」

　と応えてから、チチェリアーナは海上西方を見やった。

「吾われの弱点は陸戦兵力を持っていないこと。そのくらい吾にもわかっている。だからこそ陸戦兵力を確保する必要がある。同時に大陸で活動するための拠点と兵ひよう糧ろうも確保しなくてはならない」

「それを帝都の遥か向こう側に求める、という着想が並ではありません。言葉を換かえると、異常です」

「それは褒めているのか、オルヴィネア？」

「大絶賛です」

　オルヴィネアがしれっとそう言うと、チチェリアーナが小首を傾かしげた。

「そうは思えないんだが」

「殿でん下かの気のせいです」

　チチェリアーナは不満そうな顔で言った。

「おまえの吾に対する評価、どうも納なつ得とくできないものがある」

　オルヴィネアは表情を変えず、あまり感情の籠こもっていない言葉を発した。

「愛しています、殿下」

　チチェリアーナはジト目になって軽く頭を引いた。

「……おまえに愛されても困る」

「なんという酷ひどいお言葉」

「いや、酷いのはいつもおまえだろう？」

「大将に一票だな。おまえはもっと大将を敬うべきだ」

「それをおまえが言うか、メロゥリィ」

「はい？　何か仰おつしやいましたか、大将？」

　チチェリアーナは一つため息を吐つくと、右手で自分の額を押さえた。

「いや、いい。気にするな」

「しかし、なんですね。連中の間ま抜ぬけ面づらが驚きよう愕がくに歪ゆがむのを想像すると、もう笑いが止まりませんよ、大将」

　そう言ってメロゥリィは楽しそうに笑う。

　だがチチェリアーナは厳しい顔を崩くずさないまま応こたえた。

「笑ってばかりもいられないぞ。これは吾われらにとって乾けん坤こん一いつ擲てきの賭かけでもある。後あと戻もどりはできないのだ」

「承知していますって。船は順風に乗って進み出したんだ、あとは目的地に向かって突つき進むだけです」

「そうだな。吾らは船団で海を渡わたり、目的地であるフランネル地方を目指す。まずは海港都市を占せん拠きよし、そこを拠点に内陸へと支配地域を広げながら兵力を増やしていく。それが帝てい国こくを継つぐための吾の戦略だ。帝都の外港を襲ったのは、戦略を実現するための第一歩にすぎない」

　メロゥリィが、

「第一歩、まんまと成功しましたね」

　と言うと、チチェリアーナは少しだけ表情を緩ゆるめ、うむ、と頷うなずいた。

「これで吾らは全兵力で以もつて遠征に出られる。皇太子の側にはもう船がない。吾らの港を襲う船も、吾らの都市を占せん領りようするための陸戦兵力を運ぶ船も、もうないのだ。安心して本拠地を離はなれられる」

「すでにイベール半島の海洋都市国家とは話がついていますから、我々のフランネル地方への航海を阻はばむ者はおりません。水や兵糧の提供も受けられます」

　とオルヴィネアが続いた。

「油断は禁物だ。三百隻を超こえる船団を無事にフランネル地方まで運ぶだけでも帝国史に残る大事業になる。準備は周しゆう到とうに進めなくてはならないが、のんびりもしていられない。皆みなを急がせよ」

「わかっているよ、大将！」

「承知してございます、殿下」

「ヴェルディン、トゥノス、アンデルレイにも、出航の準備を急ぐよう伝えよ」

「は！」

「調ととのい次し第だい、出航するぞ。吾が帝国を受け継ぐ航海へとな」

　メロゥリィやオルヴィネア以下、周りにいた幕ばく僚りようたちが姿勢を正し、チチェリアーナへ向かって右手を挙げた。

「ははっっ！」

（この航海は長く厳しいものになるだろう。だが、吾は必ずやり遂とげてみせる！）

　海を埋め尽くすほどの大船団を見渡しながら、チチェリアーナ皇おう女じよは激しい闘とう志しを燃やすのだった。
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　斯かくして、帝都の側がいちばん恐おそれる人物、チチェリアーナ第二皇女は動いた。

　帝都の側が予想もしない方向へ。

　帝国の動乱は、もはや留とどまるところを知らなかった。

　群ぐん雄ゆう同士の後こう継けい者しや争いは、もはや引き返すことのできないところまで進んでいた。
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　歴史上に名を遺のこした数多あまたの英えい雄ゆうたちも、最初から名を遺そうと思っていたわけではない。

　彼らが成し遂げた偉い業ぎようが、結果として彼らの名を歴史に遺させたのである。

　名を遺すことが目的ではなく、それは結果の産物だ。

　では、彼らの目的とはなんだったのだろう。

　人によって。

　時代によって。

　ところによって。

　様々なものがあっただろう。




　自己の栄えい耀よう栄えい華がだったり。

　一族の繁はん栄えいだったり。

　所属する国家の隆りゆう盛せいだったり。

　世界の平和だったり。

　仇きゆう敵てきの討とう滅めつだったり。

　敵国の打だ倒とうだったり。

　支配地の拡大だったり。

　世界帝国の創建だったり。




　その目的は小さなものから大きなものまで、じつに様々だ。

　しかしながら、目的の大小と成された結果の大小は比例しない。

　犯罪者として捕つかまりそうになった者が、それを嫌きらって逃とう亡ぼうし、やむにやまれず起たち上がっただけなのに、結果、最終的に現支配者を打倒し、新たな王朝を創つくってしまったという例もある。

　当初、彼はただ冤えん罪ざいから逃のがれようとしただけであった。

　彼の目的は、走りながら膨ふくらんでいったのである。




　ロムニエゥス一世の場合はどうだっただろうか。

　彼も最初から世界帝国の創建を考えていたわけではないだろう。

　王国の成立から先は、勢いの赴おもむくままに……だったのではないだろうか。

　周りには同じような規模、同じような勢力の国が幾いくつもあった。

　そんな状じよう況きようでは、戦うのを止めれば、周りの国々に吞のみ込まれるだけだった。

　だから戦い続けた。

　周りの国々を吞み込み続けた。

　そうして王国は拡大し。

　やがて世界帝国への道が開けた。




　では、サイファカールの場合はどうだったのだろう。

　彼の場合は、最初から目的が定まっていた。

　ロムニア帝国の崩ほう壊かいを食い止め、帝国を再建する。

　それが一いつ貫かんした目的だった。

　彼はそこへ向かって、ひたすら邁まい進しんした。

　後継者争いの中で次し第だいに勢力が膨らんでいった。

　けれど、彼の目標が別のものに置き換かわることはなかった。

　帝国の崩壊を食い止め、再建する。

　最初から最後まで、この目標がぶれることはなかった。

　これは珍めずらしい事例と言えよう。




　目標がはっきりしていてわかり易やすい。

　それが彼の覇は業ぎようの一助となった側面は、たしかにあった。

　けれど、同じような目標で動く者がほかにもいた。

　それが第二皇女チチェリアーナである。

　彼女も最初から、帝国を継つぎ、帝国の再建を望んでいた。

　帝国の繁栄を願っていた。




　目的がわかり易く、共感を得やすい。

　おまけに、個人の能力が高い。

　そして先帝ロムニエゥス一世の直系であった。

　この二人が有力な後継者候補になるのも自然な流れと言える。

　とはいえ、二人には似たような弱点もあった。




　サイファカールの本ほん拠きよ地ちは帝都から遥はるかに遠く、そして兵力が足りない。

　一方、チチェリアーナの本拠地は帝都には近かった。

　そしてある程度の兵力も持っていた。

　だが、陸戦兵力が決定的に足りなかった。

　陸戦兵力に限れば、彼女はサイファカールよりも少なかったのである。

　その彼女が、如い何かにして弱点を解消していったか。

　同時に、やはり兵力不足という弱点を抱かかえていたサイファカールが、如何にして弱点を解消していったか。

　次巻では、帝てい国こくの後こう継けい者しや争いを大きく左右することになるチチェリアーナとサイファカールの構想力と実行力を検証していくことになるだろう。

　そうして帝国の覇は者しやを巡めぐる物語は加速していく。







　　　あとがき




　どうも、舞まい阪さかです。今年の（冬）札さつ幌ぽろはあまり寒くないです。一月に最高気温がプラスの日が二週間も続いたのは二十数年ぶりだとか？　最低気温もマイナス二桁けたいきません。去年は何回もあったのに。でも、積雪は平年並み。スキー場にもちゃんと雪はありますが、初はつ滑すべりにいったら、二日目、雨に降られました（泣）。やはり冬は、それなりに寒くなってくれないと。

　さて、この巻が発売になる頃ころには、もうＪリーグが始まってますね。我が磐いわ田たはＪ１に上がれませんでしたが……それでも、湘しよう南なんや松本、山形といった昇しよう格かく組の戦いには大注目です。磐田のいるＪ２も、もちろん注目しますとも。札幌対磐田、今年こそ札幌ドームで観戦したいものです。

　それはさておき。

　久しぶりにプラモデルを買いました。戦車の。１／35サイズ。どのくらい久しぶりかというと……小学生以来？　小学生のときは、もっと大きなサイズの、モーターを積んでるタイプを買って、作って、走らせて遊んでましたな。なんで今さら買ったのか？　それは戦車モノの新作を出す記念（笑）。そのうち画像をブログにアップします。でも、作ったのはわたしじゃないけどな！

　その戦車ネタの新作は二月末に出ます。というか、発売されてるはずです。タイトルは「深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン─第十六独立戦車小隊の奮戦」（富士見ファンタジア文庫）でして、戦車と魔ま法ほうと軍服美少女の異世界ファンタジーです。余よ裕ゆうがありましたら、ぜひ。

　四月には「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろび行く魔ま女じよの国」（ＭＦ文庫Ｊ）の七巻が出ます。もしかしたらドラマＣＤ付きのモノも発売になるかもしれませんので、こちらも余裕がありましたら、ぜひ。

　なんかなし崩くずし的に今後の予定になってますが、肝かん心じんの「ロムニア帝てい国こく興亡記」の次は……夏頃ごろかな。秋になることはないかと思います。

　では、次は四月に「落ちてきた龍王と滅び行く魔女の国 Ⅶ」でお目にかかりましょう。




　ツイッターも、たまに細々と思い出したように呟つぶやいてます。




　二〇一五年二月吉きち日じつ


舞阪＠今月末はスキーバカンスだ 洸こう　拝





















ロムニア帝てい国こく興こう亡ぼう記きⅤ




─強きよう襲しゆうの第だい二に皇おう女じよ─
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